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結
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

１
　
問
題
の
所
在

資
本
の
国
際
化
お
よ
び
労
働
者
の
国
際
移
動
は
、　
一
方
に
お
い
て
、
「個
別
的
労
働
関
係
の
国
際
化
」
、
す
な
わ
ち
、
使
用
者
の
国
籍

（法

人
で
あ
れ
ば
本
社
所
在
地
）、
企
業
の
事
業
所
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
各
企
業
の
所
在
地
、
労
働
者
の
国
籍
、
居
住
地
、
労
務
給

付
地
、
契
約
締
結
地
等
、
労
働
関
係
に
関
わ
る
要
素
が

一
つ
の
国
に
集
中
せ
ず
、
複
数
の
国
に
関
連
す
る
と
い
う
労
働
契
約
の
展
開
を
も
た

ら
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
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こ
の
よ
う
な
、
労
働
関
係
に
関
わ
る
要
素
が

一
つ
の
国
に
集
中
せ
ず
、
複
数
の
国
に
関
連
す
る
労
働
契
約
を
、
「国
際
労
働
契
約
↑
ｏユ
露
一

魚
ｏ
キ
鶏
”
】【
】諄
①ヨ
”
けいｏ
●
”
】こ

と
一
応
定
義
す
る
な
ら
ば
、
国
際
労
働
契
約
の
展
開
は
、
労
働
法
の
領
域
に
お
い
て
、
第

一
に
、
国
際
労
働

契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
、
第
二
に
、
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
と
い
う
法
的
課
題
を
提
起
す
る
。
他
方
、
国
際
労
働
契
約
の
展
開
は
、

雇
用

¨
労
働
条
件
を
規
整
す
る
各
国
の
実
質
法
の
近
接
化
お
よ
び
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
雇
用

・
労
働
条
件
基
準
の
引
き
上
げ
を
よ
り

一
層

要
請
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
の
国
際
化
お
よ
び
労
働
者
の
国
際
移
動
は
、
他
方
に
お
い
て
、
「集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
」
を
も
進
展
さ
せ
る
。

第

一
は
、
集
団
的
労
使
関
係
の
主
体
の
国
際
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
労
働
者
側
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
団
結
の
主
体
で
あ
る
労
働
者
の
国
際

化
、
す
な
わ
ち
、
外
国
人
労
働
者
お
よ
び
外
国
駐
在
労
働
者
の
増
大
で
あ
り
、
第
二
に
、
団
結
自
体
の
国
際
化
、
す
な
わ
ち
、
国
際
ン
ベ
ル

の
労
働
者
組
織
の
発
展
で
あ
る
。
ま
た
、
使
用
者
側
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
使
用
者
の
国
際
化
、
す
な
わ
ち
、
多
国
籍
企
業
の
展
開
で
あ

り
、
第
二
に
、
国
際
ン
ベ
ル
の
使
用
者
団
体
の
発
展
で
あ
る
。

第
二
は
、
集
団
的
規
整
の
対
象
と
な
る
個
別
的
労
働
関
係
の
国
際
化
と
集
団
的
交
渉

・
規
整
レ
ベ
ル
の
国
際
化
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

第

一
に
、
集
団
的
労
使
関
係
の
規
整
の
対
象
と
な
る
個
別
的
労
働
関
係
と
し
て
、
国
内
労
働
契
約
の
み
な
ら
ず
、
国
際
労
働
契
約
を
射
程
に

入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
、
第
二
に
、
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
労
使
の
集
団
的
交
渉
の
進
展
お
よ
び
集
団
的
紛
争
の
出
現
の
可
能
性
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
は
、
集
目
的
労
使
関
係
法
の
分
野
に
お
い
て
、
労
使
自
治
に
よ
る
集
団
的
雇
用

・
労
働
条
件

規
整
と
労
働
者
の
労
働
権
保
障
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
、
実
質
法
お
よ
び
抵
触
法
に
関
わ
る
多
く
の
法
的
課
題
を
提
起
す
る
。

第

一
は
、
労
働
者
の
国
際
移
動
と
資
本
の
国
際
化
に
伴
う
新
た
な
タ
イ
プ
の
労
働
者
、
す
な
わ
ち
、
外
国
人
労
働
者
と
外
国
駐
在
労
働
者

の
権
利
、
利
益
擁
護
を
可
能
に
す
る
た
め
の
、
労
働
者
代
表
法
制
に
お
け
る
こ
れ
ら
労
働
者
の
権
利
の
保
障
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に

は
、
自
主
的
団
結
に
関
し
て
は
団
結
権
の
保
障
、
従
業
員
代
表
に
関
し
て
は
参
加

・
関
与
権
の
保
障
で
あ
る
。



第
二
は
、
国
際
化
す
る
使
用
者
、
す
な
わ
ち
、
外
国
企
業

・
多
国
籍
企
業
に
対
す
る
労
働
者
の
集
団
的
交
渉
と
管
理
運
営
へ
の
参
加
を
可

能
に
す
る
た
め
の
、
労
働
者
代
表
法
制
の
構
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
外
国
企
業

・
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
労
働
組
合
権
の
保

障
と
従
業
員
代
表
制
の
適
用
で
あ
る
。

第
二
は
、
国
際
労
働
契
約
の
進
展
に
対
応
す
る
、
集
団
的
労
使
関
係
法
の
適
用
範
囲
の
検
討
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
国
際
労

働
契
約
に
対
す
る
労
働
協
約
の
適
用
と
国
際
労
働
関
係
に
あ
る
労
働
者
の
争
議
権
に
関
す
る
適
用
法
決
定
で
あ
る
。

第
四
は
、
国
際
ン
ベ
ル
に
お
い
て
、
国
際
法．
の
み
な
ら
ず
労．
使．
自．
治。
に
よ
る
集
団
的
雇
用

・
労
働
条
件
規
整
を
機
能
さ
せ
、
雇
用

・
労
働

条
件
の
引
き
上
げ
を
可
能
と
す
る
た
め
の
、
労
使
自
治
と
労
使
紛
争
シ
ス
テ
ム
の
検
討
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
国
際
レ
ベ
ル
に

お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
を
規
整
す
る
法
的
枠
組
み
の
検
討
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
ま
ず
第

一
に
、
国
内
法
に
対
し
て
、
実
質
法
お
よ
び
抵
触
法
を
含
む
新
た
な
法
の
枠
組
み
を
要
請
す
る
。
す
な
わ
ち
、

①
実
質
法
に
つ
い
て
は
、
国
際
化
に
対
応
し
た
集
団
的
労
使
関
係
法
の
修
正
、
②
抵
触
法
に
つ
い
て
は
、
国
内
集
団
的
労
使
関
係
法
の
適
用

範
囲
の
確
定
と
国
際
的
集
団
的
労
使
関
係
へ
の
適
用
法
決
定
規
則
の
確
立
、
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
法
に
は
そ
の
規
整
範
囲
に
限
界
が
あ
り
、
①
他
国
の
国
内
法
の
規
整
範
囲
に
つ
い
て
は
介
入
で
き
ず
、
②
国
際
レ

ベ
ル
の
規
整
と
枠
組
み
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
に
、
国
際
規
範
に
よ
る
、
①
各
国
国
内

法
の
調
整
、
近
接
化
、
お
よ
び
、
②
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
の
設
定
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ（ぇ
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
と
外
国
企
業
の
日
本
進
出
、
お
よ
び
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
と
海
外
駐
在
労
働

者
の
増
大
に
伴
い
、
個
別
的
労
働
関
係
の
み
な
ら
ず
集
団
的
労
使
関
係
の
領
域
に
お
い
て
も
、
国
際
化
は
、
今
後
ま
す
ま
す
多
く
の
課
題
を

提
起
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
国
際
化
が
集
団
的
労
使
関
係
に
提
起
す
る
法
的
課
題
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
議
論
が

十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
し
て
は
、
新
た
な
国
際
的
要
素
の
考
慮
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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お
よ
び
、
速
い
テ
ン
ポ
で
発
展
す
る
資
本
と
労
働
力
の
国
際
化
に
対
応
し
う
る
労
働
者
代
表
と
労
使
自
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
観
点
か

ら
、
国
内
お
よ
び
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
に
関
わ
る
法
の
新
た
な
枠
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
重
要
な
課
題
と

し
て
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

２
　
考
察
対
象

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
す
で
に
肛
種
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
す
る
法
規
整
ヽ
お
よ
び
、
国
内
法

の
適
用
範
囲
の
確
定
と
適
用
法
決
定
は
、
個
別
的
労
働
関
係
の
国
際
化
に
お
け
る
、
国
際
労
働
契
約
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄
、
お
よ
び
、
国

際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
と
と
も
に
、
「国
際
労
働
関
係
法

（針
ｏ
〓
き

一『ミ
”
自
【詳
ｑ
●
”
けいｏ
ｒ
一こ

と
し
て
ヽ
労
働
法
に
お
け
る
一
つ

の
重
要
な
法
領
域
と
し
て
そ
の
体
系
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
も
そ
の
構
成
国
で
あ
る
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
い
て
は
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
す
る
国
内
法
の
対
応
の

限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
、
国
際
規
範
の
設
定
に
よ
る
、
各
構
成
国
の
国
内
集
団
的
労
使
関
係
法
の
調
整
、
近
接
化
、
お
よ
び
国
際
レ
ベ
ル

で
の
集
団
的
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
を
め
ぐ
る
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
実
質
法
お
よ
び
抵
触
法
を
含
む
国
内
法
の
対
応
、
な
ら
び

に
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
各
構
成
国
の
国
内
法
の
近
接
化
と
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
の
構
想
の
考
察
・検
討
は
、

わ
が
国
に
お
い
て
、
国
際
的
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
応
す
る
に
当
た
り
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
に
つ
い
て
、
国
際
労
働
契
約
事
件
の
裁
判
儀
」
、
国
際
労
働
契
約
の
適
肛
灘

を
検
討
し
た
こ
れ
ま
で
の
論
稿
に
引
き
続
き
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
す
る
法
規
整
、
お
よ
び
、
国
内
法
の
適
用
範
囲
の
確
定
と

適
用
法
決
定
を
考
察
対
象
と
す
る
。
欧
州
連
合
に
お
け
る
、
国
際
規
範
の
設
定
に
よ
る
、
各
構
成
国
の
国
内
集
団
的
労
使
関
係
法
の
調
整
、



近
接
化
、
お
よ
び
、
国
際
レ
ベ
ル
の
集
団
的
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
（漣
。

以
下
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
集
団
的
労
使
関
係
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
に
関
し
て
、
ま
ず
第

一
に
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際

化
が
労
働
者
代
表
制
に
お
い
て
提
起
す
る
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
（第

一
章
）。
そ
し
て
第
二
に
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際

化
が
集
団
的
雇
用

・
労
働
条
件
規
整
お
よ
び
労
使
紛
争
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
提
起
す
る
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に

（７
）

し
た
い

（第
二
章
）
。

（
１

）

（
２

）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

労
働
関
係
の
国
際
化
は
、
労
働
法
の
領
域
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
内
社
会
保
障
法
の
対
応
、

国
際
規
範
の
設
定
に
よ
る
各
国
社
会
保
障
法
の
連
携
、
調
整
等
、
多
く
の
課
題
を
提
起
す
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
、
フ
ラ
ン
ス
、
お
よ
び
、
欧

州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
」
静
岡
大
学
法
経
研
究

第
四
四
巻
四
号

（
一
九
九
五
年
）
二
六
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」
静
岡
大
学
法
政
研
究
第

一
巻

一

号

（
一
九
九
六
年
）
一
五
三
頁
。

こ
れ
に
対
し
て
、
実
質
法
で
あ
る
各
国
国
内
労
働
法
の
統

一
・
近
接
化
を
は
か
る
国
際
規
範
は
、
「労
働
国
際
法

（や
ｏ〓

【詳
①日
”一】ｏ
●
ユ
　
Ｐ

け圏
く
”
【【と
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
国
社
会
保
障
法
の
統

一
・近
接
化
を
は
か
る
国
際
規
範
は
、
「社
会
保
障
国
際
法

貧
８
■̈
ユ
①甲

●
”け【Ｏ●
ヽ
Ｆ
Ｏ
①
Ｆ
ｏ８
員
【８
ｏ８
【”
【ｅ
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
」
静
岡
大
学
法
政
研
究
第

一
巻
二
・
三
・
四

号

（
一
九
九
七
年
）
二
五
九
頁
。

前
述
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
一



法
政
研
究
二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュ全

一

（６
）
な
お
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
わ
が
国
に
お
い
て
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
は
、
今
後
の
課
題
と

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（７
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
に
つ
い
て
は
、
０
，
質
Ｑ
ｒ
く
ｏ
Ｚ
あ
＞
ｏ
Ｚ
鮮
＞
●
けｏ
いい
０
い
く
Ｏ
Ｚ
あ
＞
ｕ
Ｚ
・

Ｕ
可
ｏ

け̈
の
ｏ
ｏ
】
”
】

●̈
一
①
い
ｏ
”
け
【
Ｏ
●
”
】
０
け
ｏ
Ｃ
『
Ｏ
づ
Ｏ
①
●
・
∞
０

０
●
〓

〕ワ
”
〓
Ｏ
Ｎ
ヽ
い
Ｏ
ｏ
ω
，
り
。卜
ｕ

①
い
の
れ

（り
０
『
”
『
Ｏ

ｒ
ｄ
バ
）
７
７
∩
嘔
Ｌ
ロ
ツ
Ｆ

ｒ
①
の

『
①
中”
け
】Ｏ
ｂ
わ

Ｏ
①

一
『
”
く
“
串

い●
け
①
【
●
”
け
】〇
●
”
】①
の
ヽ
日
〕０
【け
【Ｏ
ｂ
わ

ｒ
い
，
中の
ｏ
●
ｏ
・　
い
０
０
Ｈ
・
●
・Ｈ
Ｈ
∞
　
①
け

∽
」

「

①̈
”
『
①

］四
∩
肖
）
】
同
国
』
Ｐ
　
ｒ
，

ｏ
Ｏ
い
く
の
い
け
¨
Ｏ
●

０
０
〓
０
０
け
く̈
①

●
０

け
嘱
”
く
，
日

①
●

Ｑ
ヽ
Ｏ
】一

〓
詳
①
】ｇ
ヽ
Ｌ
Ｏ
●
ｐ
ｒ

ｒ
〓
ｏ
ρ

Ｈ
ｏ
∞
ド
〕
「
，
】【中り
ｏ
ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｃ

”
∽
Ｈ
同
”
・
Ｏ
ｏ
●
コ
富
∽

Ｑ
①

】
ｏ
】．ｏ
Ｏ
い

０
ヽ
Ｏ
〓

Ｏ
Ｃ

け
ヽ
”
く
，
いＦ

『
ロ
ュ
９
０
】
数
務
①
暉
Ｈ
∽
Ｈ
ｏ
ｏ
♪

『
”
０
９
ｏ
ト
ー
ド
Ｐ

【鳴

卜
∞

ｏ
一

ｐ
〕
り
【２
Ｈ
①

”
〇
∪
Ｈ
同
”
同
・
Ｏ
ｏ
●
蟄
〓
∽

Ｏ
①

】ｏ
お

①
●

０
」
ｏ
富

０
●

嗜

”
く
”

Ｆ̈

「
口
■
９
０
【
”
の
∽
①
Ｃ
『
∽

Ｈ
Ｏ
∞
ｐ

『
”
０
９
０
ト
ー
日
Ｐ

】乳
ω
Ｏ

①
け

，
〕
＞
，日
［
ｏ

●̈
①

ｒ
く
，Ｏ
ｚ
７
ｏ
＞
同
ｚ
Ｆ
Ｆ
，
●
２
ｗ
ｏ
ｏ

”̈
出
Ｏ
●

０
０
】】ｏ
ｏ
け
く̈
①
Ｑ
曽
用
〕
∽
①
∽
ヽ
守
ｐ
Ｑ
あ
い
９
黒
二
い
け
２
ゴ
”
Ｌ
ｏ
●
“
【①
″

∪
『
あ
０
９
い
Ｏ
ｏ
い

０
お
ｏ
Ｎ
①
け
，
〕
「
ｏ
，
い

∪
国
り
”
同
い
ヽ
ｒ
”

【
０
い　
“
り
づ
【】０
”
げ
】①
　
”
●
　
０
０
ｏ
一
『
”
い
　
Ｏ
①
　
け
『
”
く
”
【】

】い
け
①
【
●
”
［
Ｏ̈
●
”
ｒ
　
』。」
ｏ
オ
巌
）『
【Ｏ
①
●
０
０

『
０
０
０
●
壼
Ｐ
　
男
』
，∽
　
卜
ヽ
い
０
０
卜
　ヽ
も
。Ｎ
ω
い
」

日
”ヽ
　
】Ｏ
【　
”
０
●
〓
０
，
げ
【①
　
”
●

〓
０
０
●
０
常
当
●
①
●
け
０
」

ｏ
①
『
∽
〇
●
●
①
【
●
”
く
【”
”
●
一
〇
Ｏ
ｏ
０
０
日

づ
”
”
目

①̈
ｏ
”
０
■
【①
●
●
①
の

，
”
「
∽

ｕ
＼
日
ｏ
ｏ
ω
・
り
，Ｎ
『
り
ふ
ｒ
“
】
ｏ
【
”
り
ｏ
〓
０
“
σ
】０
“
●

０
０
●
け
『
，
一
Ｏ
①
｛』
”
く
”
〓

Ｑ
”
●
り

お

り

『
２

”
け
ざ

以

上

口
け
①
『
口
”
け
い
Ｏ
●
”
げ

Ｐ

刀

「
∽

ω
＼
い
Ｏ
ｏ
Ｐ

り
。］
【
０
こ

く

‘
δ

Ｏ

口

＞

Ｃ

く

く

ヽ
Ｏ

ｏ
●
ぬ

〓

Ｏ
①

ざ

お

２

ｏ
ｏ
●
嗜

”
け
Ｏ
①

吋

“
く
Ｌ

ｒ

鮎
露

Ｑ

目

Ｆ【
●
”
け
ざ

●

Ｏ
①
【“
】〇
¨
”
づ
り
〓
０
”
ぴ
【①
“
●
目
Ｏ
①
●
０
いＱ
Ｒ
Ｆ①
”
け
Ｏ
①
∽
”
【“
【
】０
０
り
ヽ
Ｏ
け０
”
い
の
ｏ
け
”
」
〓
０
０
●
０
いｏ
Ｒ
Ｆ①
い
け
０
０
０
●
０
●
Ｌ
Ｏ
●
①
Ｌ
ヮ
【
・
ｏ
０
０
・
Ｐ
ｏ
Ｏ
い
・
づ
・０
「
れ
で
［”
【
いｏ
こ
′
●
ｍ
①

で
費
）
”
輛
Ｖ
′
ｄ
Ｆ
」と
ｏ
け】く
一̈
Ｏ
ｏ
［『
”
い
の
●
”
け
【Ｏ
●
”
一①
∽
０
い
【
Ｏ
ｏ
『
０
∽
①
●
一
”
け】〇
●

０
０
●
０
〇
一いく
の

Ｏ
①
の
∽
”
【“
『
い０
∽
ヽ
同
可
・∽
０
０
・い
０
０
日
ヽ
も
，い
ω
∴

「
【の
コ
「①

Ｐヽ
ｒ
『
”
輛
冒
）
ｏ
・

Ｈい
け①
ヽ
口
”
け̈
Ｏ
●
”
】い∽
”
け̈
Ｏ
目
Ｏ
①
【。①
口
け【
①
づ
『
の̈
①
①
け
」
”
●
●
〇
、
け０
０
０
〓
０
０
けい出の
Ｏ
ｏ
一ヽ
”
く
，
いＦ
一０
一“
Ｎ
。「
”
ｒ
　
ヽ
饉
０
「い
く
。い
Ｏ
ｏ
Ｐ
・
●
・卜
ω
∴
ン
ハ
”
●
【
】０
０
∩
（
】
口
Ｈ
】
Ｚ
・

〇
ヽ
■
ｏ
』●
ュ
Ｒ
●
●
ｏ
キ
ト
Ｑ
日
，
一いｏ
ｐ
Ｌ

Ｏ
①
嗜
”
く
Ｌ
Ｆ
ｒ
，
ｏ
ｏ
日
ュ
●
①
の
ｏ
ａ
”
Ｆ

Ｆ
”
日
ド

Ｚ
。卜
∞
ｏ
ヽ
ｃ
Ｎ
『
・ド
い
。日
Ｏ
∞
Ｐ

ｏ
お
こ
∪
ｏ
日
一●
一ｏ
●
ｏ
Ｏ
Ｃ
り
ヽ
＞
Ｚ
∪
”

∪
ヽ
ｏ
津

Ｑ
●

嗜

”
く
”
〓

】●
一
Ｑ
ゴ
”
け
中
ｏ
口
”
【

ｏ
け

０
『
ｏ
〓

づ
０
い
ｐ
ｒ

ツ

リ
『
ｏ
づ
ｏ
Ｏ

ら
、＞

守

”
守

いｏ
ｓ
ｐ

”
『
∽

∞Ｉ
）
＼
Ｈ
ｏ
Ｏ
Ｐ

●
・ト
ト
”
一
目

２

２
〕
①

Ｏ
＞

Ｃ
∪
Ｕ
〓

ｕ
↓

‐

↓
＞

ｒ
ｒ
ｏ
Ｚ

・
∽
」
Ｈ

】
．”
守

＞
や

一ｏ
」
ｐ

∪
『
・ｏ
ｏ
，

日
Φ
∞
ρ

り
ヽ
ｏ
９
〕
り
一９
Ｈ
①

”
〇
∪
Ｈ
Ｕ
”
Ｕ
ヽ
い
①

魚
【
ｏ
〓

ヽ
“

嗜

”
く
“
〓

【旦
石
員
５
け
】ｏ
●
”
】
聟
｝
】①

嗜

“
口
∽
づ
ｏ
諄

“
い
【
【①
●
・
Ｕ
い
ｏ
ｏ
ｏ
ｃ
Ｐ
Ｏ
∞
０
・
り
。『
０
０
」
ヽ
ｒ
い
け
Ｏ

●̈
Ｏ
ｒ
に
、〇
フ
ア
ｏ
ｂ
隔
出
４
ヽ
ｒ
”

ｍ
「
α
く
①
①
●

ヽ
Ｈ
Ｏ
】け
】●
一
〇
日
】“
Ｌ
Ｏ
●
“
【
ｏ
『
【く
０
・
脚
Ｑ
，
０
『
い■

Ｈ
）
Ｈ
り
・
い
０
「
『
ヽ
り
。Ｎ
『
〓
∴
『
Ｆ
。



「
”
＞
Ｚ
Ｏ
Ｕ
∽
０
＞
穴
一Ｈ∽
・
Ｆ
ｏ
お
Ｑ
、”
り
ｏ
一̈
ｏ
”
け】ｏ
い
■
日
目
Ｏ
Ｑ
”̈
け①
２
Ｘ
Ｆ
ｏ
片
０
●
■
“
く
“
いＦ
”
①メ
ｏュ
”
Ｕ
Ｈ「
い０ヽ
♪
も
ヽ
Ｎ”
一
Ｏ
ｏ『”
喘鮎
い
く
Ｏ
Ｚ
‐０
＞
同
Ｚ
・
ｒ
“

８

５
お

詳

８̈

８

Ｆ

８
【お

８

嗜
黙

Ｌ

８

や

ｏ
い■

詳
ｏ
日

”
一
】８

≧

リ
ユ
ふ

」

冒

・Ｈ
０
０
卜
」

・Ｎ
ト
ド

等

参

照

。

第

一
章
　
労
働
者
代
表

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
働
者
の
集
団
的
代
表

↑
①「
ｏ８
津
“い【ｏ●
８
【【８
計】お

鮎
８
ヰ
“く
“
【】げ
民
ｅ

は
、
当
初
、
企
業
の
外
に
お
い
て
、

職
業
組
合

δ
■
に２
ｏ”雰
「
ｏお
∽∽ゴ
ロ
ｏ】３

の
承
認
と
組
織
に
関
す
る
法
的
整
備
に
よ
り
肯
定
さ
れ
た
。
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
代
表
は

遅
れ
て
組
織
さ
れ
る
が
、
そ
の
主
体
は
、
労
働
組
合

（∽Ч
・
ヽ
いｏ”雰
Ｕ
８
」ｏ∽りす
目
①お
Ｑ
８
８
【践
【３
）
の
指
名
す
る
代
表
、
お
よ
び
、
従
業

員
の
選
出
す
る
従
業
員
代
表

（お
「
い８
●一，一いｏ●
き

ｏ
９
８
目
ｒ①じ

と
い
う
、
二
元
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
代
表
に

関
す
る
制
度
は
、
そ
の
活
動
レ
ベ
ル
と
い
う
点
か
ら
は
、
企
業
の
外
と
企
業
内
に
区
分
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
主
体
と
い
う
点

か
ら
は
、
自
主
的
団
結
で
あ
る
労
働
組
合
と
、
選
出
さ
れ
る
法
定
の
従
業
員
代
表
に
区
分
さ
れ
る
。

本
章
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
労
働
組
合

（
こ
、
第
二
に
、
従
業
員
代
表

含
３
に
関
す
る
制
度
に
お
い
て
、
労
使
関
係
の
国
際
化
が
提

起
す
る
課
題
を
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一　
労
働
組
合

本
項
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
法
制
に
つ
い
て
、
後
の
論
点
に
関
わ
る
点
を
中
心
に
ま
ず
そ
の
概
略

（Ａ
）
を
説
明
し
、
次
に
、
労
使
関

係
の
国
際
化
が
提
起
す
る
論
点

（Ｂ
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
二



法
政
研
究
二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）

六

四

Ａ
　
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
法
制

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
労
働
組
合
の
自
由

（中夢
①喘忠
∽〓
ヽ
い８
じ

は
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
。　
一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た

第
四
共
和
国
憲
法
前
文
は
、
「何
人
も
組
合
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
と
利
益
を
擁
護
し
、
か
つ
自
ら
の
選
択
す
る
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
定
め
、
現
行
の
第
五
共
和
国
憲
法
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
労
働
法
典
第
四
編
第

一
章
の
職
業
組
合
に
関
す
る
規
定
、

（１
）

お
よ
び
、
第

一
編
第
二
章
の
労
働
協
約
に
関
す
る
規
定
を
中
心
と
し
て
、
労
働
組
合
法
制
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
の
自
由
（１
）、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
の
概
念
と
組
織
（２
）、
組
合
活
動
（３
）
の
順
に
、
そ
の
概
略
を
検

討
す
る
。

１
　
労
働
組
合
の
自
由

（き
ｏ
志ヽ
選
コ
Ｑ
一８
じ

労
働
法
典
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
の
自
由
に
つ
い
て
、
Ｌ
第
四
一
一
―
五
条
に
お
い
て
、
「全
て
の
労
働
者
は
、
そ
の
性
、
年
齢
、
国
籍

の
如
何
を
問
わ
ず
、
自
ら
の
選
択
に
よ
り
労
働
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
急
膨
、
他
方
、
労
働
組
合
へ
の
加
入
お
よ
び
組
合
（３
）

活
動
を
理
由
と
す
る
雇
用
、
昇
進
、
報
酬
、
懲
戒
処
分
等
に
お
け
る
差
別
的
取
り
扱
い
と
労
働
組
合
に
対
す
る
支
配
介
入
を
禁
止
し
て
い
る
。

（４
）

さ
ら
に
、
拡
張

・
拡
大
適
用
さ
れ
る
全
国
労
働
協
約
は
、
組
合
活
動
の
自
由
を
保
障
す
る
条
項
が
必
要
的
記
載
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
労
働
組
合
の
自
由
は
、
個
別
的
側
面
と
集
団
的
側
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
の
自
由
は
、
第

一
に
、
そ
の

個
別
的
側
面
と
し
て
、
個
人
に
対
し
て
、
具
体
的
に
は
、
①
そ
の
選
択
に
よ
り
労
働
組
合
に
加
入
す
る
彙
」
、
②
労
働
組
合
に
加
入
し
な
い

饒
滅
、
③
労
働
組
合
を
脱
退
す
る
饂
に
、
の
三
つ
を
権
利
と
し
て
保
障
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、　
一
方
で
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の
関
係



（８
）

で
は
、
雇
用
お
よ
び
労
働
条
件
に
お
け
る
差
別
的
取
り
扱
い
が
禁
止
さ
れ
、
他
方
で
、
労
働
者
と
労
働
組
合
と
の
関
係
で
は
、
加
入
し
な
い

自
由
と
脱
退
の
自
由
が
保
障
さ（だ
、
組
織
強
制

（シ
ョ
ッ
プ
制
）
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
（型
。

第
二
に
、
労
働
組
合
の
自
由
は
、
そ
の
集
団
的
側
面
と
し
て
、
労
働
組
合
に
対
し
て
、
国
家
に
対
し
て
の
自
律
と
独
立
、
使
用
者
に
対
す

る
自
律
と
企
業
に
お
け
る
組
合
活
動
を
保
障
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、　
一
方
で
、
国
家
と
の
関
係
で
は
、
自
由
設
立

（Ｉ
）

主
義
と
国
家
か
ら
独
立
し
た
活
動
、
他
方
で
、
使
用
者
と
の
関
係
で
は
、
使
用
者
の
支
配
介
入
の
禁
止
と
企
業
に
お
け
る
自
由
な
組
合
活
動

（・２
）

の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
　
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
の
概
念
と
組
織

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
、
そ
の
権
利

・
利
益
の
擁
護
の
た
め
に
、　
一
九
〇

一
年
の
結
社
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
「非
営
利
社
団
↑
の８
ｏ【”
一】ｏ
じ
」
の
結
成
、
ま
た
は
、
労
働
法
典
第
四
編
第

一
章
の
規
定
に
基
づ
く
「職
業
組
合

↑
■
【無
【ｏ
鉾
「
ｏ
喘①∽∽】ｏ
や

ｏ
①】）」
の
結
成
が
可
能
で
あ
る
が
、
「職
業
組
合
」
は
、
「労
働
者
の
職
業
組
合

♂
ヽ
邑
いｏ
諄
「
ｏ
」ｏのｏゴ
ロ
ｇ
０
８
８
中鶴
い８
と
、
す
な
わ
ち
、

（・３
）

「労
働
組
合
」
の
み
な
ら
ず
、
使
用
者
あ
る
い
は
自
由
業
者
の
団
体
を
も
含
む
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
「労

働
組
合
」
は
、
「職
業
組
合
」
の
一
つ
と
し
て
、
職
業
組
合

一
般
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
、
職
業
組
合
と
し
て
他
の
使
用
者
団
体
等
と

同
じ
法
的
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、　
一
定
の
代
表
性

↑
①「
い８
津
“
計』げ
いけ９

を
認
め
ら
れ
た
労
働
組
合
は
、
「代
表
的
労
働
組
合

↑
選
【鮎
【ｏ鮮

り
８
出①ｏｏいｏＲ
鳳

０
８

８
】Ｒ
】２

お
「
いのｏユ
”
けじ
」
と
し
て
、
多
様
な
活
動
の
権
利

・
利
益
を
享
受
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働

組
合
の
複
数
主
義
が
採
用
さ
れ
、
各
労
働
組
合
は
平
等
で
あ
る
が
、
労
働
者
の
意
見
の
表
明
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
組
織
力
等
に
よ
り
平
等

で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、　
一
定
の
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
に
大
き
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
五
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（・４
）

る
か
ら
で
あ
る
。

（Ａ
）
職
業
組
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

職
業
組
合
と
は
、
第

一
に
、
「同

一
の
職
業

Ｃ
８
お
∽∽【ｏ
じ
、
類
似
の
複
数
の
職
種

（Ｂ
いけ【①じ
、
も
し
く
は
、
特
定
の
生
産
物
の
生
産
に

協
力
す
る
関
連
あ
る
複
数
の
職
種
、
ま
た
は
、
同

一
の
自
由
業
を
行
う
者
」
に
よ
り
結
成
さ
れ
る
」
艘
で
あ
り
ヽ
第
二
に
、
「も
っ
ぱ
ら
、
規

約
の
対
象
と
す
る
者
の
、
集
団
的
ま
た
は
個
人
的
な
、
権
利
お
よ
び
物
質
的
、
精
神
的
利
益
の
研
究
と
擁
護
を
目
的
と
す
る
」Ｌ
響
で
あ
り
ヽ

第
二
に
、
そ
の
規
約

♂
け詳
二
）
と
役
員
の
氏
名
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
（型
。
し
か
し
な
が
ら
、
職
業
組
合
の
設
立
は
自
由
で
あ
り
、
宣
言
も

許
可
も
必
要
で
は
な
い
。
ま
た
、
職
業
組
合
は
、
そ
の
物
質
的

・
精
神
的
利
益
の
研
究
と
擁
護
と
い
う
」
騨
と
規
約
、
役
員
の
氏
名
、
連
合

体
を
結
成
す
る
職
業
組
合
の
名
称
お
よ
び
所
在
地
の
」
艘
に
よ
り
、
自
由
に
連
合
体
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
結
成
要
件
を
充
た
す
職
業
組
合
は
、
法
人
格
を
享
受
し
、
訴
訟
当
事
者
能
力
、
必
要
な
動
産
お
よ
び
不
動
産
の
取
得
能
力
を
有

す
る
と
と
も
に
、
労
働
の
需
要

・
供
給
に
つ
い
て
の
紹
介
事
務
所
の
運
営
、
共
済
組
合
、
研
究
所
、
教
育
機
関
の
運
営
や
補
助
、
共
済
事
業

（２０
）

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
団
体
交
渉
と
労
働
協
約
の
締
結
、
企
業
内
に
お
け
る
組
合
活
動
権
等
の
労
働
者
代
表
と
し

て
重
要
な
権
利
は
、
後
述
の
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
の
み
に
保
障
さ
れ
て
い
る
。

（Ｂ
）
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
労
働
組
合
が
代
表
性
を
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
①
組
合
員
数
、
②
独
立
性
、
③
組
合
基
金
、
④
組
合
と
し
て
の

（２．
）

経
験
と
古
さ
、
⑤
被
占
領
下
に
お
け
る
愛
国
的
態
度
の
五
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
現
在
、
全
国
レ
ベ
ル
で
こ
の
代
表
性
が
認
め

ら
れ

て

い
る

の
は
、

Ｃ
Ｇ
Ｔ

（Ｏ
ｏ
臥
ａ

い
８
け【ｏ
●
∞
ｇ

ｏ
【”
お

０
“
質
”
く
ヽ
じ

、

Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ

（Ｏ
ｏ
ュ
ａ
Ｔ

詳
一．ｏ
●
や
”
ぶ

”
中８

●
ｏ
８
８
８
け
ぃρ
８

ヽ
ロ

エハ
ニハ



けＳ
く
”
じ
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
ｏ

（ｏ
８
恐
魚
彎
詳
【ｏ
●
”
８
Ｐ
”
】３

鮎
●
質
”
く
”
【中旬
９
８

０
薔
二
Ｐ
Ｃ
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ

（ｏ
ｏ
Ｒ
ａ
，
”
汁【ｏ
●
や
”
ぶ
”
【器

計
∽
けＳ
く
”
い】【①諷
０
０ギ
いけいｏお
）、
Ｃ
Ｇ
Ｃ

（Ｏ
ｏ
鳳
い０
９
“一いｏ●
楓
●
ＯＳ
Ｆ
計
ｏ
ｏ”
や
ｏｃ

（た
だ
し
管
理
職
８
キ
３
に
つ
い
て
の
み
）
の
五

つ
の
総
同
盟

↑
ｏ
Ｒ
ａ
彎
”
けいｏ
傷
）
で
あ（曜
ヽ
こ
れ
ら
の
総
同
盟
に
加
盟
し
て
い
る
労
働
組
合

（単
位
組
合
お
よ
び
連
合
体
）
は
、
代
表
性
の

認
定
を
必
要
と
す
る
レ
ベ
ル
に
組
合
員
が
存
在
す
る
限
り
、
代
表
性
の
推
定
を
受
け
る
こ
と
が
判
例
上
確
立
し
て
は
♂
。
他
方
、
こ
れ
ら
の

時
卸
¨
〔
レ
け
獄
機
馴
「
有
す
る
総
同
盟
に
加
盟
し
て
い
な
い
労
働
組
合
は
、
代
表
性
の
認
定
を
必
要
と
す
る
レ
ベ
ル
で
の
代
表
性
を
立
証

とは議Ⅷ】】”』け痢割』卸″湘酬酬葛酬ぷ』」弓弓グ権『師晦時蜘鍼狐嘲鐵̈
鎌「ぉょび物質的・精神的利益の研究

３
　
組
合
活
動

（８
一一８

罐
己
〓
３

労
働
組
合
、
主
と
し
て
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
が
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
保
障
さ
れ
て
い
る
活
動
は
、
大
別
し
て
、
労
働
者

の
擁
護

（０
０お
３
ｏ
●
８

８
【ミ
い０３

（Ａ
）、
お
よ
び
、
社
会
的
管
理

（器
の一【ｏ
●
８

８
ｏい”
じ
　
へ
の
参
加

（Ｂ
Ｘ

が
あ
る
。

（Ａ
）
労
働
者
の
擁
護

労
働
組
合
の
労
働
者
を
擁
護
す
る
た
め
の
主
要
な
活
動
は
、
労
働
者
の
要
求
の
主
張

（”
ｏけ̈
Ｏ●
【８
８
肇
ｏ，
一いお
）、
お
よ
び
、
訴
権
の
行

使

（，
ｏけ中ｏ●
８

』雰
一】８
）
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

六
七
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エハ
八

（１
）
要
求
の
実
現

労
働
者
の
要
求
の
主
張

・
実
現
の
手
段
と
し
て
、
労
働
組
合
は
多
様
な
活
動
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。

（
ａ
）
団
体
交
渉
と
労
働
協
約

ま
ず
第

一
に
、
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
そ
の
代
表
聾
錫
認
め
ら
れ
る
ン
ベ
ル
に
お
い
て
、
雇
用

・
労
働
条
件
、
社
会
的
保
障
に

つ
い
て
団
体
交
渉
を
行
い
、
労
働
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
団
体
交
渉
に
つ
い
て
、　
一
般
的
に
は
使
用
者
お
よ
び
使
用
者
団
体
に

は
応
諾
義
務
は
な
い
が
、
す
で
に
部
門
別
労
働
協
約
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
使
用
者
団
体
と
労
働
組
合
は
、
賃
金
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
年

′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２７
）

に
一
回
、
職
務
分
類
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
五
年
に
一
回
団
体
交
渉
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
後
述
の
組
合
支
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
全
て
の
企
業
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
各
代
表
的
組
合
と
毎
年
、
実
質
賃
金
お
よ
び
労
働

時
間
と
そ
の
編
成
に
つ
い
て
交
渉
を
行
い
、
ま
た
、
そ
の
交
渉
の
際
に
、
企
業
の
雇
用
状
況
、
す
な
わ
ち
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
者
、

派
遣
労
働
者
等
の
数
、
そ
れ
ら
の
労
働
者
の
実
労
働
日
数
、　
一
年
ま
た
は
複
数
年
に
お
い
て
当
該
企
業
に
お
い
て
創
出
さ
れ
る
雇
用
の
予
測

（２８
）

等
、
法
所
定
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（ｂ
）
企
業
内
で
の
組
合
活
動
権
の
行
使
と
保
護

第
二
に
、　
一
九
六
八
年

一
二
月
二
八
日
の
法
律
に
よ
り
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
組
合
活
動
権
の
行
使
が
認
め
ら
れ
、
職
業
組
合
は
自
由

（２９
）

に
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
企
業
内
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



０
　
組
合
支
部

分
８
け【ｏ●
∽百
Ｑ
】８
】ｅ

の
設
置

第

一
に
、
企
業
内
に
お
い
て
代
表
性
を
認
め
ら
れ
た
労
働
組
合
は
、
そ
の
構
成
員
の
物
質
的

・
精
神
的
利
益
を
代
表
す
る
た
め
に
、
そ
の

従
業
員
数
を
問
わ
ず
全
て
の
企
業
内
お
よ
び
事
業
所
内
に
、
組
合
支
部

（廠
ｏけ【ｏ
●
ｏ口
０
いｏ”
】ｃ

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
（型
。

ン
瑚
ン 合
罐
嘲
割
げ
』
欅
勁
岬
却
け
脚
嘲
皓
暉
帥
制
剌
Ｆ
脚
稀
［
籐
御
鋼
赫
詢
め へ
¨
硼
斯

．
酬
剌
一
は
詢
則
¨
¨
畔
鰤
岬
卸
け
¨
判
鋤
働
い
率

業
所
に
お
い
て
は
各
支
部
共
通
の
、　
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
企
業
ま
た
は
事
業
所
に
お
い
て
は
各
支
部
毎
に
、
組
合
事
務
所
が
提
供
ざ
れ
（濯
。

②
　
組
合
代
表
の
指
名

葬

笏
講ゴ

　

［
　

晰「

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
組
合
代
表
の
数
は
、
企
業
ま
た
は
事
業
所
（

の
設
置
は
、
原
則
と
し
て
企
業
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第

一
に
、
当
該
企
業
が
、
五
〇
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
用
す
る
複
数
の
独
立
事
業
所

♂
一３
″
Ｘ
日
のュ
２
０け】●
ｏ輸
）に

よ
り
構
成
さ
れ
る
場
合
は
、
基
準
従
業
員
数
を
超
え
る
各
独
立
事
業
所
毎
に
、
そ
の
従
業
員
数
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
数
の
組
合
に
だ
を
設

置
す
る
義
務
を
負
う
。
ま
た
、
第
二
に
、
従
業
員
五
〇
人
以
上
の
事
業
所
を
二
つ
以
上
有
し
、
企
業
の
従
業
員
数
が
二
〇
〇
〇
人
以
上
の
企

響敵いい彗［ど嘲皓け一姜騨向鰤蕎は議は「倒れ］］脚帝は拳】嘲電けれ章殺っけ【ヽ
容動ば「は審串］い」純商̈
は

業
に
お
い
て
は
、
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
従
業
員
代
表
を
そ
の
任
期
中
、
組
合
代
表
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
（型
。
ま
た
、

第
四
に
、
独
立
し
た
法
人
格
を
有
す
る
複
数
の
企
業
が

一
つ
の
経
済
的
社
会
的
単
位

（目
【８

Ｐ
ｏ
●
ｏ
ヨ
一ｏ
口
Φ
鮮

８
ｏ
ぃ」
】輸
）
で
あ
る
と
認
定

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
九



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

さ
れ
る
場
合
、
当
該
単
位
が
計
五
十
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
と
き
は
、
共
同
組
合
代
表
　
（８
が
Ｗ
ｏ
ｍ■
●
【８
】
ｏ
８
日
ご
己

の

（４．
）

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
判
例
上
確
立
し
て
い
る
。

（４２
）

組
合
代
表
は
、
そ
の
事
業
所
ま
た
は
企
業
の
従
業
員
数
に
応
じ
て
有
給
の
活
動
時
間
を
認
め
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

ま
た
、
組
合
代
表
は
、
そ
の
活
動
保
障
と
差
別
的
取
り
扱
い
を
回
避
す
る
た
め
に
、
雇
用
上
の
地
位
に
つ
い
て
特
別
の
保
護
を
受
け
る
。

す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
そ
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
官
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
に
、
企
業
譲
渡
の
場
合
、
そ
の
労
働
契

約
は
新
使
用
者
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
そ
の
際
の
解
雇
に
つ
い
て
は
特
別
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
企
業
の
一
部
ま
た
は
事
業
所
の
譲
渡

の
場
合
で
当
該
労
働
者
が
そ
の
際
の
新
使
用
者
へ
の
引
継
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
労
働
基
準
監
督
官
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
第
二
に
、
当
該
労
働
者
が
労
働
基
準
監
督
官
の
許
可
な
く
解
雇
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
解
一屋
は
無
効
↑
ュ
澤
９
で
あ
り
、
急
速
審
理
裁
判

官

（Ｆ
器

』
ｏ

Ｒヽ
Ｐ
％
）は
ヽ
労
働
者
の
解
雇
時
の
ポ
ス
ト
ヘ
の
復
職
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
　
従
業
員
代
表
選
出
へ
の
関
与

第
二
に
、
企
業
内
に
お
い
て
代
表
性
を
認
め
ら
れ
た
労
働
Ⅶ
合
は
、
企
業
内
の
従
業
員
代
な
謹
に
関
連
し
て
、
企
業
肇
鰻
会
ま
た
は
事
業

所
委
員
会
の
労
働
者
委
員
お
よ
び
従
業
員
代
表
委
員
の
選
出
に
あ
た
り
、
第

一
回
投
票
時
の
候
補
者
名
簿
提
出
権
を
有
す
る
。

ま
た
、
従
業
員
三
〇
〇
人
未
満
の
企
業
に
お
い
て
は
組
合
代
表
を
、
三
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に
お
い
て
は
別
の
組
合
代
表
者
を
企
業
委
員

（４７
）

会
ま
た
は
事
業
所
委
員
会
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
発
言
権
の
み
で
議
決
権
は
な
い
。

（２
）
訴
権
の
行
使

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
者
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
労
働
組
合
に
、
①
組
合
固
有
の
利
益
含
二
や
Ｐ
ｏ
「
ｏ「
８
〓

ω薔
魚
いｏ”
じ
、

②
労
働
者
の
個
別
的
利
益

（中ユ
ふ
■ｏ雰

〓
２
ュ
Ｐ
戸①お
静
∽
紹
中ミ
【，
）、
お
よ
び
、
③
職
業
の
集
団
的
利
益

（一ユ
彎
０雰

８
中一８
一ぃお

Ｏ
①
Ｆ



ｏ
８
「８
ｏ一ｏ
じ
に
基
づ
く
三
種
類
の
訴
権
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
訴
権
を
行
使
し
う
る
労
働
組
合
の
要
件
は
、
訴
権
に
よ
り
異

な
る
。

第

一
に
、
そ
の
固
有
の
利
益
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
職
業
組
合
た
る
労
働
組
合
は
、
前
述
の
よ
う
に
法
人
格
を
有
し
て
お
り
、
当
然
、

そ
の
固
有
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
た
と
え
ば
、
団
結
の
自
由
の
侵
害
に
対
し
て
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
労
働
協
約
・
協
定
を
締
結
し
て
い
る
労
働
組
合

（す
な
わ
ち
、
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
）
は
、
そ
の
締
結
し
て
い
る
労
働
協

嘲る．勧け胸ぃ切「は行っぃは訂脚帥翻帥め．嘲議［舞備に製岬鏑】臓卸珊̈
岬嘲衛一または全ての協約・協定に拘束されて

第
二
に
、
労
働
者
の
個
別
的
利
益
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
職
業
組
合
は
、
家
内
労
働
者
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
員
の
た

め
に
、
当
該
構
成
員
が
反
対
を
表
明
し
な
い
限
り
特
に
委
任
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
訴
権
を
代
わ
っ
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
（型
。

ま
た
、
労
働
協
約

・
協
定
を
締
結
し
て
い
る
労
働
組
合
は
、
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
て
い
る
そ
の
構
成
員
に
代
わ
っ
て
、
当
該
構
成
員

が
反
対
を
表
明
し
な
い
限
り
特
に
委
任
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
当
該
労
働
協
約
に
関
わ
る
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き（型
。

ま
た
、
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
個
別
労
働
者
に
代
わ
っ
て
、
当
該
労
働
者
が
反
対
を
表
明
し
な
い
限
り
、
特
に
委
任
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
①
当
該
代
表
性
を
有
す
る
企
業
内
の
男
女
雇
用
平
等
、
②
外
国
人
労
働
者
の
権
利
、
③
派
遣
労
働
者
の
権
利
、
④
経
済
的
理
由

無
【
御
つ 解
癖
な
開
綺
け
動
構
「
勧
刹
ど
「
判
岬
¨
織
¨
¨
動
機
け
測
は
『
後
嘲
琳
れ
】
い
れ
け
割
概
「
権
利
、
⑥
違
法
な
労
働
者
供
給
の
対

第
二
に
、
職
業
の
集
団
的
利
益
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
職
業
組
合
は
、
そ
の
代
表
す
る
職
業
の
集
団
的
利
益
に
直
接
ま
た
は
間
接
に
侵

害
を
及
ぼ
す
事
実
に
関
し
て
、
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
（型
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

七

一
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（Ｂ
）
社
会
的
管
理

他
方
、
ア
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
社
会
的
管
理
と
も
い
う
べ
き
様
々
な
組
織
へ
の
参
加
権
を
有
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
公
的
部
門
と
一
部
の
私
企
業
に
お
け
な
管
理
運
営
へ
の
参
加
、
経
済
社
会
評
議
会

（ｏ
ｏ３
ｏい【
８
ｏ●
ｏ
８
】ｆ
ｏ
３
８
ｏ】，
中ｅ

お
よ
び
団
体
交
渉
最
高
委
員
会

（ｏ
８
目
〕】∽】ｏ●
∽ε
いヽ
いｏ日
①
Ｏ
①
Ｆ
口
絆
８
】ｐ
け【ｏ
●
８
【中８
け中く
こ

の
諮
問
委
員
の
指
名
、
雇
用
保
険
の
使
用

者
団
体
と
の
共
同
管
理
、
社
会
保
障
機
関
の
管
理
運
営
へ
の
参
加
、
等
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
は
い
わ
ば
あ
る
意
味
で
制
度
化

含
３
け中言
け［ｏ
●
”
【中３
け中ｏ
じ

さ
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
　
国
際
化
と
労
働
組
合

こ
れ
ら
の
労
働
組
合
に
関
す
る
制
度
に
関
し
て
、
労
使
関
係
の
国
際
化
は
、
大
別
し
て
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
課
題
を
提
起
す
る
。
す
な

わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
労
働
組
合
の
自
由
を
享
受
し
う
る

「労
働
者
」
の
範
囲
の
確
定
、
具
体
的
に
は
、
①
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労

働
者
、
お
よ
び
、
②
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
外
国
で
勤
務
し
て
い
る
労
働
者
の
労
働
組
合
の
自
由
の
有
無
と
そ
の
適
用
範
囲
が
問
題

と
な
る
。

ま
た
第
二
に
、
労
働
組
合
の
活
動
の
権
利
と
範
囲
、
具
体
的
に
は
、
①
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
複
数
の
国
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
多
国
籍
企

業
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
の
活
動
の
権
利
と
範
囲
、
お
よ
び
、
②
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
組
合
活
動
、
特
に
、
国
際
レ
ベ
ル
の
団

体
交
渉
と
労
働
協
約
の
締
結
が
問
題
と
な
る
。

第
二
の
②
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
の
一
の

「団
体
交
渉
と
労
働
協
約
」
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
に
お
い
て
は
、
労
働

七

二



組
合
の
自
由
を
享
受
す
る
労
働
者
の
範
囲

（１
）、
お
よ
び
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
活
動
の
権
利
と
範
囲

（２
）
に
つ
い
て
、

順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
（犯
。

１
　
労
働
者
と
労
働
組
合
の
自
由

国
際
労
働
関
係
に
お
け
る
労
働
者
個
人
の
労
働
組
合
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
労
働
組
合

の
自
由

（Ａ
）、
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
外
国
で
勤
務
し
て
い
る
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
組
合
の
自
由

（Ｂ
）
が
問
題
と

な
る
。

（Ａ
）
外
国
人
労
働
者

外
国
人
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
の
自
由
に
関
わ
る
ど
の
よ
う
な
権
利

・
利
益
を
享
受
し
う
る（理
は
、
当
該
労
働
者
が
、
欧
州
連

合
構
成
国
以
外
の
国
の
出
身
者
で
あ
る
場
合

（１
）、
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者
で
あ
る
場
合

（２
）、
不
法
滞
在
者
で
あ
る
場
合

（３
）、
に

区
分
し
て
検
討
さ
れ
る
。

（１
）
欧
州
連
合
構
成
国
以
外
の
国
の
出
身
者

労
働
組
合
へ
の
加
入
の
自
由

（】ご
壁
凛
ヽ
、”
多
い『Ｒ
ツ
ロ

ｏｌ
８
ｏ
”
じ

に
つ
い
て
は
、
国
籍
を
問
わ
ず
常
に
外
国
人
労
働
者
に
も
こ
れ
が

認
め
ら
れ
て
い
た
。
労
働
組
合
権

（キ
ｏ
】け
の「
】０
いｏ
”
じ
を
承
認
し
た

一
八
八
四
年
二
月
二
一
日
の
温
響
は
、
全
て
の
労
働
者
に
対
し
て
そ
ら

選
択
に
基
づ
き
組
合
に
加
入
す
る
自
由
を
承
認
、
ま
た
、
一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
た
第
四
共
和
国
憲
法
前
文
は
、
「何
人
も
組
合
活
動
に
よ
っ

て
そ
の
権
利
と
利
益
を
擁
護
し
、
か
つ
自
ら
の
選
択
す
る
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
、
現
行
の
第
五
共
和
国
憲
法
に
受
け

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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四

継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
労
働
法
典
は
、
Ｌ
第
四

一
一
―
五
条
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
、
「全
て
の
労
働
者
は
、
そ
の
性
、
年
齢
、
国
籍
の

（５６
）

如
何
を
問
わ
ず
、
自
ら
の
選
択
に
よ
り
労
働
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
組
合
の
役
員
と
な
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
旧
労
働
法
典
第
二
部
第
四
条
は
、
労
働
組
合
の
役
員
を
フ
ラ
ン
ス
国
籍

者
に
限
定
し
て
い
た
。

ま
た
、
企
業
内
労
働
者
代
表
の

六
八
年

一
二
月
二
七
日
の
法
律
第

と
を
そ
の
要
件
と
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
制
限
に
つ
き
、
ま
ず
、　
一
九
七
五
年
七
月

一
一
日
の
法
律
第
六
三
〇
号
は
、
労
働
組
合
の
役
員
と
組
合
代
表
に
つ
い
て
の
国
籍

要
件
を
撤
廃
し
た
。
た
だ
し
、
労
働
組
合
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
異
な
り
、
五
年
以
上
の
勤
続
年
数
を
要
件
と

し
、
ま
た
、
外
国
人
が
役
員
の
三
分
の
一
以
上
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
制

限
も
、　
一
九
八
二
年
十
月
二
八
日
の
法
律
に
よ
り
撤
廃
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
外
国
人
労
働
者
は
、
労
働
組
合
権
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
と
同
じ
権
利
を
享
受
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
①
労
働
組
合
の
役
員
は
、
完
全
な
公
民
権
を
有
し
、
選
挙
法
典
Ｌ
第
五
条
お
よ
び
第
六
条
に
定
め
る
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
な

い
者
、
ま
た
は
、
外
国
人
で
あ
る
場
合
は
一
八
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
選
挙
法
典
Ｌ
第
五
条
お
よ
び
第
六
条
に
定
め
る
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
た
こ

と
の
な
ほ
都
、
②
企
業
に
お
け
る
組
合
代
表
は
、　
一
年
以
上
企
業
に
在
籍
す
る
満

一
八
歳
以
上
の
賃
金
労
働
者
で
選
挙
法
典
Ｌ
第
五
条
お
よ

（５９
）

び
第
六
条
に
定
め
る
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
者
、
と
い
う
共
通
の
要
件
を
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（２
）
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者

機
関
で
あ
る
組
合
代
表

貧
い】い理
０
昭
づ
無
】ｏ
”
じ
と
な
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
同
制
度
を
創
設
し
た

一
九

一
七
九
（顎
は
、
そ
の
第
七
条
に
お
い
て
、
組
合
代
表
と
な
る
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
有
し
て
い
る
こ



他
方
、
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
二
年
以
前
に
存
在
し
て
い
た
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
労
働
組
合
権
の
制
限
は
、

そ
れ
以
前
に
撤
廃
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
国
籍
を
理
由
と
す
る
全
て
の
差
別
禁
止
の
一
般
原
則
を
定
め
た

一
九
五
七
年
二
月
二
五
日
の

欧
州
共
同
体
設
立
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
（旧
第
七
条
）、
雇
用
、
報
酬
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
国
籍
を
理
由
と
す
る
差
別
禁

止
を
定
め
た
同
第
四
八
条
第
二
項
、
そ
し
て
、
同
項
を
具
体
化

・
拡
大
し
、
全
て
の
一雇
用

・
労
働
条
件
、
な
ら
び
に
、
社
会
利
益
お
よ
び
税

制
上
の
利
益
等
に
つ
い
て
、
国
籍
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
し
た
、　
一
九
六
八
年
十
月

一
五
日
の
共
同
体
内
に
お
け
る
労
働
者
の
自
由

移
動
に
関
す
る
欧
州
共
同
体
規
則
第
六
八
号
第
七
条
の
適
用
に
よ
り
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
じ
労
働
組
合
権
を
有

す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

（３
）
不
法
労
働
者

そ
れ
で
は
、
不
法
外
国
人
労
働
者
は
、
労
働
組
合
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
労
働
契
約

が
無
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
企
業
の
従
業
員
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
組
合
代
表
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
組
合
加
入
の
自
由

は
基
本
的
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
の
主
張
も
な
さ
れ
て
は
犯
。

（Ｂ
）
外
国
駐
在
労
働
者

そ
れ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
、
①
当
該
企
業
の
外
国
事
業
所
へ
の
転
勤
、
②
外
国
企
業
へ
の
出
向
、
③
当
該

企
業
が
派
遣
企
業
で
あ
る
場
合
の
派
遣
労
働
者
と
し
て
の
外
国
企
業
へ
の
派
遣
、
④
当
該
企
業
の
請
負
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
外
国
へ
の

派
遣
、
等
の
理
由
に
よ
り
外
国
で
勤
務
す
る
場
合
、
当
該
労
働
者
は
、
送
り
出
し
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
く
労
働
組
合
の
自
由
を
保

障
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

七
五
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こ
れ
は
、
特
に
、
当
該
外
国
に
お
い
て
労
働
者
の
労
働
組
合
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
組
合
活
動
を
理
由
と

す
る
解
雇
や
懲
戒
か
ら
の
労
働
者
の
保
護
規
定
が
存
在
せ
ず
、
組
合
活
動
を
理
由
に
不
利
益
取
り
扱
い
を
受
け
た
と
き
、
当
該
労
働
者
は
、

送
り
出
し
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
形
で
論
点
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
フ
ラ
ン
ス
法
が
当
該
労
働
者
の
契
約
準
拠
法
で
あ
っ
て
も
、
否
定
的
に
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
労
働
組
合
の
自
由
に
関
わ
る
法
は
、
公
的
性
格
を
有
す
る
い
わ
ゆ
る
介
入
規
範

ｏ
２
８

づ
ｏ
申】８
）
で
ぁ
り
、
当
該
国
の
領
土
に

お
い
て
は
当
該
国
の
法
が

一
方
的
直
接
的
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
法
を
域
外
適
用
し
う
る
も
の
と
は
考

（６．
）

え
ら
れ
な

い
か
ら

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
働
組
合
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
に
お
い
て
は
、
当
該
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
れ
外
国
人
で
あ
れ
、

ま
た
そ
の
使
用
者
が
フ
ラ
ン
ス
企
業
で
あ
れ
外
国
企
業
で
あ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
く
労
働
組
合
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
外
国
の
領
土
に
お
い
て
は
、
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
の
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
二
雇
用
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
で
あ
っ

て
も
当
該
国
の
法
が
適
用
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
労
働
組
合
の
自
由
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

２
　
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
組
合
活
動

前
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
、
特
に
代
表
的
労
働
組
合
は
、
。様
々
な
組
合
活
動
の
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
労
働
組
合
の
権
利
に
つ
い
て
、
労
使
関
係
の
国
際
化
と
と
も
に
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
複
数
の
国
に
お
い
て
活

動
を
展
開
し
て
い
る
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
組
合
活
動
、
具
体
的
に
は
、
第

一
に
、
組
合
支
部
と
組
合
代
表
の
設
置
義
務
の
有
無
と
そ
の
範

囲

（Ａ
）、
第
二
に
、
組
合
の
権
限
、
活
動
保
障
の
範
囲

（Ｂ
）、
第
二
に
、
組
合
代
表
の
保
護
規
定
は
、
当
該
労
働
者
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
法

以
外
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
場
合
も
適
用
さ
れ
る
か

（Ｃ
）、
と
い
う
大
別
三
つ
の
論
点
で
あ
る
。



（Ａ
）
組
合
支
部
の
設
置
と
組
合
代
表
の
指
名

前
述
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
企
業
内
に
お
い
て
代
表
性
を
認
め
ら
れ
た
労
働
組
合
は
、
そ
の
構
成
員
の
物
質
的

・
精
神
的

（６２
）

利
益
を
代
表
す
る
た
め
に
、
企
業
内
に
組
合
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
企
業
内
に
お
い
て
代
表
性
を
認
め
ら
れ
、
組
合
支
部
を
設
置
し
て
い
る
労
働
組
合
は
、　
一
定
数
以
上
の
従
業
員
を
雇
用
す
る
企
業

ま
た
は
事
業
所
に
お
い
て
、
組
合
代
表
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
組
合
支
部
の
設
置
お
よ
び
組
合
代
表
の
指
名
は
、
外
国
に
本
社
を
有
す
る
外
国
企
業
、
ま
た
は
、
フ
ラ
ン
ス

に
本
社
が
存
在
し
て
も
複
数
国
に
事
業
所
や
子
会
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
ま
た
は
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
ど
こ
ま
で
保
障
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
ａ
）
労
働
者
代
表
に
関
す
る
制
度
の
適
用

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
九
七
三
年
六
月
二
九
日
の
性
煙
は
、
す
で
に
従
業
員
代
表
に
関
す
る
法
制
に
つ
い
て
、
当
該
法
は
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
使
用
者
と
し
て
の
責
任
を
行
使
し
て
い
る
す
べ
て
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
当
該
企
業
の
本
社
が

外
国
で
あ
る
こ
と
は
、
企
業
の
本
社
が
外
国
で
あ
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い
場
合
を
除
い
て
、
企
業
委
員
会
に
関
す
る
法
の
適
用
を
妨
げ
る
こ

と
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
見
解
を
組
合
代
表
の
承
認
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
の
が
、　
一
九
八
八
年
二
月
二
日
の
破
毀
院
振
理
で
あ
る
。
同
判

決
は
、
労
働
者
の
代
表
と
そ
の
権
利
と
利
益
の
擁
護
に
関
す
る
法
は
、
介
入
規
範
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
全
て
の
企
業
ま
た
は
こ
れ

と
同
視
し
う
る
活
動
を
行
う
機
関
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
ご
と
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
お
い
て
、
生
産
部
門
の
全
て
の
レ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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ベ
ル
に
お
い
て
法
が
予
定
し
て
い
る
労
働
者
代
表
機
関
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
機
関
は
、
当
該
企
業
の
本
社
が
外
国
で

あ
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い
場
合
を
除
い
て
法
が
規
定
す
る
全
て
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
支
店

を
有
す
る
外
国
企
業
に
お
い
て
企
業
長
に
対
し
て
組
合
を
代
表
す
る
中
央
組
合
代
表
を
指
名
す
る
こ
と
は
、
「当
該
企
業
の
本
社
が
外
国
で
あ

る
こ
と
と
相
容
れ
な
い
場
合
」
に
は
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
同
判
決
は
、
労
働
組
合
に
関
す
る
制
度
は
、
企
業
内
の
代
表
機
関
の
設
置
の
み
な
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
な
組
合
の
様
々
な

活
動
保
障
、
組
合
活
動
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
や
組
合
代
表
に
対
す
る
特
別
保
護
等
、
法
制
度
全
体
が
介
入
規
範
で
あ
り
、

使
用
者
と
し
て
の
活
動
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
法
制
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（２
）
具
体
的
適
用
方
法

組
合
代
表
が
指
名
さ
れ
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
五
十
人
以
上
を
雇
用
す
る
企
（辮
ま
た
は
事
親
理
で
あ
る
一
し
か
し
な
が
ら
、
従
業
員

五
〇
人
以
上
の
事
業
所
を
二
つ
以
上
有
し
、
企
業
の
従
業
員
数
が
二
〇
〇
〇
人
以
上
の
企
業
に
お
い
て
は
、
組
合
は
、
事
業
所
組
合
代
表
と

は
別
に
中
央
組
合
代
表
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
の
従
業
員
数
が
二
〇
〇
〇
人
未
満
の
企
業
に
お
い
て
は
、
事
業
所
組
合
代
表
の
一

（６７
）

人
を
中
央
組
合
代
表
と
し
て
指
名
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
第

一
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
従
業
員
五
〇
人
以
上
の
事
業
所
に
お

い
て
は
事
業
所
組
合
代
表
を
承
認
す
る
義
務
を
有
し
、
他
方
、
外
国
に
お
け
る
事
業
所
に
お
い
て
は
同
義
務
は
課
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
中
央
組
合
代
表
の
承
認
に
関
わ
り
、
算
定
さ
れ
る
従
業
員
数
に
、
外
国
駐
在
労
働
者
も
算
入
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
き
、
破
毀
院
は
、
組
合
代
表
の
承
認
を
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
企
業
レ
ベ
ル
の
義
務
で
あ
り
、
当
該
企
業
に



癖
蜘
さ
れ
て
い
る
以
上
、
外
国
駐
在
労
働
者
も
企
業
の
義
務
の
基
礎
と
な
る
従
業
員
数
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
こ
れ
を
肯
定
し
て

い
る
。

そ
れ
で
は
、
第
二
に
、
当
該
多
国
籍
企
業
が
、
外
国
に
本
社
を
有
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
五
〇
人
以
上
を
雇
用
す
る
複
数
の
事
業
所
を
有
し
て

い
る
場
合
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
代
表
的
組
合
に
指
名
さ
れ
た
事
業
所
組
合
代
表
を
承
認
す
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
さ
ら
に
、
企
業

レ
ベ
ル
の
中
央
組
合
代
表
も
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
例
は
存
在
し
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
企
業
内
の
従
業
員
代
表
機
関
で
あ
る
企
業
委
員
会
に
つ
い
て
、
同
じ
よ

う
な
論
点
が
判
例
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
に
本
社
を
有
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
所
定
の
人
数
以
上
の
従
業
員
を
一雇
用
す
る
複

数
の
事
業
所
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
は
い
各
事
業
所
に
お
い
て
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
事
業
所
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
企
業
レ
ベ
ル

で
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
企
業
中
央
委
員
会
の
設
置
も
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

（６９
）

て
は
、
前
述
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
九
七
三
年
六
月
二
九
日
の
半Ｊ
′決
は
、
当
該
企
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
事
業
所
だ
け
を
対
象
と
し
て
こ

れ
を
総
括
す
る
中
央
委
員
会
の
設
置
を
義
務
づ
け
た
。

し
た
が
っ
て
、
組
合
代
表
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
援
用
し
て
、
企
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
事
業
所
全
体
を
対
象
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
事
業
所
中

央
組
合
代
表
を
、
企
業
の
中
央
組
合
代
表
承
認
の
要
件

（従
業
員
数
等
）
を
援
用
し
て
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
は
肥
。

（３
）
適
用
対
象
と
な
る

「事
業
所
」

後
述
の
従
業
員
代
表
の
設
置
に
お
い
て
も
問
題
と
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
当
該
企
業
が
フ
ラ
ン
ス
で
活
動
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
換
言

す
れ
ば
、
当
該
事
業
所
が
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
議
論
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
航
空
機
や
船

舶
の
乗
務
員
、
複
数
国
で
労
務
を
給
付
す
る
国
際
陸
上
輸
送
労
働
者
な
ど
の
事
業
所
の
特
定
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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フ
ラ
ン
ス
の
労
働
組
合
法
制
の
適
用
さ
れ
る
事
業
所
の
特
定
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
抑
制
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
コ
ー
ト
・ジ
ボ
ア
ー
ル
に
本
社
を
有
す
る
航
空
会
社
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
航
空
の
航
空
機
乗
務
員
で
、
パ
リ
支
店
の
組
合
代
表
、
お
よ
び
、

企
業
委
員
会

へ
の
組
合
代
表
で
あ
る
と
す
る
労
働
者
た
ち
が
、
労
働
基
準
監
督
官
の
許
可
等
所
定
の
特
別
の
解
雇
手
続
を
経
ず
し
て
行
わ
れ

た
解
雇
の
無
効
を
訴
え
た
事
案
で
、　
一
九
八
六
年
二
月
二
八
日
の
破
毀
院
混
合
部
Ｔ
Ｆ
”
８
ギ
①
Ｂ
【諄
ｇ
牲
濃
は
、
当
該
乗
務
員
は
常
に
ュ
ー

ト
・
ジ
ボ
ア
ー
ル
に
登
録
さ
れ
て
い
る
航
空
機
に
乗
機
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
労
務
給
付
地
は
航
空
機
の
登
録
国
で
あ
る
コ
ー
ト
・
ジ

ボ
ア
ー
ル
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
さ
れ
る
パ
リ
支
店
を
事
業
所
と
す
る
従
業
員
で
は
な
い
と
し
て

（し
た
が
っ
て
、
そ
も
そ
も
当
該

（７２
）

事
業
所
の
従
業
員
で
あ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
事
業
所
組
合
代
表
の
資
格
が
な
い
）、
労
働
者
の
訴
え
を
退
け
た
の
で
あ
っ
た
。

（Ｂ
）
組
合
活
動
の
範
囲

労
働
組
合
、
特
に
、
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
に
保
障
さ
れ
て
い
る
組
合
活
動
権
は
、
労
働
組
合
法
制
の
一
環
を
な
し
て
お
り
、
そ
の

保
障
が
介
入
規
範
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
の
み
な
ら
ず
、
外
国
に
本
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス

の
事
業
所
に
お
い
て
は
前
述
の
よ
う
な
活
動
権
、
団
体
交
渉
権
が
当
然
保
障
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
の
自
由
が
保
障
さ
れ
、
ま
た
、

代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
は
、
組
合
支
部
を
設
置
す
る
権
利
を
有
し
、
日
常
的
組
合
活
動
や
場
合
に
よ
り
便
宜
供
与
を
受
け
、　
一
定
の
要

件
の
も
と
に
組
合
代
表
を
指
名
し
、
従
業
員
代
表
の
選
出
に
関
与
し
、
実
質
賃
金
と
労
働
時
間
の
編
成
に
つ
い
て
使
用
者
と
年
次
義
務
的
団

体
交
渉
を
行
い
、
か
つ
、
所
定
の
情
報
を
提
供
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
労
働
組
合
は
、
所
定
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
、
外
国
企
業
に
対
し
て
も
、
前
述
の
よ
う
な
、
①
組
合
固
有
の
利
益
、
②
労
働
者

（７３
）

個
人
の
利
益
、
お
よ
び
、
③
職
業
の
集
団
的
利
益
に
基
づ
く
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
具
体
的
裁
判
紛
争
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
一
九
八
八
年
二
月
二
日
の
破
毀
院
社
会
部
判
決
の
い
う
、
「外

国
に
本
社
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
相
容
れ
な
い
場
合
」
と
い
う
留
保
の
内
容
に
関
わ
っ
て
、
例
え
ば
、
具
体
的
な
年
次
義
務
的
団
体
交
渉
に

お
け
る
使
用
者
の
情
報
提
供
義
務
の
範
囲

（フ
ラ
ン
ス
以
外
の
事
業
所
や
企
業
全
体
の
情
報
も
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ど
）
等
、

組
合
活
動
の
限
定
が
議
論
と
な
る
余
地
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（Ｃ
）
組
合
代
表
の
保
護

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
組
合
代
表
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
従
業
員
代
表
、
お
よ
び
、　
一
定
期
間
で
あ
る
が
、
従
業
員
代
表
の
選
出
手
続

瞬

靡

貪

製

饉

零

一
候
蓼

鸞

亜

Ｉ

ｍ

闇

囃

を
受
け
る
労
働
者
（ｏ…

写

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
組
合
代
表
に
関
す
る
保
護
規
定
は
、
当
該
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
が
外
国
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
て
選
択
し
て

い
る
場
合
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
例
は
存
在
し
な
い
が
、
前
述
の
組
合
代
表
の
承
認
に
関
す
る
一
九
八
八
年
二
月
二
日
の
破
毀
院
牲
減
が
、
労
働
者

の
代
表
と
そ
の
権
利
と
利
益
の
擁
護
に
関
す
る
法
は
介
入
規
範
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
然
組
合
代
表
の
雇
用
上
の
地
位
に
関

す
る
特
別
規
定
も
介
入
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
当
該
労
働
者
の
契
約
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
労

務
を
給
付
し
て
い
る
限
り
、
こ
れ
ら
保
護
規
定
の
適
用
を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
。

（』
お
、
後
述
の
従
業
員
代
表
委
員
の
解
雇
保
護
規
定
に
つ
い
て
は
、　
一
九
九
二
年
七
月
十
日
の
破
毀
院
大
法
廷

Ｇ
の３
８
ぴ
】８
Ｌ
Ｏユ
Ｓ
ｅ

判
決
が
、
契
約
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

八

一
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（１
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
働
組
合
に
関
す
る
制
度
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
Ｏ
ｏＳ
ａ

ｒ
く
ｏ
ｚ
あ
＞
ｕ
Ｚ
Ｌ
８
●
り
同
国
∽
餞
同
”
８
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〓

∽
Ｃ
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ヽ
Ｕ
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●
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”
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ｏ
，
・
Ｕ
巴
ざ
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０ｐ
●
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ｕ
ｏ
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Ｏ
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“
『０
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●
ハ
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①
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Ｆ
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●
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ま
た
、
概
説
的
邦
文
献
と
し
て
、
労
働
者
労
政
局

労
働
法
規
課
編
著

『フ
ラ
ン
ス
の
労
使
関
係
法
制
』
日
本
労
働
研
究
機
構

（
一
九
九
二
年
）
二
頁
以
下
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
団
結
権
の
歴
史
的

研
究
と
し
て
、
大
和
田
敢
太

『フ
ラ
ン
ス
労
働
法
の
研
究
』
文
理
閣

（
一
九
九
五
年
）。
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・卜
Ｐ
Ｈ
あ
・

Ｏ
ｂ
『
“
く
。ヽ

ユ
一

ｒ
卜

Ｈ
や

ド

ρ
嗜
”
く
。ｂ
諄
・
ｒ
卜
〓
‥”
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（１０
）
０
・嗜
”
メ
ヽ
諄
・
Ｆ
・ヽ
日Ｎ
‐ド

（１１
）
０
。嗜
“
メ
ヽ
ユ
・
ｒ
・卜
【Ｎ
・ド

（・２
）
０
一曰
く
‘ミ
け・
Ｆ
卜
に
，日
・
同
規
定
は
、　
一
九
六
八
年
十
二
月
二
七
日
の
法
律
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

（・３
）
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の

「労
働
者
の
職
業
組
合
」
を
労
働
組
合
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（・４
）
Ｏ
ｏ・”
『０
い
く
Ｏ
Ｚ
‥０
＞
∪
Ｚ
ヽ
「
①
”
ｏ
「
同
ｒ
Ｈ∽
∽
Ｈｕ
”
①け
＞
】”
いい
∽
Ｃ
「
ＨＯ
↓
・
Ｕ
ｏヽ
〓
Ｏ
ｃ
キ
”
く
，
一Ｆ
Ｈ∞
ｏ
ｏ
，
ヽ
Ｏ
ｐ
Ｑ
一ぜ
り
ヽ
「
ｒ

（・５
）
０
。嗜
”
´
い
“
詳
・
Ｆ
。卜
Ｈ
Ｈ‐ド
【①喘
ュ
・

（・６
）
０
・嗜
”
メ
・
”
ユ
・
Ｆ
・卜
】デ
ｒ

（・７
）
０
，嗜
”
メ
。
”
ユ
・
Ｆ
・卜
Ｈ
【・Ｐ
日ｏ「
”
ｒ

（・８
）
０
。嗜
”
メ
・
”
詳
・
Ｆ
，卜
Ｈ
Ｐお
Ｆ

（・９
）
０
。嗜
”
ド
・
”
諄
・
い
。卜
【Ｈ‐Ｎ
ド

（２０
）
Ｏ
ｏ嗜
“
メ
・
”
ユ
・
Ｆ
，ト
ロ
早
【ｏ
①け
，

（２．
）
０
・嗜
”
メ
・
”
謀
。
ｒ
・【ω学
ド

（２２
）
＞
・
９
ｏ
●
ｃ
∞
Ｈ
日
”
あ

］ｏ
ｏ９

（２３
）
０
“
協
・のｏ
，
Ｎω
］。Ｌ
●
ＨＯ
∞Ｐ
Ｕ
Ｌ
ｒ
ａ
メ
く
。
い
。ω
ｕ
Φ
一
０
”
８
・ｏｏ
９
『
』Ｌ
〓
無

日０
∞Ｐ
Ｕ
」・∽ｏ
，
日０
∞♪
∞，

等
。

（２４
）
０
，
あ
。８
９
８

●
８

８
８
ヽ
国
●
Ｆ
Ｑ
く
ｋ
・
●
。お
Ｆ

ｏ
３
ｏ・８
９
ミ

お
メ
８
滉
・
″
〕
・∽
ミ
８

●
。
含
９
等
。
な
お
、
代
表
性
の
推
定
、
立
証
に
つ
い

て
の
主
描
側
は
、
０
０
，
『Ｑ
Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‐０
＞
Ｕ
Ｚ
ヽ
「
ｏ
”
い
り
同
ｒ
】∽
∽
【Ｕ
”
の一
＞
Ｆ
】●
∽
Ｃ
「
ＨＯ
↓
・
∪
【ａ
け
０
●
嗜
”
く
ユ
Ｆ
【∞
①
Ｏ
■
・
ｏ
や
ａ
Ｆ
づ
，卜
『∞
①［
９
伝守

参
照
。

（２５
）
０
・嗜
，
メ
ヽ
”
ユ
。
ｒ
・卜
Ｈ
ｒ
ｒ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

八
三



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

ρ
嗜
”
く
。・
，
諄
。
ｒ
Ｈ駕
‐Ｎ
。

な
お
、
団
体
交
渉
お
よ
び
労
働
協
約
制
度
に
つ
い
て
は
後
述

（二
の
Ａ
）。

０
む
『”
く
こ
”
ユ
一
ｒ
・Ｈω
甲
ＨＰ
Ｈｏヽ

ｐ
ｒ

Ｏ
嗜
署
・・
“
＝
・
Ｆ
。ぉ
い
‐ミ
。

た
だ
し
、
企
業
レ
ベ
ル
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
は
、
労
働
者
側
の
交
渉
担
当
者
に
は
必
ず
組
合
代
表
を
含
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

（０
嗜
”
く
。，
ｐ
ユ
・
ｒ
日露
‐８
Ｌ
ｑ

出
し

の
で
、
組
合
代
表
の
指
名
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
従
業
員
五
〇
人
未
満
の
企
業
で
、
組

合
代
表
が
い
な
い
場
合
は
、
実
質
上
、
代
表
的
組
合
は
年
次
交
渉
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

０
卜
「”
く
‘
，
ユ
ｒ
ｒ
ヽ
日
ヽ
‐ｒ

Ｏ
質
”く
。ヽ
“
諄
・
Ｆ
・と
Ｎ●

条
文
上
は
、
組
合
支
部
の
設
置
単
位
と
し
て
企
業
の
み
を
規
定
し
て
い
る
が
、
企
業
が
複
数
の
事
業
所
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
当
然
、
事
業
所
レ
ベ
ル
で
の
組
合
支
部
を
設
置
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
６
【嗜ｏ●
一”
お̈
∪
”
↓
乳
〓
２

選
●
ｏぐ
。８
置
し
。

（３．
）
Ｏ
ｏ嗜
”
メ
ヽ
”
諄
・
い
。卜
【り
が
い
。卜
ＨＹ
Ｐ
ｒ
・卜
ＨＹ
ＨＰ

（３２
）
０
。嗜
，
メ
ヽ
”
諄
。
ｒ
・卜
ＰＮ
〓ｐ

（３３
）
０
。オ
，
メ
ヽ
”
諄
・
Ｆ
・卜
Ｈ甲
，

（３４
）
０
・嗜
“
ド
ヽ
”
諄
・
い
。卜
【Ｎ
‥【
Ｆ

（３５
）
０
。嗜
”
メ
ヽ
“
諄
。
ｒ
・卜
Ｈド
ＨＰ
”
・卜
ＨＹ
Ｆ
”
・卜
ＨＮ
出
・
”
ヽ
日Ｎ
お
。

（
３６
）

「
独

立

事

業

所

（９
３

〓
ａ
①
日
の
ユ

Ｒ
∽
け̈
Ｒ

け
と

の
定

義

に

つ
い
て
は
、

た

と

え
ば

、

〓

２
お
●
８

り
厨

由
£

①
野

”
Ｒ

お

Ｆ
路
９
Ｒ
ｐ

∽
ｏ
ｏ
い”
Ｈ・
Ｈ
８

ド

魂
『ぶ
ヽ
参
照
。

０
・嗜
”
く
こ
”
ユ
・
”
・卜
Ｐ
甲
”

０
。言
，
メ
“
”
ユ
・
ｒ
。卜
Ｈ
甲
【
ド

９
嗜
“
く
こ
”
諄
・
Ｆ
卜
Ｐ
Ｎ
，Ｐ
ｒ
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（４０
）
「経
済
的
社
会
的
単
位

（日
一８

Ｐ
ｏ
●
ｏ
８
ぃＯ
ｃ
ｏ
Ｒ

８
ｏ】，
一こ
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
〓
ｏ８
ｏ●
ざ

「
μ
け』ρ
‘
①
即
・“
●
０
お
ｒ
Ｒ
①ｌ
ｐ

∽
０
０
【”
Ｆ
【０
０『
・
い
。
「『
Ｏ
Ｈ
参^
議
聰
。

（
４．

）

０
，
脇

・
ｏ
ｏ
，

ω

」
Ｌ

【
げ

一

日
ｏ
∞
Ｐ

ω
僣
■

２

メ

く

・
●
。
卜
ｏ
Ｆ

（４２
）
０
。吋
，
メ
ヽ
“
諄
・
Ｆ
卜
ＨＹ
Ｎ９

（４３
）
０
けＳ
が

，
ユ
・
Ｆ
・含
Ｎ
‐〓
・
詳
細
は
、
〓
Ｑ８
ｏ●
ざ

「
，
［【置
①
フ
・“
●
ｏ
お
ｒ
①
』①ヨ
ｐ
∽
ｏ
ｏ』“
】ヽ
８
鶏
ヽ
い
。
Ｓ
圏

３
，
等
参
照
。

（４４
）
急
速
審
理

↑
ｏ験
■９

と
は
、
い
か
な
る
実
質
的
争
い
も
存
在
し
な
い
か
、
ま
た
は
、
紛
争
の
存
在
が
正
当
化
す
る
場
合
に
、
当
事
者
が

一
定
の
条

件
の
も
と
に
単
独
裁
判
官
か
ら
迅
速
な
決
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
対
審
的
手
続
で
あ
り
、
労
働
裁
判
所

Ｆ
ｏ
鵬
①
いお
Ｏ
①
り
日
ヽ
．Ｆ
８
日
］①３

に
お

い
て
も
、
急
速
審
理
裁
判
官
は
、
争
い
の
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
差
し
迫
っ
た
損
害
を
予
防
し
、
ま
た
は
、
明
ら
か
に
違
法
な
侵
害
を
や
め
さ

せ
る
た
め
、
保
全
措
置
を
許
可
し
、
ま
た
は
、
現
状
回
復
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
争
い
の
な
い
場
合
は
、
裁
判
官
は
、
債
権
者

へ
の
仮
払
金

を
認
め
、
ま
た
、
た
と
え
な
す
債
務
で
あ
っ
て
も
そ
の
履
行
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ
０
・嗜
“
く
。・
″
望
ｕ
ふ
３
”
。日
０
‐８

Ｒ
，

企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
法
制
に
つ
い
て
は
後
述

（
一
の
Ｂ
）。

０
↑
『
”
く
ｔ

，
ユ
〓
ｒ
ヽ
ω
ω
‐ド

ｒ
ヽ
ω
ω
出
Ｐ

ｒ
ヽ
∞
ω
占
Ｐ

ｒ
ヽ
い
ω
‐Ｐ

ｒ
卜
Ｎ
ω
出
，

０
■
『
”
く
‘

”
ユ
ｒ
ｒ
ヽ
日
Ｎ
出
ド

ｒ
卜
ω
ω
出

・
”
【
卜
・

０
嗜
”
く
ｃ
，
ユ
・
ｒ
日
ω
ｕ
‐９

０
卜
ヽ
い
く
ｄ

，
蜃
Ｆ

い
。ヽ

Ｎ
Ｈ
‥
日
０
ヽ
”
ｒ
Ｎ
・

０
↑
『
”
く
ｃ

“
Ｈ
ｒ

ｒ
■
ω
ｕ
‐
キ

０
■
『
“
く
ｃ

”
■
ｒ

ｒ
■

Ｎ
∞
ｉ
ｐ

ｒ
“
卜
甲

０
‐
Ｐ

ｒ
』

Ｎ
卜
‥
Ｎ
ｐ

ｒ
お
い
デ

Ｈ
Ｐ

ｒ
』

Ｎ
Ｎ
‐
ω
‐
Ｈ
ｐ

ｒ
■

Ｎ
輌
‐
ω
占

，

０
。け
ヽ
“
く
こ

”
ユ
ｒ

ｒ
ヽ

日
日
出

・

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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八
六

法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）

（５３
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
使
関
係
の
国
際
化
と
労
働
組
合
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
ｏ８
ａ

ｒ
く
ｏ
ｚ
ぁ
≧
口
Ｚ
鮮
＞
ユ
ｏ
〓
ｏ
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
あ
＞
同
Ｚ
・

ｕ
ｒ
ｏ
【［
の
ｏ
ｏ
い”
【
】い
ｒ
】
【
ｒ”
汁
¨
０
い
”
【
ｏ
い
０
●
喘
Ｏ
づ
Ｏ
①
●
・
∞
０

０
０
ｃ

０
０
・０
【口
ヽ
り
。Ｏ
ｏ

①
け
の
」

（り
０
『
“
『
ヽ

ｒ
ｄ
バ
）
ワ
７
ｏ
ｂ
』
〕
Ｚ
・
Ｆ
ｏ
ｏ

『
①
一”
け
¨
Ｏ
い
０

０
①

け
ヽ
い
く
”
【】
い●
オ
当
・・

●
”
け
】
Ｏ
●
，
Ｈ０
０
。　
Ｏ
り
，０
【”
・　
り
。日
ヽ
ω
　
①
一

の
∴
　
一”
，
〓

０̈
●
０

０
０
涌
】
卿
∽
日
円
”
ｒ
　
０
０
●
”
ぃ一
∽

鰤
①

中ｏ
】∽
　
①
い

●
Ｈ
Ｏ
】け

０
●

け
ヽ
”
く
，
日

　ヽ
Ｏ
り
。０
いｒ
・　
口
。卜
Ｏ
　
①
一

の
よ
　
”
一０
コ
「０

”
〇
∪
Ｈ
同
”
Ｕ
゛
Ｏ
ｏ
い
い
いけ
∽
“
①

］ｏ
お

①
口

ヽ
『
ｏ
〓

０
●

質

，
′
β

ｒ̈

ｏ
り
あ
いけ
ｔ
ｔ

ａ
ｏ
Ｑ
戸
ｐ
ｒ
ど
ｐ
一
ｏ
【●
ｏ

ｒ
く
Ｏ
Ｚ

・ｏ
＞
同
Ｚ

，
ｒ
”

●
０
〕ｏ
ｏ
【
餃
↑
Ｏ̈
●

０
０
【【０
０
け
【く
①
Ｏ
営
あ

０
０
０

０
Ｆ
Ｓ
ｏ
】Ｐ
路
Ｏ
ｂ
わ

【●
一
ｏ
口
Ｐ
”
け
】
Ｏ
●
，
マ
あ
・
０
０
」０
【口
）
「
①
ｐ
●

〕ヮ
同
一「
男
踊
思
い

ｒ
”

Ｈ
Ｏ
【
“
づ
づ
〓
ｏ
”
ぴ
いｏ

”
●

０
０
ｏ
け
【
”
一
Ｏ
①

［
ヽ
”
く
”
庫

【●
ｒ
μ
ビ
ｒ”
Ｌ
ｏ
●
”
デ

一
ｄ
Ｌ

の̈
り
曇
口
‐

ヽ
①
●
０
０

【
０
０
０
●
一
①
・
０
０
・０
】
ｒ
¨
ｒ

”

【
Ｏ
】
”
ｏ
一
〓
ｏ
”
ぴ
】
０

”
僣

〓
０
０
●
０
一．
Ｑ
口
ＨＯ
い
け

ヽ
●

ｏ
①
『
の
Ｏ
●
●
①
【
●
”
く
い
”
”
０
け
Ｏ
①
ｏ

０
０
日

り
”
”
●
ォ
Ж
）
“
Ｑ
【
い
ｏ
●
●
①
の
ヽ
Ｏ
り
。０
ぃ
ｒ

〕
ｒ

”

【
ｏ
】

”
ｏ
●
〓
０
，
げ
】０

，
Ｃ

Ｏ
Ｏ
●
一
【
”
け

鮎
①

一町
”
く
”
〓

０
“
憂
口

中①
の

」
①
【
，
Ｌ
Ｏ
ｐ
の

い●
オ
当
日
”
Ｌ
Ｏ
●
，
【①
Ｐ

ｏ
●
・ｏ
津
・

Ｕ
■
日
Φ
二

く
く
①

Ｏ
壺
曜
ｒ
Ｃ
で
Ｊ
Ｐ

Ｏ
ｏ
●
濾
津

●
ｏ

】
ｏ
】り

０
一

〇
０
い
け
ヽ
”
い
Ｏ
①
け
『
”
く
”
〓
¨
Ｑ
Ｏ
けｏ
ロ
ロ

●̈
”
け
一
ｏ
い

Ｏ
①
【
”

【
Ｏ
】
”
づ
づ
〓
０
”
ぴ
一①
”
饉

目
０
０
●
０

Ｏ̈
Ｒ
Ｆ①
い
け
０
０
ｏ
”
”
】
”
０
】０
０
づ
【
Ｏ
彙
絆
〕Ｏ
ｏ
ｏ
一
“
口

】【０
０
ｐ
ｏ
一ｏ
口
Ｆ①
●
け
０
０
０
●
Ｏ
目
Ｌ
‐

●
●
①
・
０
●
・０
ぃ■
〕
りふ
”
【
一①
こ
′
●
”
①
ソ
●
０
男
輛
〕
Ｐ
【
ン
」Ｐ
Ｏ
け【く
け̈Ｏ
ｏ
一『
”
●
の
口
”
けいＯ
●
”
ｒ
Ж
〕
①
い
ヽ
ｏ
Ｏ
ヽ
い
０
０
●
け”
け一〇
●
０
０
口
①
Ｏ
けいく
ｏ
０
０
０
０
，
【”
ヽ
いい
の
。
Ｏ
●
・０
ぃ■
一
噂
】①
ヨ
『①

＞
Ｆ
「
四
円
∪
Ｏ
・
Ｈ詳
Ｑ
ざ
”
けさ
い
Ｌ
お
”
いざ
●
Ｏ
①
】．ｏ
●
■
９
）喘
】∽
①
①
け
ヽ
”
り
つ
０
ュ
０
０
２
ぉ
Ｏ
Ｌ
ぉ

Ｏ
①
嗜
”
く
出
ｒ
ｏ
や
住
Ｆ

●
・ト
ト
∴
∪
ｏ
８
【ユ
０
」
ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｈ〓
＞
Ｚ
∪
・

∪

【
ｏ
〓

ヽ
●

粛
】

“
く
”
〓

ビ
詳

Ｑ

日

”
け
】
ｏ
い
”
【
①
一

ヽ
『
Ｏ
富

つ
彎

】”
ｒ

ツ

リ
Ｈ
ｏ
Ｏ
ｏ
の

０
．＞

〓

”
守

い
０
」
ｐ

ｏ
Ｏ
わ
】
け
れ

口

０
中
留

】
０

０

＞

Ｃ

∪

同
〓

Ｕ
↓

‐
↓

＞

ｒ
ｒ
ｏ

Ｚ

ヽ
∽
●
【

中
ゞ

〓

ｂ
椰
ユ
ｏ
●
ｐ

Ｏ
●
・ｏ
〓
∴

り
ぃ
Ｑ
璃
①

”

〇
∪

Ｈ
国
”
同

・
Ｆ
①

Ｑ
『
ｏ
津

０
」

言
が
く
“
〓

【
●
計
Ｑ
Ｅ
５
出
Ｏ
●
”
Ｈ
ｏ
一
【
①

言
５
い
０
づ
Ｑ
ユ

”
ぃ
、
】
０
●
・
Ｏ
づ
わ
〓
」

「
●
・
『
”
ｂ
し
「
Ｏ
Ｕ
∽
Ｏ
ｂ
』
口
∽
・

ｒ
ｏ
∽̈
０
．”
暑
一い８
一̈
８

障
目
８

”̈
お

２
や
ｏ
一け
０
●
嗜
ミ
当
・
８
Ｌ
ｒ
等
参
照
。

（
５４
）

こ

の
問

題

に

つ
い
て
は
、

た

と

え
ば

、

＞
口
ざ

Ｆ
ｏ
Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‥０
と
〕
Ｚ
・
ｒ
ｐ
魚
崎
ｏ
ｏ
】洋
【ｏ
●
８

【【ｏ
ｏ
け
いく
①
魚
”
３

８
ｏ
ａ
日
９
一ｏ
【ｏ
房

二̈
①
日

諄
一ｏ
●
』
８

・

∪
」
。の
ｏ
９
】
０
０
ド

●
い
Ｏ
Ｎ
２

ｏ
ｃ
ｏ
や
Ｑ
け
ふ
”
ρ
四一●
ｏ
Ｏ
Ｕ
Ｚ
Ｈ
Ｚ
し
ヽ
Ｕ
”
【０
・
Ｕ
質
営
品
①
い

日
ぎ
ｏ
Ч
色
ｏ
づ
い
●
げ

∪
”
】中ｏ
か

け『
”
く
，
いＦ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｌ
Ｎ
釧
ｏ
ｏ
一
９

林青
参
照

。

（
５５
）

∪
。「
。∞
卜
・卜
・Ｈ
ω
ド

（
５６
）

０
，嗜
”
く
こ
”
ユ
・
ｒ
卜
Ｐ
Ｈ
‥押

（
５７
）

∪
・Ｐ
ｏ
ｏ
ｐ

●
・Ｎ
”



（
５８
）

０
。嗜
“
メ
”
詳
，
Ｆ
・卜
【
Ｈ
ふ
。

（
５９
）

０
。哺
”
メ
”
ユ
・
ｒ
・卜
Ｈ
Ｙ
日
や

（
“
）
＞
ユ

ｏ
】●
ｏ
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‥Ｑ

“

だ

。
ｒ
”
●
置

ｏ
ｏ
い”
けいｏ
●
８

【【８

一
一く
①
ヽ
”
３

Ｘ
の
２
日
①
房

ざ
房

円詳
①
日

詳
】ｏ
●
“
【①
コ

〇
●
・ｏ
」Ｆ

甲
〓

”

（
６．
）
Ｏ
ｏ
Ｈ
”
【
Ｏ
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‥ｏ
＞
Ｕ
Ｚ

①
け
＞
日
け
ｏ
●̈
ｏ
Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‐０
＞
Ｕ
Ｚ
・
∪
『
ｏ
片

∽
ｏ
Ｑ
”
【
ｒ
卜
９
５
”
け
【ｏ
●
”
】
ｏ
一
ｏ
」
『
Ｏ
Ｕ
０
０
Ｆ

∞
ｏ
い
聾
ヽ
ｏ
ｐ
ａ
け
ｃ
や
ｏ
ｒ

（
６２
）

０
・嗜
”
´
・
”
〓
・
Ｆ
・卜
Ｐ
Ｎ
‐９

（
６３
）

Ｏ
Ｕ

Ｎ
ｏ
』●
一●

Ｈ
Ｏ
『
Ｐ

∪
，

ｏ
ｏ
９

日
０
「
♪

り
ヽ
か

ｏ
ｏ
●
２
●
∽
】ｏ
●
Ｚ
・Ｏ
Ｃ
Ｕ
∽
↓
Ｈ＞
Ｘ
・
●
ｏ
一ｏ
「
①
“
●
∽
＞
く
＞
哺
Ｈ同
”
・
∪
『
。ｏ
●
ど月
・
【
０
「
♪

Ｕ
“
９

一同
判
ボ
仄
に

つ

い
て
は
、
本
章
の
二
の
従
業
員
代
表
の
項
で
検
討
す
る
。

（
６４
）

０
，
ｏ
ｏ
。ｏ
ｏ
９

∞

日
”
あ

日
０
∞
Ｐ

”
ｏ
メ
ｏ
『
】■
∪
】
「
・
【
０
∞
Ｐ

●
・Ｏ
Ｐ

●
ｏ
一①

Ｏ
彎
”
『
０

い
く
Ｏ
Ｚ
‥０
＞
”
Ｚ
。
「
∪
Ｈ
日
０
∽
ｐ

づ
・『
Ｐ

口
ｏ
一
①

７
由
」
＞
・
〓
一〇
”
口
＞
Ｃ
ｉ

”
Ｏ
Ｃ
”
ｒ
同
”

（
６５
）

０
。嗜
“
メ
・
“
諄
・
Ｆ
・ヽ
日
甲
ト

（
６６
）

０
，嗜
”
メ
ヽ
，
ユ
・
”
・卜
Ｐ
Ｎ
お
。

（
６７
）

０
。嗜
，
メ
・
”
謀
・
ｒ
，卜
Ｐ
甲
Ｈ
ド

（
６８
）

Ｏ
Ｎ
の
，

∽
ｏ
９

い
０
一”
ｏ
メ

【
⑬
Φ
ド

厠
●
【ｒ
Ｑ
メ

く
・
●
。
一
Ｐ

Ｏ
，
３
。
の
ｏ
９

ヽ
日
”
一
Ｐ
ｏ
Ｏ
♪

”
●
Ｆ

Ｏ
いメ

く
・
●
。
い
０
ド

（
６９
）

Ｏ
Ｕ

Ｎ
ｏ
』●
【●

い
０
ヽ
Ｐ

∪
い

ｏ
ｏ
９

日
Ｏ
Ｎ
♪

り
。卜
Ｐ

ｏ
や
Ｑ
”

（
７０
）

た

と

ぇ
ば

、

〓
【”
●
■
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ
口
同
Ｚ
ヽ
Ｏ
Ａ
Ｆ
ｏ
』●
『
〓
ど
口
①
】ユ
Ｒ
日
，
一
ざ
●
』
①
望
げ

嗜
“
く
出
ｒ
ｒ
”
の
①
日
ユ
●
①
の
ｏ
２
２
①
ｒ
”
日
メ

Ｚ
。
」
∞
ｏ
Ｏ
口
Ｎ
Ｎ
。い
】
。Ｈ
Ｏ
∞
Ｐ

り
。Ｎ
Ｎ
・

（
７．
）

０
”
の
，

ｏ
，
”
ヨ
げ
『
①
日
【ｘ
けｏ
Ｎ
∞
験
メ
Ｈ
Ｏ
∞
ｐ

∪
い
０
∞
が

り
■
Ｎ
Ｐ

”
①
メ
ｏ
『
』”
∪
Ｈ「
・
い
０
∞
ｐ

り
』
ｏ
Ｆ

∪
【
・ｏ
ｏ
，

日
０
∞
ρ

り
ヽ
ｏ
ρ

●
ｏ
け
①
国
２
ｏ
い
ｏ
Ｏ
＞
Ｃ
∪
同
〓

Ｕ
↓
・

↓
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ
。
ま

た
、

「

ｏ̈
「
①
”
Ｏ
∪
Ｈ口
巴
Ｐ

ｒ
ｏ
Ｏ
『
ａ
け
ヽ
口
吋
”
く
注
【
〓
け
Ｒ
Ｆ”
けざ
●
２

ｏ
け
げ

嗜
”
い
の
ｏ
ｏ
諄

”
ｏ
『
ｏ̈
Ｆ

ｏ
や
ｏ
い”

参

照

。

フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係

の
国
際
化

と
国
際
労
働
関
係
法

の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



八
八

法
政
研
究
二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）

（７２
）
同
判
決
に
対
す
る
批
判
と
、
介
入
規
範
の

「属
地
主
義
」
の
限
界
か
ら
、
よ
り
柔
軟
な
介
入
規
範
の
適
用
を
説
く
も
の
と
し
て
、
〓
ミ
【①
‥ど
ぶ
ｏ

マ
只
り
”
輛
）
′
ｄ
Ｆ
」Ｐ
ｏ一】コユ
Ｆ
い
の
一【
”
Ｂ∽
●
，
一一〇
●
”
ｒ
Ж
〕
０
一
０ヽ
０
『０００●
け，
一̈
Ｏ
●
０
０
●
０
〇一中く
①
Ｏ
Ω
ｏ
ｏ，
】”
『一．い
の・
同
）『・００
０
。
〓００
Ｈ“
り
・０”
・

（７３
）
Ｏ
Ｐ
，
【０
い
く
Ｏ
Ｚ
・０
＞
憫
Ｚ
・
ｒ
移
『色
”
け【２
扇
ヽ
①
嗜
”
く
”
〓
ョ翠
①『●
”
一いＯ
●
”
Ｆ
ｐ
ｏ
ｐ
ａ
一ぜ
や
Ｈト
メ
一
蜜
Ｆ
Ｅ
「お
ｏ
０
０
口
河
Ｚ
，
０
■
ィ
①
Ｖ
ヽ
一色
０
●
ｏ
Ｏ
①

一『”
く
，
中ｒ
０
０
・ｏ【一じ
●
・Ｎ
ω
・

（７４
）
本
項
Ａ
の
３
の

（Ａ
）
の

（１
）
の
②
参
照
。
詳
細
は
、
〓
ｇ
ｐ８
８

「
洋
【燿
①
マ
彗
０お
ｒ
路
９
Ｒ
ｐ
∽
ｏ
ｏい”
一・
８
鴫
・
乳
∞８
９
２
，
等
参
照
。

（７５
）
０
”
ｏ∽・ｏｏ
９
ω
８
，
Ｈｏ
一０
∞
Ｐ
Ｈ♂
´
ｏ■
ｒ
∪
Ｈ「
・
【り∞
Ｐ
づ
・Ｏ
Ｐ
●
ｏ
８

０
，
”
『一
Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
‐ｏ
＞
”
Ｚ
・
〕∪
【
い０
∞Ｐ
ｕ
・『
Ｐ
●
ｏ
け

蜜
Ｔ
＞
。
蜜
Ｏ̈
”
口
＞
Ｃ
‥

”
ｏ
Ｃ
卿
ｒ
口
９

（
７６
）
０
・
協
“
霧
。Ｌ
Ｏ
，

Ｈ
ｏ

Ｌ̈
〓
８

Ｐ
０
０
Ｎ

∪
【
・∽
ｏ
９

い
Ｏ
ｏ
Ｐ

Ｏ
・０
ド

ニ
　
従
業
員
代
表

本
項
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
後
述
の
論
点
に
関
わ
る
点
を
中
心
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員
代
表
法
制
の
概
略

（Ａ
）
を
説
明
し
、
次

に
、
労
使
関
係
の
国
際
化
が
提
起
す
る
論
点

（Ｂ
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ａ
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
従
業
員
代
表
法
制

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
代
表
機
関

（お
「
い８
詳
，一【ｏ●
計
の
３
一ミ
中，

０
，３

】．ｏ【】■
８
【【ｏ３

と
し
て
、
前

項
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
労
働
組
合
の
企
業
内
に
お
け
る
活
動
保
障
と
し
て
の
組
合
支
部
と
組
合
代
表
の
他
、
従
業
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
る



主
た
る
従
業
員
代
表
機
関
と
し
て
、
従
業
員
代
表
委
員

（２
）

在
す
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
従
業
員
代
表
の
設
置

討
す
る
こ
と
に
た
犯
。

１
　
従
業
員
代
表
の
設
置

（８
が
岩
，

Ｐ

ｕ
Ｒ
∽
ｏ
日

町

、）

企
業
委
員
会

♂
ｏ
日
い忠

０
、８
けヽ
３
ヽ
【∽
ｅ

等
が
存

（１
）、
権
限

（２
）、
お
よ
び
、
従
業
員
代
表
の
保
護

（３
）
に
つ
い
て
、
順
に
検

（Ａ
）
従
業
員
代
表
委
員

従
業
員
代
表
架
員
は
、
そ
の
活
動
の
性
質
を
問
わ
ず
、
十

一
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
事
業
所

♂
け”ぴ
【いの器
ヨ
ｏ●
●

伴
』
ぃ
庫
贅
勘
罐
嘲
い
時
つ 務
０
「
い
詢
】
い
義
ど
賭
¨
制
印
に
同
畔
馨
叶
↑
韓
判
」
な
け
い
」
囃
“
制
に
は
な
「
り
、
従
業
員
数
の
増
加
に

し
か
し
な
が
ら
、
第

一
に
、
独
立
し
た
法
人
格
を
有
す
る
複
数
の
企
業
が

一
つ
の
経
済
的
社
会
的
単
位
（目
】８
Ｐ
ｏ
●
ｏ日
一Ｏ
ｃ
ｏ
Ｒ
８
ｏい”
】ｇ

河
鳩
覇
』醐証
諄
脚
″純
颯
鼈
ガ
「誕
脚一一錬
響爆樹躊̈
輻
詞
叫

る
異
な
る
企
業
の
複
数
の
事
業
所
が
同
じ
敷
地
♂
一け３
に
お
い
て
活
動
し
、
そ
れ
ら
複
数
の
企
業
に
共
通
な
問
題
の
性
質
と
重
要
性
か
ら
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
県
労
働
部
は
、
そ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
ま
た
は
労
働
組
合
の
要
求
に
基
づ
き
、
敷
地
従
業
員
代
表
委
員
貧
棠
雌
忌

〓

ａ
け①）
の
選
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き（犯
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
目
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

八
九



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

（Ｂ
）
企
業
委
員
会

企
業
委
恙
銭
は
、
そ
の
活
動
の
性
質
ま
た
は
そ
の
法
形
式
の
如
何
を
問
わ
ず
、
五
十
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
全
て
の
企
業

（１０
）

↑
ユ
お
「
い８
）
に
お
い
て
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
同
委
員
会
は
、
企
業
長

（３
Ｒ
●
．①●
ヰ
８
『】のこ

を
委
員
長

Ｃ
嗜ｏｏ【ヽ
８
じ

と

（１１
）

し
、
従
業
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
従
業
員
代
表
者
と
各
代
表
的
労
働
組
合
が

一
人
ず
つ
指
名
す
る
組
合
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

従
業
員
三
百
人
未
満
の
企
業
に
お
い
て
は
、
企
業
長
は
、
前
述
の
従
業
員
代
表
委
員
を
企
業
委
員
会
の
従
業
員
代
表
者
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
代
表
と
同
様
、
そ
の
設
置
は
、
原
則
と
し
て
企
業
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第

一
に
、
当
該
企
業
が
、
五
〇
人
以
上
の
従
業
員
を
一雇
用
す
る
複
数
の
独
立
事
業
所
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
場
合
は
、
基

準
従
業
員
数
を
超
え
る
各
独
立
事
業
所
毎
に
事
業
所
委
員
会
、
企
業
レ
ベ
ル
に
お
い
て
中
央
企
業
委
員
会
♂
ｏ
口
【８
８
詳
轟
一
０
．曾
】け【０「
中器
）

を
設
置
す
る
義
務
を
鯉
理
。
ま
た
ヽ
第
二
に
、
独
立
し
た
法
人
格
を
有
す
る
複
数
の
企
業
が

一
つ
の
経
済
的
社
会
的
単
位
で
あ
る
と
認
定
さ

れ
る
場
合
、
当
該
単
位
が
計
五
十
人
以
上
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
と
き
は
、
共
同
企
業
委
員
会

（８
日
【忠
０
．①●
け喘①「
中８
８
８
８
目
じ

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ（犯
。
ま
た
ヽ
第
二
に
、　
一
つ
の
支
配
企
業

↑
詳
『①「
中８
●
ｏ
Ｂ
中●
”
卑
ｅ
の
も
と
に
複
数
の
企
業
が
企
業
グ
ル
ー（迎

を
構
成
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
支
配
企
業
の
本
社
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
従
業
員
数
の
如
何
を
問
わ
ず
、
企
業
グ
ル
ー
プ
委
員

（・５
）

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

２
　
従
業
員
代
表
の
権
限

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
企
業
内
の
従
業
員
代
表
機
関
は
、
以
下
の
よ
う
な
権
限
、
管
轄
事
項
を
有
し
て
い
る
。



（Ａ
）
従
業
員
代
表
委
員

従
業
員
代
表
委
員
は
、
そ
の
固
有
の
権
限
七
し
て
、
第

一
に
、
労
働
法
典
、
労
働
協
約
の
適
用
に
関
す
る
個
別
的

ｏ
集
団
的
要
求
を
使
用

者
に
提
出
す
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
従
業
員
の
苦
情
、
意
見
を
労
働
基
準
監
督
官

（【３
ｏ
８
一ｏ長

き

けご
く
”
じ

に
提
出
す
る
。
ま
た
、
第

二
に
、
様
々
な
労
働
条
件
に
関
す
る
使
用
者
の
決
定
以
前
に
諮
問
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
さ
ら
に
第
四
に
、
衛
生
安
全
労
働
条
件
委
員

△パ
↑
ｏ
ヨ
【ぶ

鮎
。，
Ч
Ｌ
Ｏお
・
Ｏ
①
８
ｏ日
【けｐ
鮮

●
８

８
●
Ｑ
〓
ｏ
お

Ｏ
①
け轟
く
”
こ

の
委
員
を
指
名
す
る
選
挙
団
を
選
出
す
（型
。
ま
た
ヽ
他
の
従

は
録
獄
鍛
利
岬
詢
は
葬
設
れ
漱
″
綺
畔
権
暉
嚇
い
時
硫
れ
け
〔
嘲
猜
御
に
す
（そ鋤
鴇
済
的
職
業
的
権
限
、
社
会

・
文
化
活
動
の
管
理
を
篠
だ
、

（Ｂ
）
企
業
委
員
会

企
業
委
員
会
は
、
第

一
に
、
経
済
的
職
業
的
権
限
と
し
て
、
企
業
の
組
織

・
管
理
運
営

一
般
に
関
し
て
、
企
業
の
決
定
前
の
情
報
提
供
と

諮
問
を
受
け
る
権
利
、
企
業
活
動
に
関
す
る
定
期
的
な
情
報
提
供
を
受
け
る
権
利
、
様
々
な
諮
問
を
受
け
る
権
利
等
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、

第
二
に
、
社
会
的
文
化
的
権
限
と
し
て
、
企
業
の
社
会
・文
化
活
動
の
管
理
等
を
行
う
。
ま
た
、
第
二
に
、
利
益
参
加
に
関
す
る
協
定
Ｇ
８
Ｒ
ヽ

計

づ
Ｒ
けいｏ
いｏ
”
け̈
Ｏ
●
留
図

お
旨
】け，
お

８

】．①諄
『８

いヽ８

ｏ
●
０
．【●
け①【８
が
怖
ユ
）
の
交
渉
と
締
結
等
の
決
定
権
限
を
有
す
る
。
さ
ら
に
第
四

に
、
衛
生
安
全
労
働
条
件
委
員
会
の
委
員
を
指
名
す
る
選
挙
団
を
選
出
す
る
。

３
　
従
業
員
代
表
の
保
護

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
従
業
員
代
表
、
す
な
わ
ち
、
企
業
委
員
会
委
員
、
従
業
員
代
表
委
員
、
衛
生
安
全
労
働
条
件
委
員
会
委
員
、
お

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一
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よ
び
、　
一
定
期
間
で
あ
る
が
、
従
業
員
代
表
の
選
出
手
続
き
を
使
用
者
に
要
請
し
た
労
働
者
、
従
業
員
代
表
の
候
補
者
、
前
従
業
員
代
表
等

は
、
前
述
の
組
合
代
表
お
よ
び
企
業
委
員
会
一
お
け
る
組
合
黙
録
と
と
も
に
、
特
別
の
保
護
を
受
け
る
労
働
者
と
し
て
、
そ
２
雇
用
上
の
地

位
に
つ
き
、　
一
般
労
働
者
と
異
な
る
特
別
の
保
護
を
受
け
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
第

一
に
、
こ
れ
ら
特
別
保
護
を
受
け
る
労
働
者
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
監
督
官
の
承
認
が
必
要
で
な
曜
、
ま
た
ヽ

企
業
委
員
会
へ
の
諮
問
も
必
要
で
な
♂
。
第
二
に
、
企
業
譲
渡
の
場
合
、
そ
の
労
働
契
約
は
新
使
用
者
に
引
き
継
が
れ
る
が
、
そ
の
際
の
解

続け用っぃへてぃ岬剛̈
層輸養いつ必響けれ卿ギけ畔卸は却岬師岬申畔詢̈
蒔囀̈
働赫数『剛酬畔舞華け「霧却嬌い縁洵辮̈

基
準
監
督
官
の
許
可
な
く
解
雇
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
解
雇
は
無
効
で
あ
り
、
急
速
審
理
裁
判
官
は
、
労
働
者
の
解
雇
時
の
ポ
ス
ト
ヘ
の
復
職

（２４
）

を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｂ
　
国
際
化
と
従
業
員
代
表

こ
れ
ら
の
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
制
に
関
し
て
、
労
使
関
係
の
国
際
化
は
、
大
別
し
て
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
課
題
を
提
起
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
従
業
員
代
表
制
に
関
与
し
う
る

「労
働
者
」
の
範
囲
の
確
定
、
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労

働
者
、
お
よ
び
、
外
国
に
駐
在
し
て
い
る
労
働
者
へ
の
フ
ラ
ン
ス
従
業
員
代
表
制
の
適
用
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。

ま
た
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
複
数
の
国
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
制
の
適
用
の
有
無
と
そ
の
範

囲
が
問
題
と
な
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
従
業
員
代
表
制
に
関
与
し
う
る
労
働
者
の
範
囲
（１
）、
お
よ
び
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
制



の
適
用
範
囲
（２
）
に
つ
い
て
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す（♂
。

１
　
労
働
者
と
従
業
員
代
表

従
業
員
代
表
制
を
享
受
し
う
る
労
働
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
第

一
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
フ
ラ

ン
ス
従
業
員
代
表
制
へ
の
関
与
の
有
無

（Ａ
）、
第
二
に
、
外
国
駐
在
労
働
者
の
フ
ラ
ン
ス
従
業
員
代
表
制
へ
の
関
与
の
有
無

（Ｂ
）、
が
間

題
と
な
る
。

（Ａ
）
外
国
人
労
働
者

従
業
員
代
表
機
関
の
設
置
義
務
の
有
無
お
よ
び
従
業
員
代
表
の
数
は
、
当
該
企
業
の
従
業
員
数
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
当
該
企
業
の
従
業
員

に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
業
員
代
表
制
と
労
働
者
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第

一
に
、
企
業
の
従
業
員
数
の
算
定
基
礎
と

な
る
労
働
者
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
第
二
に
、
従
業
員
代
表
を
選
出
す
る
資
格
を
有
す
る
労
働
者
、
お
よ
び
、
従
業
員
代
表
と
し
て
選
出

さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
労
働
者
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
。

（１
）
従
業
員
数
へ
の
参
入

従
業
員
代
表
委
員
、
企
業
委
員
会
、
お
よ
び
、
前
述
の
組
合
代
表
と
い
う
、
三
つ
の
企
業
に
お
け
る
労
働
者
代
表
機
関
の
設
置
の
有
無
お

よ
び
従
業
員
代
表
の
数
の
決
定
に
あ
た
り
、
基
準
と
な
る
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
る
の
は
、　
一
部
の
例
外
を
除
き
、
当
該
企
業
に
雇
用
さ
れ

“
い
幾
短
け
『
端
一
“
一
刺
」
珈
舞
い
様
】
玲
〕
制
岬
新
ば
い
膨
珈
は
ヽ
れ
日
け
恥
響
¨
冊
申
輸
［
育
け
霧
赫
一
時
岬
」
“
い
機
』
暉
Ⅷ
翡

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
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然
そ
の
対
象
と
な
る
。

（２
）
選
挙
資
格
と
被
選
挙
資
格

外
国
人
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員
代
表
制
に
お
け
る
選
挙
資
格
お
よ
び
被
選
挙
資
格
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
醒
順
に
つ
い
て
は
、

当
該
労
働
者
が
、
欧
州
連
合
構
成
国
以
外
の
国
の
出
身
者
で
あ
る
場
合

（
ａ
）、
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者
で
あ
る
場
合

（ｂ
）、
不
法
滞
在

者
で
あ
る
場
合

（
ｃ
）、
に
区
分
し
て
検
討
さ
れ
る
。

（
ａ
）
欧
州
連
合
構
成
国
以
外
の
国
の
出
身
者

当
該
労
働
者
が
欧
州
連
合
構
成
国
以
外
の
国
の
出
身
者
で
あ
る
場
合
、
そ
の
従
業
員
代
表
制
へ
の
参
加
権
は
、
制
度
の
創
設
当
初
は
限
定

さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
従
業
員
代
表
委
員
、
お
よ
び
、
企
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
創
設
し
た

一
九
四
六
年
の
四
月

一
六
日
の
法

律
第
七
三
∝
ψ
お
よ
び

一
九
四
五
年
二
月
二
九
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
第
二
八
た
製
以
来
、
国
際
協
定
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
外
国
人
労
働
者

は
、
選
挙
権
は
有
し
て
ほ
型
が
ヽ
被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
読
み
書
き
能
力
が
要
件
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

同
資
格
を
有
し
な
か
っ（濃
。

一
九
七
二
年
六
月
二
七
日
の
法
律
第
五

一
七
（製
は
、
被
選
挙
資
格
に
関
す
る
国
籍
要
件
を
撤
廃
し
、
外
国
人
労
働
者
の
被
選
挙
資
格
を
認

め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
フ
ラ
ン
ス
語
の
読
み
書
き
能
力
」
の
要
件
は
維
持
さ
れ
た
た
め
、
外
国
人
労
働
者
に
と
っ
て
は
実
質
上
支
障
と
な

る
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、　
一
九
七
五
年
七
月

一
一
日
の
法
律
第
六
三
∝
騨
は
、
こ
れ
を

「
フ
ラ
ン
ス
語

で
意
志
疎
通
が
で
き
る
こ
と
」
に
修
正
、
さ
ら
に
、　
一
九
八
二
年

一
〇
月
二
八
日
の
法
律
第
九

一
五
（製
は
、
こ
の
要
件
を
も
撤
廃
し
た
。



し
た
が
っ
て
、
現
在
で
は
、
外
国
人
労
働
者
は
、
欧
州
連
合
構
成
国
以
外
の
国
の
出
身
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
従
業
員
代
表
制
に

関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
様
の
参
加
権
を
享
受
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
人
お
よ
び
外
国
人
と
も
に
、
従
業
員
代
表
委
員
お
よ

び
企
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
①
選
挙
資
格
は
、
三
か
月
以
上
当
該
企
業
に
お
い
て
労
働
し
て
い
る
満

一
六
歳
以
上
の
賃
金
労
働
者
で
選

（３５
）

挙
法
典
Ｌ
第
五
条
お
よ
び
第
六
条
に
定
め
る
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
者
、　
②
被
選
挙
資
格
は
、
選
挙
資
格
を
有
し
、
一
年
以
上
当

該
企
業
に
お
い
て
労
働
し
て
い
る
満

一
八
歳
以
上
の
賃
金
労
働
者
で
使
用
者
と
親
戚
関
係
に
な
ほ
響
、
と
い
う
共
通
の
要
件
を
適
用
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

（ｂ
）
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者

他
方
、
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
検
討
し
た
よ
う
な

一
九
八
二
年
以
前
に
存
在
し
て
い
た
外
国
人
労
働
者
に
対
す

る
従
業
員
代
表
制
へ
の
参
加
の
制
限
は
、
そ
の
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
前
述
の
、
国
籍
を
理
由
と
す
る
全
て
の
差
別
禁
止
の
一
般
原
則
を
定
め
た

一
九
五
七
年
二
月
二
五
日
の
欧
州
共
同
体
設
立
に

関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
第
六
条
（旧
第
七
条
）、
雇
用
、
報
酬
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
関
す
る
国
籍
を
理
由
と
す
る
差
別
禁
止
を
定
め
た
同
条
約

第
四
八
条
第
二
項
、
そ
し
て
、
同
項
を
具
体
化
・
拡
大
し
、
全
て
の
雇
用
・
労
働
条
件
、
特
に
、
報
酬
、
解
雇
、
職
業
復
帰
お
よ
び
再
雇
用
、

】̈
用けに嘲』［剛稀知は御嘲脚」̈
岬』贈れ“い」］同時肺嘩ゆ【職判［卿］制いけ牌けれ嘩一欧一』』諷静け醐」【

者
は
、
労
働
組
合
と
同
様
、
従
業
員
代
表
制
に
つ
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
人
と
同
じ
参
加
権
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
（型
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

九
五
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（
ｃ
）
不
法
外
国
人
労
働
者

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
で
は
、
外
国
人
労
働
者
は
、
欧
州
連
合
構
成
国
出
身
者
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
法
に
フ
ラ
ン
ス
に
滞

在
し
て
い
る
限
り
、
従
業
員
代
表
制
に
関
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
と
同
じ
権
利
を
享
受
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
不
法
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
労
働
契
約
は
無
効
で
な
螺
、
当
然
、
当
該
企
業
ま
た
は
事
業
所
の
従
業
員
で

（４０
）

あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
従
業
員
代
表
の
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
を
有
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（Ｂ
）
外
国
駐
在
労
働
者

そ
れ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
が
、
①
外
国
事
業
所
で
の
勤
務
、
②
外
国
の
他
企
業
へ
の
出
向
、
③
派
遣
労
働
者
と

し
て
外
国
企
業
へ
派
遣
、
④
請
負
事
業
遂
行
の
た
め
外
国
へ
派
遣
、
等
の
理
由
に
よ
り
、
外
国
で
労
働
し
て
い
る
外
国
駐
在
労
働
者
に
つ
い

て
、
第

一
に
、
従
業
員
代
表
機
関
の
設
置
義
務
の
有
無
お
よ
び
従
業
員
代
表
の
数
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
算
定
基
礎
と
な
る
従
業
員
数
へ

の
参
入
の
可
否
、
第
二
に
、
従
業
員
代
表
の
選
出
資
格
、
お
よ
び
、
被
選
出
資
格
の
有
無
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（１
）
従
業
員
数
へ
の
参
入

フ
ラ
ン
ス
の
企
業
二
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
は
、
外
国
で
労
働
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
企
業
の
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
る
。

破
毀
院
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
代
表
法
制
は
、
そ
の
属
地
主
義
的
性
質
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
す
る
全
て
の
企
業
に
適
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
外
国
で
勤
務
し
て
い
る
労
働
者
も
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
二
雇
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
従
業
員
代
表
に
関
わ
る
使
用
者
の
義
務
の
基
礎

（４．
）

と
な
る
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
外
国
事
業
所
勤
務
労
働
者
、
フ
ラ
ン
ス
派
遣
企
業



の
外
国
派
遣
労
働
者
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
請
負
業
務
遂
行
等
の
た
め
の
外
国
派
遣
労
働
者
は
、
当
然
当
該
企
業
の
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
る
。

問
題
と
な
る
の
は
外
国
企
業
へ
の
出
向
労
働
者
で
あ
る
が
、
破
毀
院
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
出
向
元
企
業
と
の
間
に
法
的
使
用

従
属
関
係

（【】Φ●
Ｏ
①
０３
Ｒ
鮎
】●
”一【Ｏ●
一菫
〓
一０
●
３

が
存
在
す
る
限
り
は
、
当
該
労
働
者
は
当
該
企
業
の
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ（解
。
し
た

が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
転
籍
出
向
の
よ
う
に
、
出
向
元
と
の
当
初
の
労
働
契
約
が
解
除
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
外
国
企
業
へ
の
出
向
労
働
者
も

出
向
元
企
業
の
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
る
。

な
お
、
派
遣
労
働
者
お
よ
び
出
向
労
働
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員
代
表
法
制
に
お
い
て
は
、
派
遣
元
お
よ
び
出
向
元
企
業
の
み
な
ら
ず

（４３
）

派
遣
先
お
よ
び
出
向
先
企
業
に
お
い
て
も
そ
の
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
る
が
、
外
国
に
所
在
す
る
企
業
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員
代
表
法
制

は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
外
国
派
遣
労
働
者
お
よ
び
外
国
出
向
労
働
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
派
遣
元
お
よ
び
出
向
元
企
業
に
お
い
て
の
み
従
業

員
数
に
参
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（２
）
選
出
資
格
と
被
選
出
資
格

外
国
駐
在
労
働
者
の
、
そ
の
雇
用
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
の
選
出
資
格
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に

所
属
し
そ
の
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
る
限
り
、
前
述
の
所
定
の
肇
解
を
充
足
す
れ
ば
、
出
向
労
働
者
を
含
め
（型
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
選
出
資
格
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
は
、
当
該
労
働
者
が
実
際
に
当
該
企
業
に
お
い
て
労
働
し
て
い
る
こ
と
を
要
求
し

て
は
♂
。
し
た
が
つ
て
ヽ
出
向
労
働
者
に
つ
い
で
は
、
そ
の
被
選
出
資
格
を
否
定
し
て
は
だ
。

２
　
多
国
籍
企
業
と
従
業
員
代
表

フ
ラ
ン
ス
国
内
の
み
で
活
動
を
行
う
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員
代
表
に
関
す
る
法
規
制
を
全
面
的
に
適
用
す
る
こ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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と
に
問
題
は
な
い
が
、
国
際
化
に
よ
る
、
外
国
企
業
、
ま
た
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
お
く
が
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
複
数
の
国
に
お
い
て
活
動

を
展
開
し
て
い
る
多
国
籍
企
業
・企
業
グ
ル
ー
プ
の
増
大
に
伴
い
、
第

一
に
、
従
業
員
代
表
機
関
の
設
置
義
務
と
そ
の
範
囲
（Ａ
）、
第
二
に
、

従
業
員
代
表
の
権
限
（Ｂ
）、
第
二
に
、
従
業
員
代
表
の
保
護
規
定
は
、
当
該
労
働
者
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
法
以
外
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
し
て

選
択
さ
れ
て
い
る
場
合
も
適
用
さ
れ
る
か

（Ｃ
）、
と
い
う
大
別
三
つ
の
論
点
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（Ａ
）
従
業
員
代
表
機
関
の
設
置

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
企
業
に
お
け
る
労
働
者
代
表
機
関
と
し
て
、
組
合
支
部
と
組
合
代
表
以
外
に
、
選
出
さ
れ
る

従
業
員
代
表
で
あ
る
、
従
業
員
代
表
委
員
、
企
業
委
員
会
等
の
設
置
が
、　
一
定
数
以
上
の
従
業
員
を
雇
用
す
る
企
業
ま
た
は
事
業
所
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
従
業
員
代
表
機
関
の
設
置
は
、
外
国
に
本
社
を
有
す
る
企
業
や
、
複
数
国
に
事
業
所
ま
た
は
子
会
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
ま

た
は
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
に
ど
こ
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（１
）
従
業
員
代
表
制
の
介
入
規
範
性

ま
ず
、
こ
の
従
業
員
代
表
法
制
に
つ
い
て
、
そ
の
介
入
規
範
性
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
九
七
三
年
六
月
二
九

日
の
性
だ
で
あ
る
。
同
事
件
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
で
同
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
本
社
を
有
す
る
鉄
道
旅
行
会
社
で
、
フ
ラ

ン
ス
に
も
多
く
の
従
業
員
と
活
動
拠
点
を
有
し
て
い
る
企
業
が
、
事
業
所
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
中
央
企
業
委
員
会
に
代
わ
る
フ
ラ
ン
ス
に

お
け
る
中
央
委
員
会
を
設
置
す
る
義
務
を
有
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
そ
の
判
断
の
前
提
と
し
て
、
「外
国
に
本
社
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
相
容
れ
な
い
場
合
を
除
い
て
」
と
い
う
留
保



の
も
と
、
こ
れ
ら
の
従
業
員
代
表
法
制
は
、
当
該
企
業
の
本
社
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
か
外
国
に
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
使
用

者
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
限
り
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
立
場
は
、

以
後
現
在
ま
で
維
持
ざ
れ
て
は
肥
。

し
た
が
っ
て
、
従
業
員
代
表
法
制
は
介
入
規
範
ま
た
は
直
接
適
用
法
規
で
あ
り
、
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
労
務
を
給
付
し
て
い
る

場
合
、
使
用
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
活
動
は
、
た
と
え
、
企
業
の
本
社
、
経
営
の
中
枢
が
外
国
に
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
フ
ラ
ン

ス
の
従
業
員
代
表
制
の
適
用
を
導
く
の
で
あ
る
。

（２
）
適
用
対
象
と
な
る

「事
業
所
」

従
業
員
代
表
法
制
の
介
入
規
範
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
ち
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
使
用
者
と
し
て
の
活
動
が
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
、
換
言
す
れ
ば
、
事
業
所
が
フ
ラ
ン
ス
に
存
在
す
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
事
業
所
所
在
地
の
特
定
は
、
特
に
、

航
空
機
乗
務
員
や
複
数
国
で
労
務
を
給
付
す
る
国
際
輸
送
労
働
者
の
場
合
に
問
題
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員
法
制
が
適
用
さ
れ
る
事
業
所
の
特
定
と
い
う
点
で
、
し
か
し
な
が
ら
、
破
毀
院
は
抑
制
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
前
述
の
よ
う
に
、
コ
ー
ト

・
ジ
ボ
ア
ー
ル
に
本
社
を
有
す
る
航
空
会
社
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
航
空
の
航
空
機
乗
務
員
で
、
パ
リ
の

支
店
の
組
合
代
表
お
よ
び
企
業
委
員
会

へ
の
組
合
代
表
等
で
あ
る
労
働
者
た
ち
が
、
労
働
基
準
監
督
官
の
許
可
等
所
定
の
特
別
の
解
雇
手
続

き
を
経
ず
し
て
行
わ
れ
た
解
雇
の
無
効
を
訴
え
た
事
案
で
、
一
九
八
六
年
二
月
二
八
日
の
破
毀
院
混
合
部
牲
理
は
、当
該
乗
務
員
は
常
に
コ
ー

ト
・ジ
ボ
ア
ー
ル
に
登
録
さ
れ
て
い
る
航
空
機
に
乗
機
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
労
務
給
付
地
は
航
空
機
の
登
録
国
で
あ
る
コ
ー
ト
・

ジ
ボ
ア
ー
ル
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
さ
れ
る
パ
リ
支
店
の
従
業
員
で
は
な
い
と
し
て
、
労
働
者
の
訴
え
を
退
け
た
。

ま
た
、
同
じ
く
ア
フ
リ
カ
航
空
の
事
件
で
、
航
空
機
の
乗
務
員
で
パ
リ
支
店
の
従
業
員
代
表
お
よ
び
企
業
委
員
会
委
員
で
あ
る
労
働
者
た

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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ち
が
や
は
り
労
働
基
準
監
督
官
の
許
可
等
所
定
の
特
別
の
解
雇
手
続
を
経
ず
し
て
解
雇
さ
れ
、
今
度
は
ぞ
の
刑
事
制
裁
の
Ｌ
型
が
問
題
と

な
っ
た
事
案
で
、
破
毀
院
刑
事
部
は
、　
一
九
九
〇
年
五
月

一
五
日
の
性
癬
に
お
い
て
、
当
該
労
働
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
国
が
異
な
る

複
数
の
航
空
機
に
乗
機
し
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
、
複
数
の
労
務
給
付
地
国
を
有
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
労
務
給
付
地
を
本
社
の
あ
る
コ
ー

（５３
）

卜

ｏ
ジ
ボ
ア
ー
ル
の
ア
ビ
ジ
ャ
ン
で
あ
る
と
特
定
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
適
用
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

（３
）
企
業
お
よ
び
企
業
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
の
従
業
員
代
表
制
の
適
用

多
国
籍
企
業
の
従
業
員
代
表
機
関
設
置
義
務
に
つ
い
て
、
事
業
所
ン
ベ
ル
で
設
置
が
要
求
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
所
が
フ

ラ
ン
ス
に
あ
る
こ
と
に
争
い
が
な
い
限
り
問
題
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
従
業
員
代
表
委
員
、
お
よ
び
、
事
業
所
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ

ン
ス
に
存
在
す
る
事
業
所
に
つ
い
て
こ
れ
を
設
置
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
事
業
所
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
企
業
レ
ベ
ル
お
よ
び
企
業
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
に
お
い
て

も
、　
一
定
の
要
件
の
も
と
で
従
業
員
代
表
機
関
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
委
員
会
の
設
置
は
、
五
十
人
以
上
を
雇
用

す
る
全
て
の
企
（響
で
、
原
則
と
し
て
企
業
単
位
で
あ
り
、
当
該
企
業
が
、
複
数
の
独
立
事
業
所
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
五
〇
人
以
上
の
従
業
員

を
雇
用
す
る
独
立
事
業
所
が
存
在
す
る
場
合
は
、
当
該
事
業
所
に
事
業
所
委
員
会
を
設
置
す
る
が
、
同
時
に
企
業
レ
ベ
ル
で
中
央
企
業
委
員

会
を
設
置
す
る
義
務
を
急
理
。
ま
た
　ヽ
一
つ
の
支
配
企
業
の
も
と
に
複
数
の
企
業
が
企
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
場
合
、
企
業
グ
ル
ー

（５６
）

プ
委
員
会
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
多
国
籍
企
業
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
は
、
純
粋
な
国
内
企
業
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
と
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
活
動

は
そ
の
一
部
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
企
業
に
は
、
ど
の
範
囲
の
従
業
員
代
表
機
関
設
置
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第

一
に
、
企
業
ン
ベ
ル
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
や
は
リ
リ
ト
デ
ィ
ン
グ

・
ケ
ー
ス
で
あ
る
、
前
述
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
九
七
三
年



六
月
二
九
日
の
性
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
に
本
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
複
数
の
事
業
所
委
員
会
設
置
義
務
の
あ
る
事
業
所

（従
業
員
五
〇
人
以
上
）
を
有
し
て
い
る
場
合
、
各
事
業
所
に
事
業
所
委
員

会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
事
業
所
全
体
に
つ
い
て
、
中
央
企
業
委
員
会
に
該
当
す
る
よ
う
な
、
フ
ラ
ン
ス
中
央
委
員
会

を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
企
業
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
義
務
に
つ
い
て
は
、
立
法
上
の
解
決
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
法
典
Ｌ
第
四
二
九
の
一

条
は
、
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
支
配
企
業
の
本
社
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
と
き
の
み
、
企
業
グ
ル
ー
プ
委
員
会
の
設
置
を
義
務
づ
け

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
九
七
三
年
六
月
二
九
日
の
判
決
の
手
法
を
援
用
し
て
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の

企
業
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
企
業
に
つ
い
て
の
企
業
グ
ル
ー
プ
委
員
会
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
と
い
っ
た
制
度
は
採
用
せ
ず
、
抑
制
的
態

度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

（Ｂ
）
従
業
員
代
表
の
権
限

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
企
業
委
員
会
お
よ
び
従
業
員
代
表
委
員
は
、
多
く
の
権
限
、
管
轄
事
項
を
有
し
て
は
型
。

多
国
籍
企
業
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
従
業
員
代
表
の
権
限
に
つ
い
て
、
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
企
業
委
員
会

（ま
た
は
こ
れ
が
存
在
し
な

い
場
合
は
従
業
員
代
表
委
員
）
が
提
供
さ
れ
う
る
、
企
業
の
組
織

・
管
理
運
営

一
般
に
関
し
て
の
企
業
の
決
定
前
の
情
報
、
企
業
活
動
に
関

す
る
定
期
的
な
情
報
等
の
範
囲
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
も
含
め
た
企
業
全
体
の
情
報
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

っ認
萬
訴
メ
膨
≒
燐
鋼
誌
二る鋼
緻
詢
駒
瘍
路鱒
醐
偲
琥
霊
聟
不セ
いる。すな
れ

支
社
の
事
業
所
委
員
会
が
要
求
し
う
る
情
報
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
事
業
所
に
関
わ
る
事
柄
だ
け
で
あ
り
、
他
国
を
含
む
企
業
全
体
の
情
報

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
企
業
全
体
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
要
求
し
う
る
の
は
、
本
社
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
多
国
籍
企
業
だ
け
で
あ

（６０
）

る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

（Ｃ
）
従
業
員
代
表
の
保
護

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
に
つ
い
て
、
そ
の
活
動
保
障
と
使
用

（
者
蝋
よ
る
差
別
的
取
り
扱

い
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
雇
用
上
の
地
位
に
つ
き
、
解
雇
手
続
等
、　
一
般
労
働
者
と
異
な
る
特
別
の
保
護
を
行

っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
従
業
員
代
表
に
関
す
る
保
護
規
定
は
、
当
該
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
が
外
国
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
て
選
択
し

て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
破
毀
院
大
法
廷
は
、
近
年
重
要
な
判
断
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
コ
ー
ト

・
ジ
ボ
ア
ー
ル
に
本
社
を
有
す
る
航
空
会

社
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
航
空
の
事
件
で
、
パ
リ
支
店
の
事
業
所
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
労
働
者
が
、
解
雇
手
続
と
し
て
必
要
な
労
働
基
準
監
督

官
の
許
可
な
く
し
て
行
わ
れ
た
解
雇
の
無
効
を
訴
え
た
事
案
で
、　
一
九
九
二
年
七
月
十
日
の
破
毀
院
大
法
廷
牲
鯉
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員

代
表
の
解
雇
に
お
け
る
特
別
規
制
は
、
当
該
労
働
者
の
契
約
準
拠
法
が
コ
ー
ト

・
ジ
ボ
ア
ー
ル
法
で
あ

っ
た
と
し
て
も
従
業
員
代
表
の
機
能

を
保
障
す
る
た
め
に
強
行
的
に
適
用
さ
れ
る
と
判
断
し
て
、
そ
の
介
入
規
範
性
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（１
）
「８
】ｐ
躍
，

き

Ｏ
①あ
８
５
０こ

は
、
「従
業
員
代
表
」
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
選
出
さ
れ
る
法
定
の
従
業
員
代
表
機
関
総
体
を
さ
す

「従
業
員
代
表

↑
８
『ｏｏ①詳
”
け』ｏい
，
こ
Ｑ
８
Ｒ
こ
と

と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
「従
業
員
代
表
委
員
」
と
訳
し
て
お
く
。

（２
）
そ
の
他
、
従
業
員
よ
り
選
出
さ
れ
る
衛
生
安
全
労
働
条
件
委
員
会

（８
８
】８
０
．，
Ч
”
ｏ̈●
ｐ
Ｏ
①
廠
ｏ長
【８
３
●
３
８
●
臼
けざ
鵬

ヽ
①
嗜
”
く
”
じ

（ρ

け圏
く
。・
”
卜

ｒ
Ｎ〓
出
Ｒ
Ｐ
″
Ｎ〓
出
無
９
）
の
設
置
も
五
〇
人
以
上
の
従
業
員
の
い
る
事
業
所
に
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略



す

る
。

（３
）
フ
ラ
ン
ス
の
従
業
員
代
表
法
制
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
〇
？
賛
ヽ
い
く
ｏ
Ｚ
‥Ｑ
聞
Ｚ
。
お
“
ｏ
「
ｕ
目
∽
餞
同
”
鮮

＞
】”
Ｆ

の
Ｃ
「
ＨＯ
メ

∪
８
〓

０
口
けヽ
“
く
”
】【ヽ

日
∞
①
い
↑
。
ｏ
ｐ
Ｑ
け
じ
フ
ト
Ｏ
Ｐ
Ｒ

∽
∴
Ｏ
ｏ
『
”
『
ヽ
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐ｏ
＞
同
Ｚ

簿

「
ｏ
営
目
５

↓
【ｒ
ｒ
国
同
↓
ｔ「
”
国
↓
Ｚ
＞
”
・
Ｕ
『
ｏ
〓

ｏ
ｏ
Ｑ
，
Ｆ
切
ｏ
ｏ
聾
ヽ
ｏ
甲

ｏ
津
ε
●
』
Ｏ
Ｈ
①
一
ρ
一
〕
①
”
●
由
ｒ
巳
Ｂ
”
●
●
①
】
刀
ｂ
ｒく
す
∪
【
ｏ
片

ヽ
ｃ
貧
５
く
”
【Ｆ
Ｑ
∵
ｏ
〓

ｉ
一く
，
い
一
卜
の
い
０
こ
Ｏ
づ
わ
〓
ｔ
り
ヽ
「
Ｏ
①
け
，
〕
Ｗ
Ｏ
Ｒ
５
『
０
口
“
〕く
∽
∽
ＨＵ
・
Ｕ
【
ｏ
津

０
口
質
”
く
”
』ｒ
ｒ
Ｎ

卿
２
，
け一ｏ
【５

ｏ
ｏ
一【ｏ
ｏ
ｏ
Ｌ
く
ｏ
∽
熱
ψ
質
”
く
”
Ｆ̈
Ｎ
ｏ
ｏ
，
，
０
，
２
け
・・
フ
ト
ｕ
鮮
一９
〕
Ｏ
ｏ
『
“
『
ヽ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
↓
Ｃ
ガ
ＨＵ
”
・
∪
【
ｏ
富
ヽ
口
嗜
”
く
，
いＦ
一
・Ｎ

Ｈお
の

『
①
］，
一一Ｏ
Ｈあ

Ｏ
Ｏ
【】Ｏ
ｏ
Ｏ
一
一“「①
の
Ｏ
①
質
”
く
，
』】・
Ｎ
①
Ｏ
ｅ
・
ｏ
，
２
け
。・
ｏ
あ
ｏ
ｏ
杵
″
一
「
ｏ
”
●
”
【く
同
”
Ｏ

①
け
『
①
“
●
∽
＞
く
＞
↓
Ｈ同
”
ヽ
∪
『
ｏ
津

ヽ
口
けヽ
”
く
“
中Ｆ
Ｈ
ω
①
Ｏ
，
ヽ

Ｏ
り
，０
】け
ｔ
り
。い
０
い
ｏ
け
の
二
］ワ
一０
疵
０
●
●
”
【『
ｏ
ｏ
①
『
Ｂ
ｐ
”
●
①
●
け
）
∽
０
０
【“
ｒ
０
０
・ｏ
一̈
こ
】ｗ
【０
０
け【Ｏ
い
Ｏ
①
の
『
①
り
ヽ
Ω
∽
”
●
一
”
い
けの
ヽ
口
Ｏ
①
■
の
Ｏ
●
●
０
中
ｏ
い
Ｈ″
ｏ
●
り
の
∽”
０
一
”
【Ｌ
あ
鮎
ロ

リ
０
、
Ｏ
Ｏ
【５
２

６
『
ｏ
８
ｏ
一
ざ
じ

〕
マ
【０
日
０
二

ｏ
ｕ
『
”
一
０̈
●
０
『
『
”
●
２
の
Ｆ
Ｒ
９
■
ｐ

∽
ｏ
魚
“
Ｆ

Ｈ
０
０
が

い
。Ｎ
ヽ
朝
ｏ
①
け
∽
∴
蜜
Ｆ
Ｅ
「お
ｏ
Ｏ
Ｏ
目
国
Ｚ
，
い
ｏ
ヽ
『
２
［
０
８

８
日
〓
０

０
．０●
計『８
ヽ̈
器

”
８
ｏ
８
日
【一３
８

『
ｏｇ
ｐ
さ

い，
８
鴫
。
い
い
し
■

等
参
照
。
ま
た
、
邦
文
献
と
し
て
、
大
和
田
敢
太

「現
代
の

労
使
関
係
と
法
」
労
働
法
律
旬
報

一
三
二
三
・
一
三
二
四
号

（
一
九
八
九
年
）
二
九
頁
以
下
等
参
照
。

０
。一『
”
く
。
，
ユ
ｒ
ｒ
ヽ
Ｎ
【
出

（洋
，

９
嗜
”
く
。ヽ
”
諄
・
ｒ
卜
Ｎ
Ｈ
ｔｒ

詳
細
は
、
た
と
え
ば
、
〓
Ｏ
ｐ
①
●
ざ

づ
Ｓ
けい０
●
①
軍

”
８
お

Ｆ
ｏ
お
百
ρ

∽
ｏ
ｏ
一”
Ｆ
Ｕ
鶏
，
い
。８
８

の
表
参
照
。

０
”
協
・
の
ｏ
，

ω
」Ｌ
【【ｏ
一
い
０
∞
Ｐ

Ｕ
●
〓

ｏ
一ド

く
・
い
。卜
ｏ
Ｆ

Ｏ
嗜
”
く
。ヽ
”
謀
。
ｒ
卜
Ｎ
日
‐Ｆ
ュ
・
押

０
卜
『”
く
こ
，
ユ
Ｆ
Ｆ
ヽ
ω
甲
い
ｏ
一
ｐ

Ｏ
■
『”
く
ｃ
，
■
ｒ
ｒ
ヽ
ω
【
‐ド

従
業
員
の
人
数
に
よ
る
従
業
員
代
表
者
数
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
〓
Ｏ
ｐｏ●
ざ
「
”一】ｏ●
ｏ
軍
”Ｒ
』の
ｒ
ｇ
盟
お
，∽
雛
¨，
一・Ｈ８
が
Ｌ
８
８

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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法
政
研
究
二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

の
表
参
照
。

９
言
”
メ
ヽ
”
ユ
・
ｒ
卜
ω
甲
Ｆ
ユ
・ｒ

Ｏ
■
『”
く
こ
”
ユ
】
Ｆ
卜
ω
甲
Ｆ
”
】ふ
。

企
業
グ
ル
ー
プ
委
員
会
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
「グ
ル
ー
プ

（鳴
ｏ
辱
こ
」
の
詳
細
な
定
義
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
〓
Ｏ
ｐ８
ざ

り
ヽ
，
Ｌ
唱
①

『
Ｓ
Ｒ
汁

Ｈ
餞
９
Ｒ
ｐ
∽
ｏ
ｏ
】”
〕・
８
喝
・
Ｌ
認
褐

参
照
。

Ｏ
質
，
く
。ヽ
”
諄
・
Ｆ
卜
８
‥ｒ

こ
の
規
定
は
、　
一
九
九
六
年

一
一
月
二
日
の
法
律
第
九
八
五
号
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。

９
嗜
“
く
。・
“
諄
・
Ｆ
ミ
Ｎ
■

詳
細
は
、
〓
，
ｐ①●
ざ

「
”
一ぃ０
●
０
フ
・”
８
お
ｒ
Ｒ
ｏｌ
ｐ
∽
ｏ
ｏ
一”
【・
８
８
。
Ｌ
ｄ
８

２

，

等
参
照
。

９
嗜
”
く
。・
”
詳
・
ｒ
・ミ
Ｎ
♪

ｒ
・Ｓ
Ｎ
ふ
鮮

Ｆ
。お
い
●

詳
細
は
、
〓
ｏ
８
ｏ
ユ
ｏ
「
”
一【０
●
ｏ
「
８
８
お
ｒ
Ｒ
Ｑ
お
，
∽
ｏ
ｏ
い“
】Ｌ
８
が
乳
ざ
〓

２

９

等
参
照
。

０
嗜
”
く
一ヽ
“
諄
・
ｒ
ｔ
Ｎ
■

詳
細
は
、
〓
２
３
●
ざ

「
“
け【●
ｃ
ｏ
フ
・”
許
お
ｒ
Ｓ
署
『ｐ
∽
ｏ
ｏ
】”
Ｈ・
８
８
・
乳
８
８

等
参
照
。

９
質
”
く
。ヽ
”
諄
。
ｒ
お
い
ふ
３

ｒ
。お
い
‥響

詳
細
は
、
〓
”
長

ｏ̈
ｏ
ｏ
ｏ
口
Ｕ
Ｚ
ヽ
ｒ
ｏ
Ｐ
ｏ
〓
０
３

８
８
烹
ど
０
．①●
嗜
８
『】浄

や

０
８

８
８
津
９

０
①
鴨
８
蝙
ｐ

お

い
０
・
ｏ
ｏ
こ
Ｆ

や
ヽ
８

２

貿

〓
２
３
諄
ｏ
「
”
痔
■
ｏ
即
．”
●
ｏ
お
い
ｏ
」①ｌ
ｐ
∽
ｏ
ｏ
【”
【ヽ
８
謁
。
Ｌ
調
認

無

ρ

等
参
照
。

（２０
）
詳
細
は
、
〓
８
Ｂ
●
ざ
マ
“
け【〓
ｏ
コ
”
●
ｏぉ
Ｆ
ぉ
ｌ
ｐ
∽
ｏ
ｏ
【”
中卜
８
が
Ｌ
８
〓
簿
，
等
参
照
。
ま
た
、
野
田
進

『労
働
契
約
の
変
更
と
解
雇
』
信

山
社

（
一
九
九
七
年
）
二
九

一
頁
以
下
参
照
。

（２．
）
Ｏ
ｏ質
，
メ
ヽ
”
詳
・
Ｆ
・卜
ＰＨ‐卜Ｐ
ｒ
・卜
Ｎ
Ｏ‐Ｆ
Ｆ
。卜
∞，
Ｆ
”
。卜
ＰＮ
，Ｐ
鮮
”
。卜
ω
Ｏ
・”

（２２
）
０
。嗜
”
メ
・
”
諄
・
Ｆ
・さ
い甲
卜
①け
ｒ
・卜
ω
？
ｒ

（２３
）
０
。嗜
”
゛
・
”
諄
・
ｒ
・卜
ＨＹ
ＨＰ
ｒ
。卜
Ｎ甲
い
ｏ一
い
。卜
ω
０
３■

（２４
）
０
，
口
。ｏｏ
９
ロト
』●
●̈
いＯ
ＮＮ
∪
『。ｏｏ
９
ＨＯ
やヽ
０
・卜
ｏｏ
〕
ω
０
８
”
】
ぃ０
「Ｐ
Ｕ
口
■
Ｑ
メ
く
ｏ
Ｌ
卜
∞９

森寺
。

（２５
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
使
関
係
の
国
際
化
と
従
業
員
代
表
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
〇
彎
弩
Ｏ

Ｆ
く
ｏ
Ｚ
あ
≧
円
Ｚ

３

＞
●
一ｏ
一●
①
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
あ
≧
口
Ｚ
。
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］∪
『
Ｏ
いけ
の０
０
【”
】
●̈
けｏ
コ
ｐ”
一【Ｏ
●
“
中
①
け
①
口
喘
Ｏ
り
Ｏ
①
●
・
∞
０
０
鮎
Ｃ
Ｏ
●
・０
［”
・
り
，卜
∞
①
け
∽
」
（り
い
【
”
喘０
い
に
パ
）
Ｚ
「‐Ｏ
ｂ
Ｌ
〕
Ｚ
・
Ｆ
①
の
『①
】や
一い０
●
０
０
①
（可
“
く
”
い【
【●
一①『
‐

い
ｏ
Ｌ
ｏ
●
”
【①
ｐ
ｏ
り
。ｏ
〓
・・
ｏ
■
日
ｕ
①
け
ｏ」
「
Ｆ
【̈いｏ
●
０
０
０
Ｃ
”
∽
ＨＵ
”
・Ｏ
ｏ
●
“
片
の
Ｏ
①
】Ｏ
【の
①●
ヽ
【
Ｏ
津
Ｑ
口
嗜
●
く
”
【ｒ
ｏ
づ
わ
〓
いヽ
。卜
Ｏ
①
け
，
〕
り
【Ｑ
哺
０
月
〇
∪
Ｈ国
”
同
・

Ｏ
ｏ
●
塾
一̈
一
ｏ

Ｏ
①

【
Ｏ
【
∽

①
●

Ｑ
『
Ｏ
い
け
０
口

一
『
”
く
”
』
Ｆ

Ｏ
●
・０
【
け
・
●
。
卜
『

①
け
ｏ
」

「
①
，
い

］ロ
ロ
）「
男
』
〕
Ｎ
ヽ
い
ヽ，

中
Ｏ
】
”
ｏ
づ
〓
０
，
げ
】
①

”
●

０
０
【Ｌ
Ｈ
“
け
ヽ
①

［
【
”
く
”
¨
【
¨
●
一
①
い
ｏ
“
け
【
Ｏ
●
“
】

“
』
ｄ
【
い
ｏ
り
ヽ
口
●
０
●
０
０

『
０
０
０
●
壼
Ｐ

Ｏ
り
，０
¨
”
¨
Ｈ
ヽ
”

】
Ｏ
い
”
り
り
〓
０
”
げ
】
①

”
Ｃ

【
【
０
０
●
０
¨
①
８

０
●
け
０
」

ｏ
Ｏ
喘
ｏ
Ｏ
●
●
①
【
口
”
く
【̈

”
●
け

Ｏ
①
ｏ

０
０
日

づ
”
∞
づ
い
ｏ
ｏ

，
①
ヽ
ぃ
の
０
い
０
の
ヽ
Ｏ
づ
・

ｏ
い一。
●
・Ｎ
Ｎ
Ｏ
ふ
ｒ
”
ＨＯ
¨
”
り
ｏ
日
０
，
ぴ
】①
“
●
０
０
●
嗜
”
け
ら
０
け【
“
く
，
日
Ｑ
“
●
∽
【①
の
『
①
【”
けいＯ
●
０
い●
けｏ
コ
ｐ“
け一〇
口
”
中の
∽
・
Ｏ
り
。０
【”
一
Ｊ
『く
０
０
甲
Ｆ
Ｐ
【
「
ヽ
″
ご
０
０
い
口
【け
鮎
①

】Ｏ
の̈
０
［
０
０
い
け『
“
一
〇
０
一『
“
く
”
〓
¨
０
い
けｏ
い
Ｒ
Ｌ
い
，
一】Ｏ
口
Ｏ
①
】”
】〇
一
”
Ｕ
Ｕ
〓
０
”
び
【①
”
Ｃ
】̈
０
０
●
０
】①
日
①
●
け
Ｏ
ｏ
０
０
”
【”
『
いい
の
り
ヽ
Ｏ
け０
”
０
の
０
一
”
●
【】Ｏ
①
●
０
①̈
日
①
●
け

０
０
０
●
０
日
】ｏ
」
ｐ

ｏ
や
魚
けれ
蜜
Ｆ
■
９
レ
厭
ち

】≦
〇
”
∪
＞
Ｃ
・
＞
ｏ
けいく
】針い
の
一『
”
以
肖
”
けいｏ
●
”
げ
ｏ
①
一
『
①
り
『
９
９
詳
”
一】ｏ
●
ｏ
ｏ
】げ
０
一一ヨδ
０
３

ｏ
”
【“
ヽ
ま
ｐ
ｏ
ｐ
魚
一∴

「
いｏ
ｌ
ｏ
　
ゝ
Ｌ
ば
『
男
輌
】
ワ
〔
ｙ
　
Ｈい
いｏ
「
口
，
い】Ｏ
●
”
目
り
，
一【Ｏ
●
　
ヽ
①
　
電
①
ｏ
一嘱
①
づ
『
【ｏ
①
　
ｏ
一　
Ｈ
”
り
り
Ｏ
『
黛
〕
０
０
●
０
０
けい喘の　
Ｏ
①
　
けヽ
”
く
，
一ｒ
　
ｏ
り
・ｏ
い一
　
●
・ト
ト
　
の
一　
∽
∴
　
ソ
ハ
“
●
『
【０
０

〇
〇
口
同
Ｚ
。
〇
員
呻
①
』口
噌
い０
一●
●
①
守
晏
Ч
●
”
けいｏ
●
”
】
Ｏ
①
嗜
”
く
出
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
●
●
・日
『
①
け
，
一
∪
Ｑ
日
〓
いｏ
●
ｏ
Ｏ
Ｃ
り
昌
＞
Ｚ
∪
・
∪
ヽ
ｏ
津
ヽ
ロ
オ
当
”
く
出
中
∵
諄
Ｑ
日
“
‐

Ｌ
ｏ
●
”
【
（洛
Ｑ
『
ｏ
片
り
含
５
ｒ
ツ
ｕ
『
ｏ
づ
Ｏ
∽
ヽ
．＞
守

”
や
】ρ
ヽ
ｐ

ｏ
，
２
●
り
。ヽ
卜
”
¨
口
０
５
う
ｏ
Ｏ
＞
Ｃ
∪
Ｕ
〓
Ｕ
↓
‐↓
＞
ｒ
ｒ
Ｏ
Ｚ
ヽ
∽
‘
『
中．”
〓

＞
や
いｏ
●
ｐ

ｏ
甲
Ｑ
け」

り
】２
Ｈ
ｏ
”
〇
∪
ＨＵ
”
Ｕ
ヽ
Ｆ
ｏ
鮎
Ｈ
ｏ
〓

０
●
曾
゛
く
”
串

い●
一會
ゴ
”
Ｌ
ｏ
●
”
】
ｏ
け
】①
言
“
員
∽０
９
ユ

”
９
■
ｏ
●
ヽ
ｏ
づ
わ
片
∴
　
”
●
・
『
ガ
ト
レ
「０
国
∽
０
＞
，【
Ｈ∽
・
ｒ
ｏ
】ｏ
Ｏ
．

”
づ
Ｕ
】』０
，
い一〇
●
【Ｈ鳳
忌
０
【”
け

鮮

キ
ｏ
〓
０
●
けＳ
く
”
諄

ｏ
Ｏ
Ｌ
”

等
参
照
。

（２６
）
０
けＳ
く
ヽ
”
卜

Ｆ
トピ
‐ド
ｒ
ト
ロ
‐ド

た
だ
し
、
そ
の
算
定
の
仕
方
は
複
雑
で
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
、
派
遣

労
働
者
等
は
、
従
業
員
数
算
定
に
先
立
つ
十
二
か
月
に
お
け
る
労
働
期
間
に
比
例
し
て
人
数
計
算
さ
れ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
そ
の
労
働
時

間
に
比
例
し
て
算
定
さ
れ
る
。
従
業
員
数
の
算
定
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
〓
”
長
【８

ｏ
ｏ
口
∪
Ｚ
・
ｒ
ｏ
や
ｏ
片
８
ｏ
８
〓
〓
９

０
，①●
け」８
■
８

”
０
３

８
日
摯
９

ヽ
０
電
８
も
ｐ
ｏ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
フ
錦

無
，
等
参
照
。

（
２７

）

こ

の

問

題

に

つ

い

て

は

、

た

と

え

ば

、

＞

翼

ｏ
〓

ｏ

ｒ
く
Ｏ
Ｚ

あ

ド

Ｕ
Ｚ

。
ｒ
”

員
ぼ

ｏ
ｏ
】
”
〓
ｏ
●

８

【】ｏ
８

ォ

①

Ｏ
贄

あ

の
３

２

３

８

昴
ざ

鵬

一
い詳

ｑ

●
■

】
ｏ
●
“
【８

・

Ｕ
『・∽ｏ
ｏ
。い００
が
●
・ω
い
Ｎ
２
の。，
ｏ
や
Ｑ
［∴
”
酔
」
●
①
Ｏ
Ｕ
Ｚ
ＨＺ
し
ヽ
同
”
ＨＯ
・同
一ヽ
Ｒ
に
ｏ，
同
ド
コ
あ
】ｏ
り
の餞
①
∪
“
【】ｏ
ド
嗜
”
く
ヽ
いＦ
ＨｏＯ
Ｐ
Ｌ
Ｎ
釧ｕ
ｏ
け
，
法責
参
照
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



法
政
研
究

二
巻
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・
四
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（
一
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八
年
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一
〇

六

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
国
人
労
働
者
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
・
引
退
、
お
よ
び
そ
の
労
働
関
係
を
め
ぐ
る
法
規
整
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
の
外
国
人
労
働
者
問
題
」
行
財
政
総
合
研
究
所
編
本
多
淳
亮
監
修

『外
国
人
労
働
者
の
人
権
』
大
月
書
店

（
一
九
九
〇
年
）
二
〇
七

頁
以
下
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
労
働
許
可
制
度
に
つ
い
て
は
、
野
田
進

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
働
許
可
制
度
」
季
刊
労
働
法

一
四
九
号
二
六
頁
以
下
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
社
会
保
障
制
度
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
述
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連

合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
社
会
保
障
法
の
展
開
」
二
六
七
頁
以
下
参
照
。

（
２８
）
∪
。い
０
卜
ｐ

Ｐ
∞
”

（
２９
）
∪
・８
卜
Ｐ

口
９

（
３０
）

Ｏ
ｏ嗜
“
メ
）
“
●
魚
２
〕
”
ュ
・
Ｆ
・卜
Ｎ
ｏ
‥”

（
３．
）

“
諄
、

ａ
下

【”
い２

●
Ｃ

い
０
２
■
。い
０
卜
９

（
３２
）
』
Ｏ

Ｎ
∞
〕。●
中口

Ｈ
Ｏ
「
Ｎ

Ｏ
・０
０
Ｎ
ド

（
３３
）

「
Ｏ

Ｈ
ω
』Ｌ
〓
２

Ｈ
Ｏ
ヽ
Ｐ

や
ヽ
Ｎ
ω
９

（
３４
）
「
Ｏ

い
Ｏ
ｏ
ｏ
”

い
０
∞
卜
も
』
Ｎ
０
９

（
３５
）

０
。嗜
，
メ
。
”
諄
・
Ｆ
・卜
Ｎ
”
『
ｏ
一
ｒ
・卜
ω
ω
ふ
・

（
３６
）

０
。オ
”
メ
・
”
ユ
・
ｒ
・卜
Ｎ
∞
あ

①
け
Ｆ
・卜
い
や
０

（
３７
）

「
０
０
日

Ｌ

ｒ
』
輌
『
ら
」

日
ｏ
ｏ
Ｑ
“Ｌ
Ｏ
Ｏ
∞
〕
【
ｏ
ｏ
け〓
Ｃ
〕
０
０
日

●
。
ｒ
ヽ
ｏ
ｏ
Ｏ
●

Ｎ
一
ｏ
，
い
０
０
”

（
３８
）

＞
ｂ
一
２
い
ｏ
い
く
Ｏ
Ｚ
（
ド
詢
Ｚ
・
ｒ
”
黒
百
ｏ
Ｒ
“
け一ｏ
●

ｏ
ｏ
Ｆ
８
Ｌ
く
の
０
営
‘

Ｏ
①
の
Ｒ
口
Ｑ
あ
い０
あ

Ｆ
お
■
５
Ｌ
ｏ
●
”
一８
・
Ｕ
『
・∽
ｏ
ｏ
・ぃ
０
０
が

り
，ω
ｕ
Ｐ

Ｏ
や
ａ
ｒ

（
３９
）
０
”
８
・
∽
ｏ
９

Ｈ
Ｈ
●
ｏ
ｏ
。い
０
∞
Ｐ

Ｕ
口
一Ｆ
Ｑ
メ
く
，
い
０
∞
Ｐ

づ
６
釧
ド

（
〔劉
）

ゝ
ｒ
諄
ｏ
●̈
ｏ
ｒ
に
、Ｏ
ｚ
７
０
ｂ
』
３
４
，
Ｆ
”
●
９
鴫
Ｏ
ｏ
”̈
Ｌ
Ｏ
●
０
０
〓
２
一〓
く
①
ヽ
”
只
〕
り
①
の
ａ
Ｆ
日
Ｏ
只
り̈
９
只
〕
【●
一９
Ｒ
Ｆ”
Ｌ
Ｏ
●
”
｝ｏ
ρ

∪
い
の
ｏ
ｏ
』
０
０
「
・
●
』
釧
ω
ヽ
ｏ
●
・０
一”



（
４．
）

０
数
ぁ
・
∽
ｏ
９

Ｎ
ｏ
」“
●
メ

ロ
ｏ
ｏ
Ｎ

”
●
■
Ｑ
メ
く
ヽ
口
。い
”

（
４２
）

０
，
ｏ
，
の
ｏ
ｏ
ヽ
ｏ
一●
』】】①
け
Ｈ
Ｏ
∞
Ｆ

”
●
】【，ｏ
【く
。く

●
。一
〇
ド

０
”
協
・数
務
・
り
【い
ｏ
・
Ｎ
ｏ
〔い
く
。
日
Φ
∞
，

”
饉
】】ｈ
】く
・”
の
コ
Ｕ
ぶ
百
・
●
。Ｎ
・

（
４３
）

０
。嗜
”
メ
・
“
ユ
。
ｒ
・ふ
Ｎ
Ｈ
Ｉ
Ｐ

”
【“

①
け
ｒ
。卜
ω
Ｐ
Ｉ
ド

“
】・ド

（
４４
）

０
。けヽ
”
メ
ヽ
”
詳
・Ｆ
。卜
Ｎ
ω
‐
ミ
①
け
ｒ
・卜
ω
ω
‐
ら

（
４５
）

０
”
移

ｏ
８

■

日
Ｌ

い
０
ド

”
邑

●

メ
く

乳
Ｈ
Ｓ

（
４６
）

０
，
脇
・∽
ｏ
９

【
輌
ｏ
ｏ
口

〓
０
∞
ド

”
●
Ｆ
Ｒ
メ
く
，
口
。ｏ
∞
Ｎ
〕
卜
一口
い【Ｆ
け
い
０
∞
Ｐ

ω
ｃ
】【・ａ
メ
く
。
い
。い
∞
ド
　
　
．

（
４７
）

０
”
∽
。
・の
ｏ
９

ヽ
日
Ｌ

い
０
０
♪

”
ュ
【・Ｑ
メ
く

い
。日
Ｏ
ｒ

（
４８
）

Ｏ
Ｕ

Ｎ
Ｏ
」●
】●

日
０
ヽ
Ｐ

Ｕ
，

ｏ
ｏ
ｏ
・Ｈ
Ｏ
ヽ
♪

り
。ト
ト

●
ｏ
け①
「
ｏ
”
●
∽
＞
く
＞
↓
Ｈ同
刀
・
Ｕ
ヽ
ｂ
饉
‘嗅
・μ
ｏ
、
♪

り
。∞
９

ま

た
、

「
Ｆ

「
”
＞
Ｚ
Ｏ
国
∽
０
＞
パ
Ｈｐ

ｒ
２
ｏ

ヽ
．“
づ
り
目
０
，
一
【
Ｏ
●

い
晏
目
目
い
０
一。
”
け
ｏ

①
け

０
『
Ｏ
】
い

０
口

け
『
”
く
“
〓
・
Ｏ
づ
・０
い
”
　
央
蜜
昭
小
。

（４９
）
組
合
代
表
の
設
置
に
関
連
し
て
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
も
の
と
し
て
、
０
器
の。８
９
ω
日
，
あ

じ
曽
。
口
〓
〓
」
力
・目
Ｆ
”
Ｑ
・ｑ
【”
∪
ＨＦ

３
８
。
，

８
ヽ
い
ｏ
お
Ｏ
ｏＳ
ａ

ｒ
く
ｏ
ｚ
あ
＞
国
Ｚ
。
ま
た
、
従
業
員
代
表
の
被
選
挙
権
に
関
連
し
て
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
も
の
と
し
て
、
０
”
脇
・８
９
、
日
Ｌ

日
Ｏ
Ｏ
卜
・
”
」
目
ｈ
』く
，
お

り
。Ｈ
ｏ
ｒ

（
５０
）

０
”
ぉ
，
ｏ
，
“
日
げ
『
ｏ
日
】ｘ
”①
Ｎ
∞
験
メ

日
０
∞
ρ

∪
Ｌ
Ｏ
∞
が

り
■
ヽ
Ｐ

”
ｏ
メ
ｏ
『
】”
∪
Ｈ
り

日
０
∞
ｐ

づ
ｂ
ｏ
Ｆ

∪
『
・∽
ｏ
，
ぃ
０
∞
Ｐ

Ｕ
ヽ
ｏ
ｐ

●
０
けｏ
国
ユ
①
●
ｏ
Ｏ
＞
Ｃ
∪
Ｕ
ぞ
【Ｕ
↓
‥

↓
＞
Ｆ
Ｆ
Ｏ
Ｚ
。
ま
た
、
コ
ｏｌ
ｏ
”
〇
∪
Ｈｕ
”
Ｊ

ｒ
①
針
ｏ
〓
，
】
嗜
”
く
”
〓
』詳
①
ヨ
詳
いｏ
●
ユ
８

げ
嗜
，
３
●
ｏ
詳
”
？
び
Ｐ
ｏ
り
。ｏ
〓
・
●
・ざ
）

も
参
照
。

０
・け
『
ヽ
く
。

”
ユ
ｒ
ｒ
卜
∞
Ｎ
占
・

０
数
務
，
ｏ
ユ
ヨ
・・
Ｈ
ｕ

晏
扇

い
Ｈ
Ｏ
ｏ
Ｐ

∪
『
・ｏ
ｏ
９
日
０
０
Ｐ

り
ヽ
ｏ
Ｐ

●
２
い

フ
ｎ
，
ｃ
ヽ
お
ｏ

Ｏ
Ｏ
口

同
Ｚ

・
ま
二
た
、

∪
Ｒ

ユ
一●
いｏ
●
ｏ

Ｏ
Ｃ
り
ヽ
＞

Ｚ

∪
・
∪
『
ｏ
〓

０
●

け
①
『
”
く
Ｌ

【

】●
け
ｏ
コ
ロ
”
け
』
０
●
”
】
①
け
ヽ
喘
〇
一い
ｏ
Ｏ
●
”
デ

ツ

づ
『
Ｏ
り
Ｏ
∽

Ｑ
ぜ
′

『̈

“
』
『
一ｏ
」
ｏ
「
Ｏ
づ
・０
い”
　
央
〓
照
鶴

（５３
）
同
判
決
に
対
す
る
批
判
と
、
介
入
規
範
の

「属
地
主
義
」
の
限
界
か
ら
、
よ
り
柔
軟
な
介
入
規
範
の
適
用
を
説
く
も
の
と
し
て
、
〓
ミ
】①
‐ど
届
①

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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法
政
研
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二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）

〓
ｏ
四

済

ｃ
ｋ
Ｆ
〓
ユ
勝

嗜
営
誓
”
出
ｏ
●
”
【８

８

榮
も
ヽ
９
８
け”
由
ｏ
●
８
澤
い
一【お

２
器

３
ｒ
■
９
・
●
Ｏ
Ｌ
”

Ｏ
質
”
く
・・
”
諄
。
ｒ
卜
ω
Ｈ
‐ｒ

Ｏ
卜
『”
く
こ
“
ユ
ｒ
ｒ
ヽ
ω
輌
占
・
”
】卜
・

９
嗜
”
く
。・
”
諄
・
ｒ
卜
ω
ｏ
‥ｒ

Ｏ
Ｕ

Ｎ
Ｏ
』●
【●

【
０
『
Ｐ

Ｈ
Ｙ
・
の
ｏ
９
〓
ｏ
『
♪

Ｕ
ヽ
ド

●
ｏ
け
ｏ
「
ｏ
●
●

∽
＞
く
＞
↓
ＨＵ
”
・
Ｕ
【
ｂ
Ｌ
「
・い
Ｏ
Ｎ
♪

り
。∞
９

ま

た
、

”
Ｆ

り
”
＞
Ｚ
Ｏ
り
毀
躍
‘
自
∽
・
ｒ
ｏ
お

ヽ
””
り
０
【い８
Ｌ
ｏ
●
い日
鳳
喜
，
お

無
彎
ａ
一
０
●
呻
”
く
，
Ｆ

ｏ
Ｏ
こ
ｒ
参
照
。

（５８
）
０
。嗜
，
メ
・
“
諄
・
Ｆ
・卜ω
】
ふ
無
い
。卜
ω
Ｈ‐ｏ
ふ
０
。質
”
メ
・
“
諄
・
ｒ
・卜Ｎ
甲
Ｈ∴
０
。嗜
”
メ
・
”
ユ
・
●
・ヽ
Ｎ
Ｎ
・Ｐ
Ｆ
。卜
Ｎ
Ｎ
ふ
鮮

ｒ
・卜ω
【‥ω
ふ
０
・嗜
，
メ
・
”
諄
・
Ｆ
・卜
Ｎ
Ｎ
‥響

（５９
）
０
，
協
ス
テ
”
ュ
σ
『①
ヨ
臓ｘ
一の
Ｎ
∞
識
く
ｏい０
∞Ｐ
Ｕ
・い０
∞い
０
・ドヽ
Ｐ
”
９
・ヽｏ『【口
Ｕ
Ｈり
ヽ
い０∞
Ｐ
，
ｕ
ｏ
Ｆ
∪
最
浄
ｏ
，い０∞ρ
づ
。さ
ｏｐ
い
ｏ
けｏ
国
無
ｏい
ｏ
Ｏ
＞
Ｃ
∪
口
〓
国
↓
‐

↓
＞
Ｆ
Ｆ
Ｏ
Ｚ
。
ま

た
、

「
お
ｌ
ｏ
”
〇
∪
Ｈ日
四
Ｐ

ｒ
〓
貯
２
い
Ｏ
Ｌ
嗜
”
く
出
一
〓
お
ヨ
一”
出
０
い
出

３

げ

言
”
口
の
り
ｏ
〓

“
ぃ
ュ
Ｒ
ｒヽ
ｏ
り
，Ｏ
Ｆ

も

参

照

。

（６０
）
し
か
し
な
が
ら
、
従
業
員
代
表
の
有
効
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
確
保
、
お
よ
び
、
外
国
に
あ
る
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
そ
の
提
出
を
妨
げ
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
全
資
料
を
請
求
で
き
る
と
い
う
見
解
も
あ
る

（た
と
え
ば
、
〇
彎
鶴
ヽ
ｒ
く
ｏ
Ｚ
あ
と
口
Ｚ
無
＞
ｂ
けｏ
いお

Ｆ
く
ｏ
ｚ
・

∩
Ｋ
Ｌ
ロ
ワ
Ｆ

Ｕ
可
Ｏ
【
計

の
Ｏ
ｏ
】
”
一
【
●
け
ｏ
ロ
ロ
”
一
¨
Ｏ
●
”
【
（
浄

０
●
【
Ｏ
も
い
０
い
ヽ
Ｏ
り
。０
ぃ
●

り
。９
０

Ｑ
け
の
し

。

（６．
）
Ｏ
ｏ嗜
”
メ
ヽ
”
詳
・
ｒ
，卜
〓
Ｈ
‐卜Ｐ
ｒ
・卜
Ｎ
甲
Ｆ
Ｆ
・卜
ω
？
Ｆ
”
・卜
Ｈ
Ｎ
‥Ｐ
①
け
”
・卜
ω
一
‥ω
・〕
０
・嗜
，
メ
・
”
ュ
・
ｒ
・卜
Ｎ
ｕ
出
聟

Ｆ
・卜
∞
０
‐Ｈ
・一
０
。質
，
メ
ヽ
，
諄
。
ｒ
。卜
Ｈ
Ｎ
・ド
Ｐ
ｒ
。卜
Ｎ
甲
】

簿

Ｆ
・卜
ω
９
ｒ

（６２
）
０
，
協
ヽ
協
も
ぶ
，

日ｏ
』●
【】】８

Ｐ０
０
Ｎ
∪
『・ｏ
ｏ
９
〓０
０
Ｐ
●
・０
が
ｏ
９
５
【●
∽ざ
い
Ｏ
①
く
ヨ
あ
０
目
＞
Ｃ
く
く
・
”
『
∽
いＯ
ｏ
Ｐ
り
。Ｎ
ヽ
Ｐ
●
ｏ
お
「
①
”
●
∪
Ｕ
”
四
ロ
デ
『
０
”

【
０
０
Ｐ
目

Ｎ
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｐ
口
Ｏ
け①
り
【２
Ｈ
Ｏ
”
〇
∪
【Ｕ
”
同
。
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〓
一　
小
括

以
上
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
者
代
表
法
制
、
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
法
制
、
お
よ
び
、
従
業
員
代
表

法
制
に
つ
い
て
は
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
法
律
、
判
例
、
議
論
の
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。

１
　
労
働
組
合

ま
ず
、
労
働
組
合
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
以
下
の
二
つ
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
労
働
組
合
の
自
由
を
享

受
し
う
る

「労
働
者
」
の
範
囲
、
第
二
に
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
活
動
の
権
利
と
範
囲
、
で
あ
る
。

第

一
の
、
労
働
組
合
の
自
由
を
享
受
し
う
る

「労
働
者
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
０
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
労
働
組
合
の

自
由
、
②
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
組
合
の
自
由
、
の
大
別
二
つ
が
論
点
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
労
働
組
合
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
、
組
合
の
役
員
に
な
る
権
利
、
お
よ
び
、
企
業
内
の
組

合
代
表
と
な
る
権
利
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
国
籍
要
件
、
つ
い
で
、
特
別
要
件
を
課
し
て
い
た
が
、　
一
九
八
二
年
以
降
は
こ
れ
ら
の

要
件
は
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
そ
の
国
籍
の
如
何
を
問
わ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
労
務
を
給
付

し
て
い
る
限
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
定
め
る
労
働
組
合
の
自
由
を
享
受
し
て
い
る
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
組
合
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
に
関
す
る
法
は
、
公
的

性
格
を
有
す
る
介
入
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
当
該
労
働
者
の
自
由
の
保
障
の
範
囲
は
、
当
該
労
務
給
付
地
国
の
法
に
よ
り
定
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
労
務
給
付
地
国
の
法
に
よ
る
保
障
が
フ
ラ
ン
ス
法
に
比
し
十
分
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
フ

ラ
ン
ス
法
の
適
用
に
よ
る
労
働
組
合
の
自
由
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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第
二
の
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
労
働
組
合
の
活
動
の
権
利
と
範
囲
に
つ
い
て
は
、
０
組
合
支
部
と
組
合
代
表
の
設
置
義
務
の
有
無
、
②

組
合
の
権
限
、
活
動
保
障
の
範
囲
、
③
組
合
代
表
の
保
護
規
定
は
、
当
該
労
働
者
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
法
以
外
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
し
て
選

択
さ
れ
て
い
る
場
合
も
適
用
さ
れ
る
か
、
と
い
う
大
別
二
つ
が
論
点
と
な
る
。

組
合
支
部
と
組
合
代
表
の
設
置
義
務
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
に
お
い
て
は
団
結
の
自
由
お
よ
び
労

働
組
合
に
関
す
る
法
は
、
制
度
全
体
と
し
て
介
入
規
範
で
あ
り
、
外
国
に
本
社
が
あ
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い
場
合
を
除
き
外
国
企
業
に
お
い

て
も
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
表
性
を
有
す
る
全
て
の
労
働
組
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
所
在
す
る
全
て
の
事
業
所
に
お
い
て
、
組
合
支

部
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
所
定
の
従
業
員
数
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
、
事
業
所
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
所
在

す
る
事
業
所
に
つ
き
事
業
所
組
合
代
表
の
設
置
義
務
が
、
企
業
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
に
つ
い
て

は
、
外
国
事
業
所
の
従
業
員
も
含
め
た
従
業
員
数
に
基
づ
き
企
業
レ
ベ
ル
の
中
央
組
合
代
表
を
、
外
国
に
本
社
を
有
す
る
企
業
に
つ
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
活
動
部
分
に
つ
い
て
の
中
央
組
合
代
表
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
国
に
所
在
す
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、
組
合
支
部
お
よ
び
組
合
代
表
の
設
置
義
務
を
負
わ
な
い
。

ま
た
、
組
合
の
権
限
、
活
動
保
障
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
特
に
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
に
つ
い
て
企
業
内
で
保
障
さ
れ
て
い
る
組
合

活
動
権
は
、
多
国
籍
企
業
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
の
事
業
所
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
企
業
と
同
様
に
保
障
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
外
国
に

本
社
が
あ
る
場
合
、
義
務
的
年
次
団
体
交
渉
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
限
定
さ
れ
う
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
組
合
代
表
の
保
護
規
定
は
、
当
該
労
働
者
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
法
以
外
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
場
合
も
適

用
さ
れ
る
か
、
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
も
、
労
働
組
合
に
関
す
る
法
制
は
、
組
合
代
表
の
保
護
規
定
も
含
め
て
介
入
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
労
務
を
給
付
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
同
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



２
　
従
業
員
代
表

次
に
、
従
業
員
代
表
法
制
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
二
つ
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
従
業
員
代
表
制
に
関
与
し

う
る

「労
働
者
」
の
範
囲
、
第
二
に
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
制
の
適
用
の
有
無
と
そ
の
範
囲
、
で
あ
る
。

第

一
の
、
従
業
員
代
表
制
に
関
与
し
う
る

「労
働
者
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
①
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
従
業
員
代
表
制

へ
の
関
与
、
②
フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
駐
在
労
働
者
の
従
業
員
代
表
制
へ
の
関
与
、
の
大
別
二
つ
が
論
点
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
従
業
員
代
表
制
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
、
従
業
員
代
表
委
員
お
よ
び
企
業
委
員
会
委
員

の
被
選
挙
権
に
つ
き
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
国
籍
要
件
、
つ
い
で
、
特
別
要
件
を
課
し
て
い
た
が
、　
一
九
八
二
年
以
降
は
こ
れ
ら
の
要
件
は
撤

廃
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
そ
の
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
従
業
員
代
表
制
の
設
置
義
務
お
よ
び
委
員

の
数
の
算
定
基
礎
と
な
る
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
、
ま
た
、　
一
定
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
業
員
代
表
の
選
挙
権
お
よ
び
被
選

挙
権
を
有
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
駐
在
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
外
国
事
業
所
勤
務
労
働
者
、
外
国
企
業
へ
の

出
向
労
働
者
、
外
国
派
遣
労
働
者
、
請
負
事
業
遂
行
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
労
働
者
等
、
全
て
、
当
該
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
従
業
員
代
表

機
関
の
設
置
義
務
お
よ
び
従
業
員
代
表
の
数
の
算
定
基
礎
と
な
る
従
業
員
数
に
参
入
さ
れ
、
従
業
員
代
表
の
選
出
資
格
を
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
従
業
員
代
表
の
被
選
出
資
格
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
は
、
出
向
労
働
者
に
っ
い
て
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

第
二
の
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
制
の
適
用
の
有
無
と
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
０
従
業
員
代
表
機
関
の
設
置
義
務
の
有
無
、

②
従
業
員
代
表
の
権
限
の
範
囲
、
０
従
業
員
代
表
の
保
護
規
定
は
、
当
該
労
働
者
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
法
以
外
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
し
て
選

択
さ
れ
て
い
る
場
合
も
適
用
さ
れ
る
か
、
と
い
う
大
別
三
つ
が
論
点
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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従
業
員
代
表
機
関
の
設
置
義
務
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
ダ
は
、
当
該
企
業
の
本
社
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
か
外
国
で
あ
る
か
を
問

わ
ず
、
外
国
に
本
社
が
あ
る
こ
と
と
相
容
れ
な
い
場
合
を
除
い
て
と
い
う
留
保
の
も
と
、
従
業
員
代
表
法
制
が
フ
ラ
ン
ス
で
の
使
用
者
と
し

て
の
活
動
に
適
用
さ
れ
る
介
入
規
範
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
多
国
籍
企
業
は
、
事
業
所
レ
ベ
ル
で
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
従
業
員
代
表
委
員
お
よ
び
事
業
所
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
全
て
の
事
業
所
に
、
企
業
ン
ベ
ル
で
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
企
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
企
業
は
企
業
委
員
会
、
外
国
に
本
社
を
有
す
る
企
業
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
活
動
部
分
に
つ
い
て
の
中
央
委
員
会
の
設
置
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
グ
ル
ー
プ
ン
ベ
ル
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
企
業
グ
ル
ー
プ
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
当
該
企
業
グ
ル
ー
プ
の
支
配
企
業
の
本
社
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
場
合
の
み
そ

の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
外
国
に
所
在
す
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、
従

業
員
代
表
委
員
お
よ
び
事
業
所
委
員
会
の
設
置
は
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
。

従
業
員
代
表
の
権
限
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
は
、
企
業
委
員
会
も
し
く
は
事
業
所
委
員
会

（ま
た
は
こ
れ
が
存
在
し
な
い
場
合
は

従
業
員
代
表
）
が
提
供
さ
れ
う
る
情
報
の
範
囲
に
つ
い
て
、
本
社
が
外
国
に
あ
る
多
国
籍
企
業
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
事
業
所
に

関
わ
る
情
報
に
限
定
さ
れ
、
外
国
の
事
業
所
ま
た
は
企
業
全
体
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
義
務
を
否
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
に

本
社
を
有
す
る
多
国
籍
企
業
に
は
、
企
業
全
体
の
情
報
提
供
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。

従
業
員
代
表
の
保
護
規
定
が
、
当
該
労
働
者
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
法
以
外
の
法
が
契
約
準
拠
法
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
場
合
も
適
用
さ
れ

る
か
、
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、
破
毀
院
は
、
従
業
員
代
表
法
制
は
、
労
働
者
の
雇
用
上
の
地
位
の
保
護
規
定
も
含
め
て
介
入
規
範
で
あ

る
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
労
務
を
給
付
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
契
約
準
拠
法
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
そ
の
保
護
規
定
を

適
用
す
る
と
判
断
し
て
い
る
。



第
二
章
　
労
使
自
治
と
労
使
紛
争

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
前
述
の
自
主
的
団
結
で
あ
る
労
働
組
合
と
使
用
者
ま
た
は
使
用
者
団
体
と
の
間
で
の
団
体
交
渉
お
よ
び
労
働
協

約
の
締
結
を
促
進
し
、
集
団
的
レ
ベ
ル
に
お
け
る
労
使
の
対
等
性
と
雇
用

・
労
働
条
件
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
の
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

他
方
、
労
働
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
職
業
的
要
求
を
実
現
す
る
た
め
、
同
盟
罷
業
を
行
う
権
利
を
そ
の
基
本
的
権
利
と
し
て
憲
法
、
法
律

上
保
障
し
て
い
る
。

本
項
に
お
い
て
は
、
労
使
関
係
の
国
際
化
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
団
体
交
渉
と
労
働
協
約

（
こ
、
お
よ
び
、
労
使
紛
争

含
こ
に
関
す

る
制
度
に
対
し
て
提
起
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一　
団
体
交
渉
と
労
働
協
約

本
項
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
後
述
の
論
点
に
関
わ
る
点
を
中
心
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
団
体
交
渉
お
よ
び
労
働
協
約
法
制
の
概
略
（Ａ
）

を
説
明
し
、
次
に
、
労
使
関
係
の
国
際
化
が
提
起
す
る
論
点

（Ｂ
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ａ
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
団
体
交
渉

・
労
働
協
約
法
制

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

一
一
一一一
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現
行
法
に
お
い
て
は
、
一
九
四
六
年
の
第
四
共
和
国
憲
法
前
文
が
、
「全
て
の
労
働
者
は
、
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
、
労
働
条
件
の
集
団
的

決
定
と
企
業
の
管
理
に
参
加
す
る
」
と
規
定
し
、
団
体
交
渉
の
権
利
に
憲
法
上
の
保
障
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
労
働
法
典
第
一
編
第
二

章
の
労
働
協
約
・
協
定
に
関
す
る
規
定
、
お
よ
び
、
第
四
編
第

一
章
の
職
業
組
合
に
関
す
る
規
定
が
、
団
体
交
渉
お
よ
び
労
働
協
約
法
制
を

形
成
し
て
は
れ
。

以
下
に
お
い
て
は
、
団
体
交
渉

（１
）、
お
よ
び
、
労
働
協
約

（２
）
の
順
に
そ
の
概
略
を
検
討
す
る
。

１
　
団
体
交
渉

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、　
一
般
に
、
団
体
交
渉

（●
８
ｏ
ｏ【，
一【ｏＤ
８
一Ｆ
３
】お
）
は
、
雇
用
・労
働
条
件
お
よ
び
社
会
的
保
障

（”
ミ
”
二
】３

８
ｏ
いｏ
】ｏの）
に
関
す
る
、
使
用
者
ま
た
は
使
用
者
団
体
と
労
働
者
の
代
表
的
職
業
組
合
の
一
つ
ま
た
は
複
数
と
の
間
の
経
議
で
あ
る
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。

（Ａ
）
当
事
者

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
団
体
交
渉
の
当
事
者
は
、
労
働
者
側
で
は
、
当
該
団
体
交
渉
レ
ベ
ル
で
代
表
性
を
有
す
る
労
働
組
合
、
使
用
者
側

で
は
、　
一
も
し
く
は
複
数
の
使
用
者

‐の
組
合
団
体
δ
編
”
二
紹
一ざ
３

ｏ百
Ｒ
ｏｐ
】Φじ
、
そ
の
ほ
か
の
全
で
の
使
用
者
団
体
、
ま
た
は
、　
一
人
も

し
く
は
複
数
つ
個
別
の
に
肝
者
一
林
縫
。
し
た
が

（つ資
、
労
働
者
側
で
は
、
団
体
交
渉

（お
よ
び
労
働
協
約
の
締
結
）
は
、
原
劇
と
し
て
代

表
的
労
働
組
合
の
み
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
能
で
あ
る
。

（Ｂ
）
団
体
交
渉
の
枠
組
み



企細”一料は、一輝向なノレ団酔濠鄭】ｒ商麟ンをべ（超雄は郡副剌】けいでノレあ（で御。、全国、地域、地区レベ（腱、企業内においては、

（１
）
横
断
的
ン
ベ
ル

産
業
ま
た
は
職
業
部
門
に
お
い
て
、
団
体
交
渉
は
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
り
、
使
用
者
ま
た
は
使
用
者
団
体
は
、
団
体
交
渉
応
諾
義
務
を

課
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、　
一
九
八
二
年
十

一
月
十
三
日
の
法
律
に
よ
り
、
す
で
に
産
業
部
門
別
労
働
協
約
に
拘

ほ
い
れ
】
い
出
期
郵
れ
ｒ
ゆ
綺
〓
と
も
、
賃
金
に
つ
い
て
は
毎
年
、
職
務
分
類
と
格
付
け
に
つ
い
て
は
五
年
に
一
度
団
体
交
渉
を
行
わ
な
け

（２
）
企
業
内
ン
ベ
ル

と
剛
働
き（
、
商
澤
一
』
わ
な
い
け
噸
呻
ｒ
時
畔
時
』
¨
み
け
ヽ
げ
ド
者 一
［
睛
は
れ
時
［
詢
籍
継
痢
筆
向
鄭
崚
秘
］
”
い
わ
最
れ
資
輝
つ 択
お
れ
に

複
数
の
代
表
的
労
働
組
合
の
組
合
支
部
が
存
在
す
る
企
業
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
毎
年
、
実
質
賃
金
、
実
労
働
時
間
と
そ
の
編
成
、
特

に
、
労
働
者
の
要
求
に
基
づ
く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
実
施
に
つ
い
て
、
毎
年
団
体
交
渉
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
（測
と
さ
れ
て
い
る
。

２
　
労
働
協
約

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
労
働
協
約

（８
い
く
０詳
【ｏｐ
８
一】８
一【お

Ｏ
ｏ
一Ｓ
く
”
こ

と
は
、
雇
用
・
労
働
条
件
お
よ
び
社
会
的
保
障
を
共
同
し

て
決
定
す
る
た
め
に
、
使
用
者
ま
た
は
使
用
者
団
体
と
労
働
者
の
代
表
的
職
業
組
合
の
一
つ
ま
た
は
複
数
が
締
結
す
る
協
定
で
あ
（調
と
定
義

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
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さ
れ
て
い
る
。

梅

卸
に

一 労
酬

翻
は
複 っ
舞
ぼ
螂
理

涸

獅

殊

藁

帥

鍵

響

潮
躍

詢
』
】発

純

ヅ

顧

『

籍

」
認

撃

当
事
者
、
成
立
要
件
、
法
的
効
果
等
で
相
違
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
に
お
い
て
は
、
両
者
を
合
わ
せ
て
、
「協
約
」
ま
た
は
「労
働
協

約
」
と
記
述
す
る
。

（Ａ
）
法
的
性
質

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
労
働
協
約
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
、
二
重
の
性
質
を
有
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

規
範

貧
Ｒ
Ｂ
Ｃ

を
創
設
す
る
合
意

↑
８
Ｒ
３

で
あ
り
、
第

一
に
、
そ
の
締
結
に
お
い
て
、
現
行
法
令

含
置
い彙
洋
いｏ●
８
二
詈
ｑ
）
に
よ

り
規
制
さ
れ
、
署
名
当
事
者
間
の
義
務
を
創
設
す
る
一
種
の
契
約

♂
ｏ
ユ
Ｓ
ｃ

で
あ
る
と
同
時
に
、
第
二
に
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
、
そ
の

螺

つ 範
卸
「
沖
け
】
聾
』
』
い
臓
粋
働
（群

れ
』
聯

畔

『
鋤
吻
て
一孵

斜

魏

直
″

一 を
い
の っ
庫
鰤
湖

瑚

磁

ぽ

物

官

（Ｂ
）
当
事
者

組
請
け
に
「
れ
い
け
力ゝ る
け
榊
嘲
［
］
臓
黎
畔
い
一
瘤
剛
耐
Ⅷ
一
螂
げ
暉
篠
向
け
卿
嘲
』
店
［
岬
臓
刹
“
漱
ど
。 一
』

（
た し
味
「
呻
激
知
は
制
峨
“

は
、
団
体
交
渉
お
よ
び
労
働
協
約
の
締
結
は
、
原
則
と
し
て
代
表
的
労
働
組
合
の
み
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
能
で
あ
る
。

一　
一
ユハ



（Ｃ
）
成
立
要
件

労
働
協
約
は
自
由
に
締
結
さ
れ
う
る
が
、
法
は
、
そ
れ
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
、
形
式

含
Ｒ
日
ｅ

お
よ
び
周
知

Ｃ
諄
］』ｏいけｅ

の
要
件

一
Ⅷ
れ
な
か
凛
討
鶴
書 一
向
け
は
商
〕
制
御
に
け
剛
嘲
卿
】
″
獄
蒔
詢
け
働
組
給
晩
使
用
者
ま
た
は
使
用
者
団
体
を
当
事
者
と
し
て
締
結
さ
れ

締
結
し
た
場
所
を
管
轄
す
る
県
雇
用
労
働
局
お
よ
び
労
働
裁
判
所
の
設
詢
臓
に
識
討
嘲
な
こ（の期
「
あ
（の融
叫
は
、
当
該
労
働
協
約
を
、
こ
れ
を

な
お
、
通
常
の
労
働
協
約
は
、
代
表
的
労
働
組
合
が

一
つ
で
も
署
名
す
れ
ば
、
有
効
に
成
立
す
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
労
働
者
が
協
約
署
名
労
働
組
合
の
組
合
員
で
み
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
し
て
、
企
業

別
ま
た
は
事
業
所
別
協
約
に
つ
い
て
は
、
当
該
企
業
ま
た
は
事
業
所
で
最
も
代
表
的
な
組
合
に
対
し
て
、　
一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
少
数
派

で
あ
る
代
表
的
労
働
組
合
の
み
の
署
名
に
よ
る
協
約
の
効
力
発
生
に
反
対
す
る
権
利

（や
ｏ
富
ら
、ｏ
ｏ
●
８
〓
ｏ
じ

を
認
め
て
ほ
型
。

（Ｄ
）
労
働
協
約
の
内
容

（１
）
対
象

労
働
協
約
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
労
働
者
の
雇
用

・
労
働
条
件
お
よ
び
社
会
的
保
障
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
取
り

扱
う
こ
と
を
役
割
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
は
型
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、　
一
定
の
必
要
記
載
事
項
と
規
制
を
除
き
、
労
使
の
自

治
に
広
く
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
労
働
協
約
の
必
要
記
載
事
項
と
し
て
、
部
門
別
労
働
協
約
、
お
よ
び
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

企
業
別

・
事
業
所
別
労
働
協
約
両
者
に
要
求
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八

さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
①
協
約
の
適
用
範
囲

（地
理
的
・職
業
的
適
用
転
彫
）、
②
協
約
の
更
新
、
改
訂
の
形
式
お
よ
び
』
騨
ヽ
③
当
該
協
約

」部
門
別
労
働
協
約
お
よ
び
複
数
職
業
間
労
働
協
約
に
は
、
④
団
体
交

後
述
の
拡
張

・
拡
大
適
用
の
対
象
と
な
る
部
門
別
労
働
協
約
に
つ
い

山載
義
更
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（２
）
内
容

次
に
、
労
働
協
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
令
と
の
関
係
で
職
ケ
　
令
が
認
め
る
場
合
を
除
き
、
法
令
よ
り
も
労
働
者
に
有
利
な
規
定
を

お
く
こ
と
お
よ
び
法
令
の
公
序
規
定
に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
部
門
別
労
働
協
約
間
で
は
、
当
該
協
約
よ
り
も
よ
り
広
い
適
用
範
囲

を
定
め
る
労
働
協
約
よ
り
も
労
働
者
に
不
利
な
規
定
を
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
こ（認
、
部
門
別
労
働
協
約
と
企
業
別

・
事
業
所
別
労
働
協
約

と
の
関
係
で
は
、
後
者
は
前
者
の
規
定
し
て
い
な
い
ま
た
は
前
者
よ
り
労
働
者
に
有
利
な
規
定
を
お
く
こ（型
と
さ
れ
て
い
る
。

（Ｅ
）
労
働
協
約
の
レ
ベ
ル
と
適
用
範
囲

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
団
体
交
渉
お
よ
び
労
働
協
約
の
締
結
は
、
企
業
を
超
え
た
横
断
的
な
部
門
別
、
職
業
別
ま
た
は
複
数
職
業
間
協

約
に
つ
い
て
は
、
全
国
、
地
域
、
地
区
レ
ベ（迎
、
企
業
内
に
お
け
る
協
約
に
つ
い
て
は
、
企
業
、
事
業
所
、
事
業
所
グ
ル
ー
プ
の
い
ず
れ
の

レ
ベ（ノ
に
お
い
で
も
可
能
で
あ
（饗
。

（１
）
産
業
・
職
業
部
門

産
業
ま
た
は
職
業
部
門
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
に
団
体
交
渉
は
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
り
、
使
用
者
ま
た
は
使
用
者
団
体
は
、
団
体
交



渉
応
諾
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、　
一
九
八
二
年
十

一
月
十
三
日
の
法
律
に
よ
り
、
す
で
に
産
業
部
門
別

労
働
協
約
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
団
体
は
、
少
な
く
と
も
賃
金
に
つ
い
て
は
毎
年
、
職
務
分
類
と
格
付
け
に
つ
い
て
は
五
年
に
一
度
団
体
交
渉

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
（型
。

締
結
さ
れ
た
部
門
別
労
働
協
約
は
、
ま
ず
第

一
に
、
そ
の
定
め
る
地
理
的

・
職
業
的
適
用
範
囲
に
お
い
て
、
協
約
締
結
当
事
者
、
す
な
わ

ち
、
当
該
協
約
署
名
者
お
よ
び
署
名
団
体
の
構
成
員
、
な
ら
び
に
、
後
の
加
入

（”
鬱
０∽【ｏ
じ

者
お
よ
び
加
入
団
体
構
成
員
に
対
し
て
、
同

協
約
を
遵
守
す
る
義
務
を
記
理
。

そ
し
て
第
二
に
、　
一
定
の
範
囲
の
労
働
契
約
に
対
し
て
そ
の
内
容
を
規
制
す
る
。
そ
の
適
用
対
象
と
な
る
の
は
、
当
該
協
約
の
署
名
者
も

し
く
は
署
名
団
体
加
盟
者
、
ま
た
は
、
後
の
協
約
加
入
者
も
し
く
は
協
約
加
入
団
体
構
成
員
で
あ
り
、
そ
の
企
業
活
動
が
当
該
協
約
の
地
理

的

・
職
業
的
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
使
用
者
の
締
結
す
る
全
て
の
労
働
契
約
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
該
労
働
契
約
の
労
働
者
に
よ
り
有
利
な

規
定
に
は
適
用
さ
れ
な
（地
。
こ
の
場
合
、
当
該
労
働
者
が
協
約
締
結
当
事
者
で
あ
る
労
働
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
に
は
な
ら

な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
企
業
が
、
複
数
の
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
、
複
数
の
地
域
に
ま
た
が
っ
て
活
動
し
て
い
る
場
合
、

使
用
者
は
複
数
の
部
門
別
協
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
労
働
契
約
に
は
、
ど
の
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、　
一
つ
の
企
業
に
職
業
的
ま
た
は
地
理
的
に
競
合
す
る
複
数
の
部
門
別
協
約
が
適
用
さ
れ
る
場
合

（こ
れ
を
労
働
協
約
の
競

△口　
Ｏ
Ｏ●
８
壕
∽
魚
ｏ
８
●
お
ュ
ざ
３

８
】】８
け中く
８

と
い
う
）、
第

一
に
、
職
業
部
門
的
競
合
お
よ
び
地
理
的
競
合
で
、
適
用
範
囲
の
広
狭
の

問
題
で
な
い
場
合

（全
国
金
属
産
業
協
約
と
全
国
小
売
業
協
約
、
ジ
ロ
ン
ド
県
化
学
産
業
協
約
と
フ
イ
ニ
ス
テ
ー
ル
県
化
学
産
業
協
約
等
）

は
、
各
事
業
所
毎
に
、
そ
の
経
済
活
動
お
よ
び
存
在
場
所
に
応
じ
て
労
働
契
約
を
規
律
す
る
部
門
別
労
働
協
約
が
決
定
さ
れ
（型
。
第
二
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
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適
用
範
囲
の
広
狭
の
問
題
で
あ
る
場
合

（全
国
金
属
産
業
協
約
と
ジ
ロ
ン
ド
県
金
属
産
業
協
約
等
）
は
、
労
働
契
約
に
重
畳
的

・
相
補
的
に

適
用
さ
れ
、
よ
り
狭
い
適
用
範
囲
の
労
働
協
約
は
、
よ
り
広
い
適
用
範
囲
の
労
働
協
約
よ
り
労
働
者
に
有
利
な
規
定
の
み
を
含
む
こ
と
が
で

き
る
と
の
脱
ざ
か
ら
、
結
局
、
労
働
者
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
協
約
条
項
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
は
型
。

（２
）
企
業

・
事
業
所

他
方
、
前
述
の
よ
う
に
、
企
業
に
お
い
て
、
労
使
は
、
企
業
全
体
の
み
な
ら
ず
、　
一
つ
ま
た
は
複
数
の
事
業
所
を
団
体
交
渉
の
レ
ベ
ル
と

し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き（型
が
、
団
体
交
渉
は
原
則
と
し
て
自
由
で
あ
り
、
使
用
者
は
団
体
交
渉
応
諾
義
務
を
持
た
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、　
一
つ
ま
た
は
複
数
の
代
表
的
労
働
組
合
の
組
合
支
部
が
存
在
す
る
企
業
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
毎
年
、
実
質
賃
金
、
実
労
働
時
間
（４．
）

と
そ
の
編
成
、特
に
、労
働
者
の
要
求
に
基
づ
く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
の
実
施
に
つ
い
て
、毎
年
団
体
交
渉
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

締
結
さ
れ
た
企
業
別
ま
た
は
事
業
所
別
労
働
協
約
は
、
部
門
別
労
働
協
約
と
同
様
、
ま
ず
第

一
に
、
当
該
労
働
協
約
の
署
名
者
で
あ
る
使

（４２
）

用
者
と
労
働
組
合
お
よ
び
後
の
加
入
組
合
に
対
し
て
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
義
務
を
課
す
。

そ
し
て
、
第
二
に
、
当
該
協
約
は
、
一
定
の
範
囲
の
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
の
適
用
対
象
は
、
当
該
労
働
協
約
の
定
め
る
地
理
的
・

職
業
的
範
囲

（事
業
所
、
職
種
等
）
内
に
お
い
て
労
務
の
提
供
が
行
わ
れ
る
、
当
該
協
約
を
締
結
し
た
使
用
者
が
締
結
す
る
全
て
の
労
働
契

約
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
該
労
働
契
約
の
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
条
項
に
対
し
て
は
適
用
さ
れ
な
（漣
。
こ
の
場
合
も
、
当
該
労
働
契
約
の
当

事
者
で
あ
る
労
働
者
が
当
該
協
約
署
名
ま
た
は
後
の
加
入
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
か
否
か
は
、
協
約
の
適
用
対
象
と
な
る
か
否
か
と
は
無
関

係
で
あ
る
。

た
だ
し
、
当
該
企
業
ま
た
は
事
業
所
に
適
用
さ
れ
る
部
門
別
労
働
協
約
が
存
在
す
る
場
合
、
当
該
企
業
ま
た
は
事
業
所
別
労
働
協
約
は
、

新
た
な
、
ま
た
は
、
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
条
項
の
み
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き（型
。
し
た
が
つ
て
ヽ
そ
の
要
件
の
も
と
で
の
み
、
企
業
ま



た
は
事
業
所
別
協
約
は
、
労
働
契
約
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（Ｆ
）
法
的
効
果

労
働
協
約
は
、
部
門
別
、
ま
た
は
企
業

・
事
業
所
別
い
ず
れ
の
場
合
も
、
適
用
さ
れ
る
労
働
契
約
に
対
し
て
、
以
下
の
三
つ
の
法
的
効
果

（４５
）

を
有
す
る
。

第

一
は
、
即
時
的
効
力

（①ｈヽ
３

ゴ
ロ
０鮎
【”
ｃ

で
あ
り
、
労
働
協
約
は
、
協
約
締
結
後
に
締
結
さ
れ
た
労
働
契
約
の
み
な
ら
ず
、
展
開
中

の
全
て
の
労
働
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
。

第
二
は
、
強
行
的
効
力

♂
欧
稗
】８
り
ＯＳ
”３

で
あ
り
、
労
働
契
約
の
当
事
者
に
対
し
て
、
協
約
の
規
定
を
少
な
く
と
も
最
低
基
準
と
す
る

契
約
の
内
容
を
義
務
づ
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
有
利
原
則
は
認
め
ら
れ
、
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
内
容
を
規
定
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
と
い
う

一
方
方
向
へ
向
か
っ
て
様
々
な
法
源
が
役
割
を
演
じ
る
労
働
法
の
社
会
的
性
質
に

適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
労
働
協
約
は
、
労
働
契
約
が
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
方
向

へ
と
修
正
し
う
る
最
低
基
準
の
み
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
直
律
的

（自
動
的
）
効
力

↑
欧
３
“
二
ｏ
Ｂ
”
一いｏ
」
ｇ

で
あ
り
、
労
働
協
約
の
条
項
に
抵
触
す
る
労
働
契
約
の
条
項
は
、
自
動
的

に
前
者
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
当
該
労
働
契
約
の
条
項
の
無
効
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
代
替
は
一

時
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（Ｇ
）
拡
張

・
拡
大
適
用
制
度

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
働
協
約
の
適
用
対
象
を
拡
大
す
る
制
度
と
し
て
、
拡
張

↑
諄
①●
け【ｏじ
、
及
び
、
拡
大

８
Ｆ
配
一ｏ８
日
①●
↓

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一三
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と
い
う
二
つ
の
制
度
が
存
在
す
る
。
同
制
度
の
目
的
は
、　
一
方
で
は
、
よ
り
多
く
の
労
働
者
に
よ
り
良
い
労
働
条
件
を
享
受
さ
せ
る
こ
と
、

（４６
）

他
方
で
、
同
じ
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
間
の
よ
り
公
正
な
競
争
を
担
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
労
働
協
約
の
適
用
対
象
拡
大

制
度
の
始
ま
り
は
、　
一
九
二
六
年
六
月
二
四
日
の
法
律
で
あ
り
、
戦
後

一
九
五
〇
年
二
月

一
一
日
の
法
律
が
再
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、　
一

九
七
八
年

一
月

一
九
日
の
法
律
お
よ
び

一
九
八
二
年

一
一
月

一
三
日
の
法
律
に
よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（１
）
拡
張

（４７
）

第

一
に
、
「拡
張

↑
凛
①●
け̈
ｏ
じ
」
と
は
、　
一
定
の
必
要
的
記
載
事
項
を
規
定
し
た
、
全
国
ン
ベ
ル

（ま
た
は
全
国
ン
ベ
ル
で
の
協
約
が
存

（４８
）

在
し
な
い
場
合
に
限
り
、
地
域
、
地
区
レ
ベ
ル
）
の
、
代
表
的
労
働
組
合
と
使
用
者
団
体
と
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
に
お
い
て
締
結
さ
れ
た

部
門
別
労
働
脱
鰐
を
、　
一
定
の
手
続
を
経
た
後
の
労
働
大
臣
の
ア
ン
テ

↑
１
〇一９

に
よ（州
ヽ
そ
の
定
め
る
地
理
的
・職
業
的
適
用
範
囲
に
お

（５．
）

い
て
活
動
す
る
全
て
の
使
用
者
と
そ
の
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
労
働
契
約
に
対
し
て
、
そ
の
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。

（２
）
拡
大

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
に
、
「拡
大

容
【ミ
Ｌ
脇
ｏ８
ｏユ
と

と
は
、
す
で
に
拡
張
適
用
さ
れ
た
部
門
別
労
働
協
約
の
効
力
を
、
拡
張
と
ほ
ぼ

（５２
）

同
様
の
手
続
の
後
の
労
働
大
臣
の
ア
ン
テ
に
よ
り
、
そ
の
規
定
す
る
地
理
的

・
職
業
的
適
用
範
囲
の
外
で
活
動
し
て
い
る
使
用
者
と
労
働
者

（５３
）

の
労
働
契
約
に
も
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
協
約
の
拡
大
適
用
に
つ
い
て
は
、
拡
大
の
対
象
と
な
る
協
約
が
す
で
に
拡
張
適

（５４
）

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
述
の
要
件
の
他
、
拡
張
適
用
よ
り
さ
ら
に
厳
し
い
要
件
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
　
国
際
化
と
団
体
交
渉

・
労
働
協
約



労
使
関
係
の
国
際
化
が
団
体
交
渉

・
労
働
協
約
法
制
に
提
起
す
る
課
題
と
し
て
は
、
団
体
交
渉
に
つ
い
て
は
、
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
企

業
レ
ベ
ル
の
団
体
交
渉
義
務
の
有
無
と
そ
の
範
囲
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
第

一
章
の
労
働
者
代
表
の
二
の
労

働
組
合
の
項
で
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

他
方
、
労
働
協
約
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
点
が
論
点
と
な
る
。
一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
く
国
内
労
働
協
約
の
適
用
範
囲
、

換
言
す
れ
ば
、
国
際
労
働
関
係
に
お
い
て
、
国
内
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
の
対
象
と
な
る
国
際
労
働
契
約
の
範
囲
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、

複
数
の
国
の
労
働
条
件
を
規
制
す
る
国
際
労
働
協
約
を
規
律
す
る
法
の
決
定
、
換
言
す
れ
ば
、
契
約
と
し
て
の
国
際
労
働
協
約
の
適
用
法
決

定
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
国
際
労
働
錮
稀
に
お
け
る
国
内
サ
働
協
約
の
適
用
範
囲
（１
）、
第
二
に
、
国

際
労
働
協
約
の
適
用
法
と
法
的
効
果

（２
）、
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
国
際
労
働
関
係
と
国
内
労
働
協
約

国
際
労
働
関
係
に
お
い
て
、
渉
外
的
要
素
の
あ
る
国
際
労
働
契
約
へ
の
国
内
労
働
協
約
の
適
用
の
有
無
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
第

一
に
、
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
拠
艘

（Ａ
）ヽ

第
二
に
、
国
内
労
働
協
約
の
適
用

（Ｂ
）
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（Ａ
）
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
規
則

フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
躯
剖
、　
一
九
九

一
年
以
降
に
受
理
し
た
義
確
に
つ
い
て
は
、
同
年
に
発
効
し
た

一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
雑
綱
に
従
Ｌ
、
以
下
の
よ
う
に
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
が
決
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第

一
に
、
準
拠
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
契
約
準
拠
法
を
決
定
す
る
。
そ
の
法
選
択
規
則
は
、
第

一
に
、
基
本
的

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〓
二



法
政
研
究
二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）

連
結
規
則
と
し
て
事
事
者
選
択
法
を
準
拠
法
と（祀
、
第
二
に
、
当
事
者
選
択
の
な
い
場
合
は
、
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
、
労
務
給
付
地
法
、

ま
た
は
、
通
常

一
つ
の
国
で
労
務
を
給
付
し
な
い
場
合
は
雇
用
事
業
所
地
法
を
準
拠
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
補
充
的
連
結
規
則
に
よ

り
準
拠
法
国
と
な
る
国
よ
り
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
が
存
在
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
を
準
拠
法
と

（６．
）

す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
契
約
準
拠
法
に
よ
る
規
整
の
限
界
と
し
て
、
準
拠
法
以
外
の
法
が
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
場
合
が
存
在
す

』転
ぶ
必
鰐
誦
雰
舞
鋪
鋪
配
鶴
錬
謡
赫理
に同
．勢
藤

序
留
保

（ｏｘ
８
稗
【ｏ
●
●
。Ｒ
キ
２
■
σ
中お
】ュ
ｏ日
”
けいｏ
●
”
じ

に
基
づ
く
法
廷
地
法
の
進
騨
、
で
あ
る
。

介
入
規
範

（ま
た
は
直
接
適
用
規
範
と
も
い
う
）
と
は
、
他
の
法
と
競
合
関
係
に
入
る
こ
と
な
く
、
契
約
準
拠
法
と
は
無
関
係
に
、
国
家

（６４
）

法
体
系
か
ら
与
え
ら
れ
た
機
能
と
し
て
、
直
接
か
つ
即
時
に
適
用
さ
れ
る
一
定
の
法
規
範
で
あ
る
。

ま
た
、
公
序
留
保
と
は
、
裁
判
官
が
、
外
国
法
の
適
用
が
、
あ
ま
り
に
も
不
公
正
あ
る
い
は
法
廷
地
国
の
法
の
基
本
理
念
に
反
す
る
と
考

（６５
）

え
る
場
合
、
契
約
準
拠
法
で
あ
る
外
国
法
の
適
用
を
拒
否
し
、
代
わ
り
に
法
廷
地
国
の
法
を
適
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
契
約
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
補
充
的
連
結
規
則
に
よ
り
準
拠
法
と
な
る
国

（す
な
わ
ち
、
労

務
給
付
地
国
も
し
く
は
雇
用
事
業
所
所
在
地
国
、
ま
た
は
、
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
）
の
法
の
強
行
規
定
、
契
約
と
密
接
な
関
連
を

有
す
る
国
と
法
廷
地
国
の
介
入
規
範
は
適
用
さ
れ
、
場
合
に
よ
り
、
公
序
留
保
に
基
づ
く
法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（Ｂ
）
国
内
労
働
契
約
の
適
用

国
内
労
働
協
約
の
国
際
労
働
契
約
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
用
可
能
性

↑
ｏ
ｏ
中い８
σ
【澤
ｅ

と
具
体
的
適
用

↑
０
０
【【ｏ
，
一【ｏじ

を
区



別
し
て
考
察
す
る
。

（１
）
適
用
可
能
性

（”
も
り
【【０
”げ
［澤
ｅ

国
内
労
働
協
約
の
国
際
労
働
契
約
へ
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
、
お
よ
び
、
国
外
と
で
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

′つ
。

（
ａ
）
フ
ラ
ン
ス
国
内
―
適
用
範
囲
決
定
ア
プ
ロ
ー
チ

フ
ラ
ン
ス
の
団
体
交
渉

・
労
働
協
約
法
制
は
、
い
わ
ゆ
る
介
入
規
範
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
に
お
い
て
は
、
通
常
、
契
約
と
密
接
な

関
連
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ
る
労
務
給
付
地
の
介
入
規
範
と
し
て
、
排
他
的
に
適
用
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
第

一
に
、
部
門
別
ま
た
は
全
産
業
労
働
協
約
の
場
合
、
前
述
の
よ
う
に
、
使
用
者
が
協
約
締
結
当
事
者
ま
た
は
協
約
締
結

団
体
の
構
成
員
で
あ
り
、
そ
の
経
済
的
活
動
が
当
該
協
約
の
地
理
的
・職
業
的
適
用
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
当
該
使
用
者
が
外
国
企
業
で
あ
れ
、

当
該
労
働
者
が
外
国
人
で
あ
れ
、
ま
た
、
当
該
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
が
何
で
あ
れ
、
適
用
範
囲
内
の
企
業
ま
た
は
事
業
所
で
労
務
を
給

付
し
て
い
る
労
働
者
の
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、
労
務
給
付
地
の
介
入
規
範
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
法
制
に
基
づ
き
、
当
該
部
門
別

ま
た
は
全
産
業
労
働
協
約
の
適
用
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
（型
。

ま
た
、
使
用
者
が
、
当
該
部
門
別
ま
た
は
全
産
業
協
約
の
締
結
当
事
者
ま
た
は
協
約
締
結
団
体
の
構
成
員
で
な
く
て
も

（外
国
企
業
の
場

合
特
に
あ
り
う
る
が
）、
当
該
協
約
が
拡
張
適
用
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
協
約
の
地
理
的
・職
業
的
範
囲
内
の
企
業
ま
た
は
事
業
所
で
雇
用
ざ

れ
て
い
る
労
働
者
の
労
働
契
約
は
そ
の
適
用
を
受
」
型
。
さ
ら
に
、
当
該
協
約
が
拡
大
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
拡
大
さ
れ
た
地
理
的

・
職
業

的
範
囲
内
の
企
業
ま
た
は
事
業
所
で
労
務
を
給
付
す
る
労
働
者
の
労
働
契
約
は
、
そ
の
適
用
を
受
け
（型
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の．展
開

一
二
五



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
ハ

第
二
に
、
企
業

ｏ
事
業
所
別
労
働
協
約
の
場
合
、
当
該
協
約
締
結
使
用
者
と
協
約
の
対
象
と
す
る
地
理
的
・
職
業
的
範
囲
内
に
あ
る
労
働

（６９
）

者
の
労
働
契
約
は
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
内
労
働
協
約
の
適
用
に
お
い
て，
、
問
題
と
な
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
請
負
事
業
を
完
成
す
る
た
め
に
、

ま
た
は
派
遣
労
働
者
と
し
て
外
国
企
業
か
ら

一
時
的
に
派
遣
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
に
駐
在
す
る
労
働
者
の
労
働
条
件
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ

の
よ
う
な

一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合
、
通
常
の
労
務
給
付
地
は
送
り
出
し
国
で
あ
り
、
労
務
給
付
地
の
強
行
規
定
ま
た
は
介
入
規
範
と
し
て

適
用
さ
れ
る
の
は
、　
一
時
的
駐
在
国
の
法
で
は
な
く
、
送
り
出
し
国
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、　
一
時
的
駐
在
国
を
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
に
い
う

「密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
」
と
し
て
そ
の
介
入
規
範
を
適
用
す
る

と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
立
法
上
こ
れ
を
解
決
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
九
九
二
年

一
二
月
二
十
日

（７０
）

の
労
働

・
雇
用

・
職
業
教
育
に
関
す
る
五
か
年
法
第
二
十
六
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
国
で
設
立
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
領
土
で
サ
ー
ビ
ス
給
付
活

動
を
行
う
企
業
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
一
時
的
に
駐
在
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、
当
該
企
業
と
同
じ
産
業
部
門
に
属
す
る
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
報
酬
（８
８
●
患
Ｓ
一中ｏじ
、
労
働
時
間
、
労
災
予
防
等
の
労
働
条
件
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
令
お
よ
び
労
働
協
約
を
適
用
す
る
こ
と
を

（７．
）

定
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、　
一
九
九
六
年
十
二
月
十
六
日
に
採
択
さ
れ
た
「サ
ー
ビ
ス
給
付
の
枠
組
み
に
お
け
る
労
働
者
の
外
国
駐
在

貧
０け８
，
ｏ日
①ュ
）
に
関

す
る
極
響
」
に
よ
り
、
欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
企
業
が
、
フ
ラ
ン
ス
に
、
①
請
負
業
務
の
遂
行
、
②
フ
ラ
ン
ス
所
在
の
事

業
所
ま
た
は
同

一
企
業
グ
ル
ー
プ
の
企
業
で
の
勤
務
、
③
派
遣
労
働
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
派
遣
先
企
業
に
派
遣
す
る
た
め
に
そ
の
雇
用
す
る

労
働
者
を
送
り
出
す
と
き
、
当
該
フ
ラ
ン
ス
駐
在
労
働
者
に
は
、
最
長
労
働
時
間
、
休
息
、
年
次
有
給
休
暇
、
最
低
賃
金
、
賃
金
の
最
低
割

増
率
、
派
遣
労
働
、
労
働
安
全
衛
生
、
母
性
保
護
、
児
童

ｏ
年
少
者
保
護
、
平
等
取
扱
と
差
別
禁
止
、
に
関
し
て
、　
一
定
の
例
外
を
除
き
、

フ
ラ
ン
ス
の
同

一
産
業
部
門
で
労
働
す
る
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
令
お
よ
び
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
。



（ｂ
）
国
外
―
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ

そ
れ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

働
レ
紳
〕
諄
れ
は
¨
】
れ
が
州
は
嘲
州
劉
鶴
［
れ
時
つ 国
織
琳
時
的
↑
嘲
請
け
「
ｒ
型
［
辞
脚
晦
胸
卿
い
師
に
和
』
は
な
］
『
脚
［
』
膨
お
け

る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
前
述
の
ロ
ー
マ
条
約
の
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
に
し
た
が
い
、
第

一
に
、
当
事
者
が
フ
ラ
ン
ス
法
を
契
約
準
拠
法

と
し
て
選
択
し
た
場
合
、
ま
た
は
、
当
事
者
選
択
が
な
い
場
合
で
、　
一
時
的
外
国
駐
在
の
よ
う
に
は
、
労
務
給
付
地
も
し
く
は
雇
用
事
業
所

所
在
地
、
ま
た
は
、
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
が
準
拠
法
と
な
り
、
そ
の

一
部
と
し
て
部
門
別
労
働
協
約
、
特
に
全
国
レ
ベ
ル
協
約
が
域
外
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
当
事
者
が
外
国
法
を
契
約
準
拠
法
と
し

て
選
択
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、　
一
時
的
外
国
駐
在
の
よ
う
に
労
務
給
付
地
が
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の

強
行
法
規
ま
た
は
介
入
規
範
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
一
部
と
し
て
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
企
業
別

・
事
業
所
別
労
働
協
約
に
つ
い
て
も
、
当
該
使
用
者
と
個
別
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
国
外
で
の
労
務
給
付
に
つ
い
て
も
労
働

契
約
に
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
に
同
意
す
れ
ば
、
こ
れ
を
契
約
の
内
容
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
国
外
に
お
い
て
当
該
労
働
協
約
が

規
範
的
効
力
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
部
門
別
協
約
に
お
い
て
域
外
適
用
規
定
を
お
い
て
い
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ

′つ
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

一
二
七
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（２
）
適
用

（”
０
０
【】８
け】Ｏ
じ

以
上
の
よ
う
に
国
際
労
働
契
約
に
適
用
可
能
性
の
あ
る
労
働
協
約
が
、
し
か
し
な
が
ら
す
べ
て
実
際
に
適
用
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
他

の
法
源
と
競
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
ａ
）
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
労
働
関
係

フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
は
、
通
常
の
労
働
協
約
の
競
合
問
題
と
は
別
に
、
当
該
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
が
外
国
法
で
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
外
国
法

¨
労
働
協
約
と
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

契
約
準
拠
法
で
あ
る
外
国
法
は
、
労
務
給
付
地
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
強
行
規
定
、
介
入
規
範
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
法
自
身
は
協
約
と
契
約
と
の
関
係
に
つ
き
有
利
原
則
を
認
め
て
は
型
の
で
、
契
約
準
拠
法
は
、
労
働
者
に
と
っ
て
フ
ラ
ン

ス
の
労
働
協
約
よ
り
有
利
な
限
り
に
お
い
て
、
当
該
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（ｂ
）
国
外
の
労
働
関
係

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
に
お
い
て
は
、
当
該
労
務
給
付
地
国
の
法
、
労
働
協
約
と
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ

の
場
合
、
当
該
労
務
給
付
地
の
強
行
法
規
、
介
入
規
範
が
遵
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
は
そ
れ
ら
に
抵
触
し
な

い
範
囲
の
で
み
、
当
該
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
が
労
務
給
付
地
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合
は
、
遵
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
労
務
給
付
地
法
は
フ
ラ
ン
ス

法
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
起
こ
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第

一
に
、
当
該
外
国
が
、
ロ
ー
マ
条
約
第
七
条
に
い
う

「密
接
な



関
連
を
有
す
る
国
」
と
し
て
そ
の
介
入
規
範
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
は
、
前
述
の

九
九
六
年
十
二
月
十
六
日
に
採
択
さ
れ
た

「サ
ー
ビ
ス
給
付
の
枠
組
み
に
お
け
る
労
働
者
の
外
国
駐
在
に
関
す
る
指
令
」
に
よ
り
、
当
該

時
的
駐
在
国
の
一
定
の
強
行
規
定
が
遵
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

２
　
国
際
労
働
協
約

そ
れ
で
は
、
た
と
え
ば
、
①
多
国
籍
企
業
ま
た
は
企
業
グ
ル
ー
プ
と
労
働
者
代
表
が
、
そ
の
複
数
国
に
ま
た
が
る
統

一
的
労
働
条
件
に
つ

い
て
、
も
し
く
は
、
国
際
レ
ベ
ル
で
の
従
業
員
代
表
制
度
や
集
団
的
労
使
関
係
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
単

一
の
労
働
協
約
を
締
結
し
た
場

合
、
ま
た
は
、
②
国
際
レ
ベ
ル
で
、
使
用
者
団
体
と
労
働
者
代
表
が
、
統

一
的
労
働
条
件
の
設
定
も
し
く
は
集
団
的
労
使
関
係
ル
ー
ル
を
形

成
す
る
た
め
に
、
国
際
的
部
門
別

（あ
る
い
は
全
産
業
）
協
約
を
締
結
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の

「国
際
労
働
協
約
」
の
有
効
性
、
法
的
効
果

は
ど
の
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（Ａ
）
「協
約
」
と
し
て
の
国
際
的
労
使
合
意

複
数
国
の
労
働
関
係
を
対
象
と
す
る
国
際
的
企
業
別
協
約
ま
た
は
国
際
的
部
門
別

・
全
産
業
協
約
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
者
お
よ
び
労
働

者
側
当
事
者
、
形
式
、
対
象
範
囲
、
内
容
等
の
成
立
要
件
、
法
的
効
果
、
更
新
や
終
了
の
手
続
等
を
定
め
る
国
際
規
範
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、

当
該
国
際
規
範
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
国
際
規
範
は
存
在
し
な
（漣
。

そ
れ
で
は
、
い
ず
れ
か
の
国
の
国
内
法
を
、
国
際
的
企
業
別
協
約
ま
た
は
国
際
的
部
門
別

・
全
産
業
協
約
の
適
用
法
と
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
か
の
国
内
法
に
基
づ
き
、
国
際
的
企
業
別
協
約
ま
た
は
国
際
的
部
門
別

・
全
産
業
協
約
を
締
結
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一一九
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こ
れ
も
個
別
的
労
働
関
係
に
規
範
的
効
力
を
有
す
る
国
際
的
労
働
協
約
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
困
難
で
あ
ろ
う
。
各
国
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
労
働
協
約
法
制
を
有
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
法
制
は
一
般
に
介
入
規
範
で
当
該
国
の
領
土
に
お
い
て
排
他
的
に
適
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
自
国
の
法
に
基
づ
か
ず
に
締
結
さ
れ
た
労
働
協
約
の
有
効
性
と
、
自
国
の
個
別
的
労
働
関
係
へ
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
規
範
的
効
力
を
有
す
る
国
際
労
働

「協
約
」
の
締
結
は
、
現
在
で
は
困
難
で
あ
り
、
統

一
的
労
働
条
件
の
た
め
に
は
、

各
労
務
給
付
地
国
ご
と
に
、
当
該
国
の
法
に
も
と
づ
く
国
内
労
働
協
約

（も
し
当
該
国
が
そ
の
よ
う
な
労
使
自
治
制
度
を
法
制
度
と
し
て
有

し
て
い
れ
ば
で
あ
る
が
）
を
締
結
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（Ｂ
）
「契
約
」
と
し
て
の
国
際
的
労
使
合
意

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
者
間
の
債
務
的
効
力
の
み
を
発
生
さ
せ
る

「契
約
」
と
し
て
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
労
使
の
合
意
は
国
際
的
ン

ベ
ル
で
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

「契
約
」
と
し
て
の
国
際
的
労
使
合
意
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
ロ
ー
マ
条
約
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
二
条
に
も
と
づ
き
、
両
当

事
者
は
、
自
由
に
契
約
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
当
時
者
選
択
法
に
基
づ
き
、
当
該

「契
約
」
の
有
効
性
と
効
果
が
判
断
さ

れ
る
。
当
事
者
選
択
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
当
該

「契
約
」
に
は
、
ロ
ー
マ
条
約
第
四
条
に
基
づ
き
、
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の

法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（１
）
そ
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
〇
針
鶴
Ｏ
ｒ
Ч
ｏ
●
ぁ
と
円
Ｚ
・
「
①
”
●
「
国
ｒ
あ
四
同
”
聟

＞
【”
〓

∽
Ｃ
四
〇
↓
・
∪
８
〓
０
」
嗜
”
く
”
Ｆ

冨
①
い
Ｏ
ｃ

ｏ
り
。２
けこ
や
０
卜
∞
ぬ許
９
〕
】
①
”
●
‐Ｕ
日
員
５
●
●
２
”
＞
く
ヽ
∪
『ｏ
津
０
」
嗜
”
く
”
】Ｆ
辟
８
〓
く
【く
，
い
●
卜
①
Ｑ
ｅ
ｂ
甲
２
けｃ
甲
∞
ヽ
ｏ
無
一０
こ
Ｏ
ｏ
『”
【一
〇
Ｏ
Ｃ
↓
Ｃ
四
ｕ
”
・
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同
可
Ｏ
い［
Ｑ
●
｛ｏ
呵”
く
“
〓
゛
”
Ｎ
ヽ
Ｎ
①
０
０
ｃ
ｒ
①
，
【Φ
【”
け】Ｏ
●
０
０
０
日
０
〇
一いく
①
の
Ｑ
①
け『”
く
，
日
・
Ｏ
り
・０
一”
ヽ
●
・卜
い
Ｏ
①
け
の∴
”
①
ヽ
口
”
『ヽ
　
由
“
Ч
К
∽
∽
日
円
■
∪
『Ｏ
【一
鮎
口
一『“
く
，
日
ヽ

計
Ｎ
『２
“
け』ｏ
り
ｏ
０
０
】【０
０
けいく
①
の
Ｏ
①
け『”
く
”
【】・
Ｎ
０
０
０
・
ｏ
ｐ
Ｒ
けぜ
『
ω
ω
Ｏ
①
け
ψ
¨
「
①
”
●
”
Ｈく
同
”
Ｏ
①
け
「
①
“
口
∽
＞
く
＞
↓
【国
”
ヽ
∪
【ｏ
津
Ｏ
ｃ
吋
”
く
“
】Ｆ
Ｐ∞
①

Ｏ
●
ｔ

Ｏ
り
，０
い
け
こ

り
。Ｎ
Ｏ
∞

①
け

∽
れ

】ワ
】
０
け
【
〇
●
●
“
』
峙
ｏ

一「
①
目
日

”
●
①
い
一

∽
ｏ
ｏ
】
Ｎ
Ｆ

Ｏ
り
。０
い
け
ｏ

（
〕
Ｏ
い
く
①
●
け
』
０
５
わ

ｏ
け

”
０
０
０
『
●
０

０
０
日
０
０
け
い
」
の
ヽ
り
一
０
”
０
０
い
”
Ｌ

Ｏ
●

“
●
●
Ｃ
ｏ
目
①
〕

ン
Ａ
ｏ
●
る
ｏ
一
ｏ

り
『
”
け
ど
」
①
『
『
”
ｏ
Ｌ
∽
Ｆ
餞
一９
颯
ｐ

∽
ｏ
Ｒ
”
Ｆ

Ｈ
ｏ
ｏ
が

い
。Ｏ
Ｎ
切
Ｐ

句
“
口
【・口
①
●
ユ

＞
Ｚ
↓
Ｏ
Ｚ
ぞ
【＞
↓
↓
口
Ｆ

ｒ
ｏ
∽
ｏ
ｏ
●
く
０
●
一
ざ
豪
ツ
①
け
“
ｏ
０
０
■
″

０
０
〓
０
０
け
いお
一
ヽ
①

け『
ｐ
く
，
日
，
０
０
ｐ
●
“
オ
あ
”
●
０
０

●
Ｃ

鮎
『
Ｏ
【一
　
Ｕ
“
【【ｏ
Ｎ
・　
日
０
０
０
〕
を
目
ｏ
，
ｏ
【
日
）Ｕ
∽
り
ｂ
し
ｒ
　
２
扇
¨
ｏ
ｏ
い”
Ｌ
ｏ
●
ｐ
　
ｏ
ｏ
●
く
Ｏ
ｐ
Ｌ
Ｏ
●
∽

①
け
，
０
０
０
『
０
∽

ｏ
ｏ
一げ
ｏ一いお
・
∪
“
【】ｏ
が

ヽ
①
Ｑ
β
日０
∞Ｐ
「
①
，
い
‥「
お
量
６
０
口
＞
Ｃ
Ｏ
国
＞
”
∪
，
Ｏ
ｏ
●
“ヽ
ｏい
けい９
あ

①け
，
ｏｏ
ｏ
員
げ
ｏ
ｏ
】Ｆ
ｏ［いお
・
”
●
ｏЧ
２
ｏ
●
ｏＯ
お

∪
“
【】ｏ
ド
〕

〓
ミ

ｏ̈
■
”
日
①
〓
ｏ
”
ＨＺ
ヽ
Ｆ
①
や
ｏ
〓
Ｑ
８
８
【鶴
』３

ツ
ご
い
絆
ｏ
ｏ】“
けいＯ
●
８
【げ
８
一く
ρ
「
い●
ｏ
いｏ
①
”
９
ｏＳ
】
Ｏ
ｃ
Ｐ
ｏ
Ｆ

ｒ
い
し
■
卜
８
卜

ま
た
、

邦
文
献
の
概
説
書
と
し
て
、
前
掲
労
働
省
労
政
局
労
働
法
規
課
編
著

『
フ
ラ
ン
ス
の
労
使
関
係
法
制
』
三

一
頁
以
下
。

りヽ
い日
①●
けｏ
ｕ
【”
けぃ０
●
０
「
イ
”
●
０
∽̈
い
①ヽ喘①‘Ｒ
Ｏ
・
∽
０
０
”̈
Ｆ
Ｐ００
Ｎ
ヽ
い
。ＯＮＱ
Ｎ
・

０
。一『”
く
こ
”
ユ
ｒ
ｒ
』
ω
Ｈ
‐ド

た
だ
し
、　
一
九
九
六
年

一
一
月
十
二
日
の
法
律
は
、　
一
九
九
八
年
十
月
二
十

一
日
ま
で
、
組
合
代
表
の
い
な
い
企
業
に
お
い
て
、
使
用
者
と
、　
一

定
事
項
に
つ
き
交
渉
す
る
た
め
に
一
つ
ま
た
は
複
数
の
代
表
的
組
合
か
ら
明
示
的
に
委
任
を
受
け
た
労
働
者
ま
た
は
選
出
さ
れ
た
従
業
員
代
表

と
の
間
で
集
団
的
協
定
締
結
の
た
め
の
団
体
交
渉
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
最
長
三
年
間
の
産
業
部
門
別
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
認
め

た
。
た
だ
し
、
こ
の
部
門
別
協
定
は
、
当
該
部
門
の
多
数
派
の
代
表
的
労
働
組
合
の
拒
否
権
行
使
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
使
用
者
と
選
出
さ
れ

た
従
業
員
代
表
と
の
間
の
協
定
は
、
当
該
部
門
の
労
使
委
員
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
、
代
表
的
労
働
組
合
以
外
に
団
体
交
渉
お
よ
び
労
働
協
約

締
結
権
を
認
め
る
例
外
措
置
は
、
厳
格
な
規
制
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。

０
諄
『
”
く
じ

“
『
Ｆ

Ｆ
。【
ω
Ｎ
‥Ｈ
日
・
Ｈ
①
【

，
Ｆ

Ｏ

嗜

”
メ

ヽ
”
詳

・
ｒ

Ｐ
∞
甲

日
Ｐ

”
中・ド

フ

ラ

ン

ス

に

お

け

る

集

団

的

労

使

関

係

の

国

際

化

と

国

際

労

働

関

係

法

の
展

開



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）

（７
）
ま
た
、
従
業
員
五
〇
人
未
満
の
企
業
に
お
い
て
は
、

が
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

協
約
ま
た
は
協
定
を
締
結
す
る
た
め
に
、
地
区
、
県
、
職
業
ま
た
は
、
複
数
の
職
業
に
ま
た

（０
嗜
”く
‘
“
ユ
・
Ｆ
ＰωＮ
‐ω
Ｏ
し
。

13  12  11  10  9   815  1419  18  17  16

０
↑
『
“
く
こ

”
ユ
ｒ

ｒ
■

ω
Ｎ
‐
ド
ド

０
■
『
”
く
‘

”
ユ
ｒ

ｒ
■
ω
Ｎ
‐
日
ｐ

Ｏ
卜
『
”
く
。

“
ユ
ｒ

ｒ
■

ω
Ｎ
‐
Ｎ
ド

Ｏ

ｏ
嗜
”
【
ヽ

ｒ
く
ｏ
●
‥０
＞
∪

Ｚ

。
「
ｏ
”
ｏ

「
国
Ｆ
Ｈ
∽
∽
Ｈ
同
”

ｏ
一

＞

一
“
¨
●

∽
Ｃ

り
Ｈ
Ｏ

↓

・
∪

【
ｏ
富

ヽ
“

け
【
”
′
Ｓ

【
ｒ

Ｈ
∞
ｏ

い
，

・
Ｏ
づ
お
富
こ

り
６
卜
や

０
嗜
”
く
こ
”
詳
。
ｒ
Ｈ
ω
Ｎ
‐デ

】≦

お

，
２

∪

Ｕ
∽
り
＞

Ｘ

・
Ｚ

Ｏ
”
ｏ
Ｒ

”
け
い
ｏ
●
Ｐ

ｏ
ｏ
い
く
①
Ｏ
け
¨
９

あ

①
け
，
ｏ
ｏ
ｏ
員
げ

ｏ
ｏ
【
］
ｏ
ｏ
け
い
お

・
∪

“
】
】
ｏ
が

Ｎ
①

い
，

ｂ

や

Ｑ

け
。・
フ

ヽ
０

聟

あ

れ

の

０
【
”
喘
ヽ

ｒ
く

Ｏ

Ｚ

‐
ｏ
＞

∪

Ｚ

ヽ

「
①
ｐ
●

「
Ｕ
ｒ
Ｈ
∽
∽
【
同
”

Ｑ
〕
＞

【
”
¨
●

∽
Ｃ

『
Ｈ
Ｏ

↓

・
∪

嗜
ｏ
〓

ヽ
●

嗜

”
く
”
い
Ｆ

Ｈ
∞
①

い
０
こ

０
０
わ
富
ｔ

Ｕ
６
ト
ト

①
け

９

０
・け
【
”
く
こ

”
■
】

Ｆ
■
ω
Ｈ
‐
ド

た
だ
し
、
注
の

（４
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、　
一
九
九
六
年

一
一
月
十
二
日
の
法
律
は
、　
一
九
九
八
年
十
月
二
十

一
日
ま
で
、
組
合
代
表
の
い
な
い

企
業
に
お
い
て
、
使
用
者
と
、　
一
定
事
項
に
つ
き
交
渉
す
る
た
め
に
一
つ
ま
た
は
複
数
の
代
表
的
組
合
か
ら
明
示
的
に
委
任
を
受
け
た
労
働
者
ま

た
は
選
出
さ
れ
た
従
業
員
代
表
と
の
間
で
集
団
的
協
定
締
結
の
た
め
の
団
体
交
渉
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
最
長
三
年
間
の
産
業
部
門
別
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

０
↑
『
“
く
。

”
ユ
ｒ

ｒ
■
∞
Ｎ
‐
Ｎ
‐
ド

０
」け
Ｈ
”
く
ｔ

，
■
ｒ

ｒ
■
∞
Ｎ
‐
ド

０
。言

”
メ

・
”
諄

・
Ｆ
・Ｐ
ω
甲

【
ｏ

Ｑ
”
”

・Ｈ
ω
甲

ｒ

な
お
、
労
働
協
約
に
拘
束
さ
れ
る
使
用
者
は
、
当
該
労
働
協
約
を
そ
の
適
用
さ
れ
る
事
業
所
に
お
い
て
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



（０
嗜
”
メ
ヽ
”
諄
。
ｒ
日ωい
ヽ
①け
”
。Ｈωｏ
，日し
。

（２０
）
す
な
わ
ち
、
最
も
近
い
時
期
に
行
わ
れ
た
企
業
委
員
会
の
選
挙

（企
業
委
員
会
の
選
挙
が
な
い
と
き
は
、
従
業
員
代
表
の
選
挙
）
時
に
、
有
権
者

総
数
の
過
半
数
の
票
を
得
た
代
表
的
労
働
組
合
で
、
協
約
に
署
名
し
な
か
っ
た
も
の
は
、
当
該
協
約
が
、
①
法
令
自
体
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
法
令

の
特
例
、
す
な
わ
ち
、
労
働
時
間
お
よ
び
そ
の
編
成
に
関
す
る
特
例
条
項

６
。一番
く
。ヽ

■

ｒ
。日
Ｎ
●
）
を
含
む
場
合
、
お
よ
び
、
②
職
階
別
最
低

賃
金
お
よ
び
当
該
企
業
の
賃
金
総
額
の
遵
守
の
条
件
の
下
で
、
職
業
別
協
約
ま
た
は
複
数
職
業
間
協
約
に
よ
る
賃
金
引
き
上
げ
の
適
用
態
様
に
対

す
る
特
例
条
項

（ｏ
針
”
く
。・
”
ユ
・
Ｆ
・誌
Ｎ
‐ド
し

を
含
む
場
合
、
当
該
協
約
の
署
名
か
ら
八
日
以
内
に
当
事
者
に
理
由
を
付
し
た
書
面
で
反
対
を
表

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
権
を
行
使
さ
れ
た
協
約
は
書
か
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

（０
・けご
く
。。
”
諄
・
ｒ
〓
Ｎ
‥ぶ
し
。

０
卜
『
”
く
。

”
ユ
ｒ

ｒ
』
ω
い
出

①
け

ｒ
■
ω
ｒ

ｒ

Ｏ
。け
ヽ
”
く
こ

“
ユ
ｒ

ｒ
』

∞
Ｎ
‥
９

０
卜
『
”
く
こ

”
ユ
ｒ

ｒ
■
∞
Ｎ
‥
ド

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

０
・け
『
“
く
こ

”
ユ
ｒ

ｒ
■

ω
Ｎ
‥
”

０
卜
『
”
く
こ

”
ユ
ｒ

ｒ
■
ω
Ｎ
出

メ

０
卜
『
”
く
。

“
『
ｒ

ｒ
』

ω
ω
‐
押

０
■
『
”
く
こ

”
ユ
ｒ

ｒ
』
ω
ω
‐
ド

ρ
嗜
”
く
ｃ
，
ユ
・
ｒ

Ｈ
ω
”
・ト

０
卜
『“
く
‘
，
ユ
】
Ｆ
■
ω
Ｎ
出
Ｐ

日
Ｑ
『
”
ｒ

Ｏ
・質
”
ド
・
”
詳
・
ｒ
・Ｈ
ω
甲
Ｎ
Ｐ

Ｈ
ｑ

”
Ｆ

Ｏ
卜
『”
く
こ
“
ユ
ｒ
ｒ
』
∞
Ｎ
出
Ｆ

い
ｏ
『
”
Ｆ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
一
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法
政
研
究
二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一四

０
卜
『”
く
こ
，
ユ
一
ｒ
』
ω
Ｎ
点
Ｐ

”
ｒ
Ｎ
・

ま
た
、
従
業
員
五
〇
人
未
満
の
企
業
に
お
い
て
は
、
協
約
ま
た
は
協
定
を
締
結
す
る
た
め
に
、
地
区
、
県
、
一
つ
ま
た
は
複
数
の
職
業
に
ま
た
が
っ

て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（０
嗜
”
く
・・
”
諄
，
ｒ
８
Ｎ
〓８
し
。

０
・け
『
”
く
一

”
二
】

ｒ
』

ω
Ｎ
‐
ド
ド

ｏ
葺

”
く
。」

諄

・
ｒ
・〓

釧
■

た

だ

し

、

後

の

協

約

へ

の

加

入

Ｃ

辟

・Ｐ

【
ｏ
こ

に

つ

い

て

は

、

特

別

規

定

が

あ

る

６

葺

，
メ

”
↑

Ｆ
・誌

Ｎ
も

Ｂ

ｒ

誌

Ｎ
‐
日

し

。

０
卜
『
”
く
こ

”
ユ
）

ｒ
』

ω
釧
‐
ド

０
”脇
。３
９
８
ビ
〓
無
８
能
ヽ
国
ュ
】こ
く
ｋ
。
い
。お
や
な
お
、　
一
つ
の
事
業
所
に
複
数
の
経
済
活
動
が
存
在
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
主
た
る
経
済

活
動
に
よ
り
、
適
用
さ
れ
る
部
門
別
協
約
が
決
定
さ
れ
、　
一
つ
の
事
業
所
に
複
数
の
協
約
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
６
”協
。８
９
ｏ
０
９
・８
８
・

ＨＣ
ｐ
Ｈ＼Ｏｐ
い
。卜Ｐ
日０
」●
Ｆ
い０∞が
”
●
Ｆ
く
ヽ
Ｌ
ｏｏｒ
Ｈ日
一Ｌ
●
ＨＯ∞が
”
・り
・∪
ぁ
・日０∞ヽ
も
。卜ｏ【し

（
３８
）

０
。オ
“
メ
・
”
諄
・
ｒ
・〓
ω
学
Ｈ
”

（
３９
）

０
”
協
・ｏ
ｏ
９

∞
』●
いい

Ｈ
ｏ
∞
Ｐ

Ｕ
口
一ｒ
ａ
メ
く
・
●
。い
Ｎ
ｏ

埜
寸
。

（
４０
）

０
・嗜
“
メ
・
”
詳
・
ｒ
，Ｈ
ω
甲
Ｈ
Ｐ

（
４．
）

Ｏ
ｏ嗜
”
メ
ヽ
“
ユ
・
Ｆ
・Ｈ
ω
Ｎ
‥Ｎ
ド

（
４２
）

０
・嗜
“
メ
ヽ
”
諄
。
ｒ
・い
ω
甲
ｒ

（
４３
）

０
。オ
”
メ
・
”
諄
・
Ｆ
Ｈ̈
ω
ｏ
‐ド

（
４４
）

０
・言
”
メ
ヽ
”
詳
・
Ｆ
』
ω
Ｙ
Ｎ
Ｐ

Ｈ
①
【
，
デ

（
４５
）

Ｏ
ｐ
・”
『
０
い
く
Ｏ
Ｚ
あ
ド
詢
Ｚ
。
「
ｏ
ｐ
●
「
Ｕ
ｒ
】∽
∽
Ｈ同
”

Ｒ

＞
Ｆ
Ｆ

∽
Ｃ
”
Ｈ
Ｏ
↓
ヽ
∪
『
２
い
０
口
言
”
く
Ｌ
ｒ
Ｈ
∞
ｏ
ｏ
，
ヽ
ｏ
●
・魚
Ｆ

り
・０
∞
Ｈ
３

の
Ｌ
≦
お
，
２

∪
国
∽
り
＞
Ｘ
ヽ

】４
０
ｍ
ｏ
ｏ
』“
け
【０
５
ｏ
・
０
０
い
く
０
●
け【０
５
わ
ｏ
一
，
０
０
０
『
０
０
０
０
〓
０
０
い
』出
の
・
Ｈ
），
】【Ｏ
い
。
Ｎ
０
０
０
・
０
０
・０
計̈
Ｊ
づ
・Ｈ
Ｏ
ω
①
一
０
・

33  3237  36  35  34



（４６
）
０
い
『“
」ヽ

ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‥ｏ
＞
Ｕ
Ｚ
・
】
①
”
●
り
同
Ｆ
【∽
∽
ＨＵ
”
①
け
＞
】ユ
●
∽
Ｃ
「
】〇
↓
・
Ｕ
【ｏ
■
ヽ
●
嗜
”
く
，
Ｆ

〓∞①
い
，
・
ｏ
，
ａ
け。
つ
ヽ
Ｈｒ

（４７
）
０
。嗜
“
メ
・
”
諄
，
い
。いω，
９

（４８
）
０
嗜̈
”
メ
・
“
諄
・
Ｆ
。日ω｝
，

（４９
）
０
・嗜
“
メ
・
”
ユ
・
Ｆ
・Ｈω
”
Ｆ
日ｑ

ｐ
ｒ

（５０
）
具
体
的
に
は
、
拡
張
手
続
は
、
当
該
部
門
別
労
働
協
約
を
締
結
し
た
委
員
会
を
構
成
す
る
代
表
的
労
働
組
合
も
し
く
は
使
用
者
団
体
の
要
求
、
ま

た
は
、
労
働
大
臣
自
身
の
発
議
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
利
害
関
係
を
有
す
る
団
体
お
よ
び
個
人
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
持
つ
よ
う
、

拡
張
に
関
す
る
告
示
が
官
報
に
公
表
さ
れ
る
。
労
働
大
臣
は
、
使
用
者
団
体
お
よ
び
代
表
的
労
働
組
合
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
団
体
交
渉
全
国
委
員

会
に
諮
問
し
て
そ
の
意
見
を
聞
い
た
後
、
拡
張
の
決
定
を
行
う

（ｏ
。一曰
く
。ヽ
，
ュ
・
ｒ
Ｈ田
あ
８

，
）
。
な
お
、
労
働
大
臣
は
、
協
約
の
全
部
を
拡
張

適
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
行
法
令
に
抵
触
す
る
協
約
の
条
項
お
よ
び
当
該
協
約
の
適
用
範
囲
に
あ
る
産
業
部

ヽ
　

門
の
現
状
に
適
合
し
な
い
条
項
を
拡
張
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る

（０
嗜
”
く
。・
，
ユ
・
ｒ
い田
■

２
卜
）。

（５．
）
０
・質
”
メ
・
”
〓
・
Ｆ
・ドω
ω
‥，
日①『
“
ｒ

（５２
）
０
・■
，
メ
ヽ
”
ユ
・
Ｆ
・Ｈ∞｝
∞
ｏ一
ｐ

（５３
）
０
・嗜
，
メ
・
“
ユ
・
ｒ
・Ｈω
｝
Ｈ９

（５４
）
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
拡
大
適
用
し
よ
う
と
す
る
特
定
の
産
業
部
門
ま
た
は
地
域
に
お
い
て
、
部
門
別
協
約
の
付
属
協
定
が
少
な
く
と
も
五
年
間

締
結
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
部
門
別
協
約
が
存
在
し
な
い
な
ど
、
労
働
組
合
ま
た
は
使
用
者
団
体
の
欠
如
ま
た
は
義
務
過
怠
に
よ
り
、
労
働

協
約
の
締
結
が
長
期
的
に
不
可
能
な
状
態
に
あ
る
こ
と

（０
。けＳ
Ｆ

“
詳
・
Ｆ
【田
‐馬

ｏ一
ｒ
日田
‐お
し
、
第
二
に
、
拡
大
の
対
象
と
な
る
地
域
は
、

拡
大
さ
れ
る
労
働
協
約
の
当
初
の
適
用
範
囲
で
あ
る
地
域
と
類
似
の
経
済
的
諸
条
件
に
あ
り
、
拡
大
対
象
と
な
る
職
業
部
門
は
、
拡
大
さ
れ
る
労

働
協
約
の
当
初
の
適
用
範
囲
で
あ
る
職
業
部
門
と
雇
用
条
件
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
拡
大
の
対
象
と
な
る
協
約
が
複
数
職
業
間
協
約
で

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一五



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一六

あ
る
場
合
は
、
そ
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
な
い
部
門
で
あ
る
こ
と

（９
嗜
”
く
・・
鶴
”
Ｆ
・〓
ω
‐に
し
、
等
で
あ
る
。

（５５
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
使
関
係
の
国
際
化
と
団
体
交
渉
、
労
働
協
約
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
〇
や
ミ
鮎

ｒ
く
ｏ
Ｚ
あ
≧
ｏ
Ｚ

①け

＞
ユ
ｏ
】●
①

ｒ
く
Ｏ
Ｚ
〓０
＞
ｕ
Ｚ
ヽ
Ｕ
Ｈ
ｏ
〓

ｏ
ｏ
２
，
】
い●
け曾
百
“
けいｏ
●
”
【
①
け
ｏ
」
【
Ｏ
も
０
０
日
ヽ
∞
①
Ｏ
ｅ
，
Ｏ
や
ａ
け
ｄ
や
ｏ
ω
①
け
，
一
〇
Ｑ
『
”
『
Ｏ
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐０
＞
ｕ
Ｚ
・
Ｆ
ｏ
ｏ
【
ｏ
一，
一̈
９
あ

ヽ
①

計
『
“
く
，
日

●̈
けｏ
目
ｐ
“
一いＯ
●
ｐ
ｒ
Ж
ｒ
ｏ
ｏ
・ｏ
【ｒ
ヽ
り
・Ｈ
卜
∞
①
け
り
」
「
い０
コ
「Ｏ
〕四
∩
肖
）
ロ
ロ
見
“
Ｐ

ｒ
，
Ｏ
ｏ
●
く
ｏ
●
け】Ｏ
●
Ｏ
ｏ
〓
０
０
い
一く
の
Ｏ
①
け『
“
く
”
〓
ｏ
●
０
■
０
いけ
【●
けｏ
コ
ｐ
”
けい〇
●
ｐ
ｒ

ｏ
り
ｂ
〓
ふ
り
，
【̈【づ
り
０
０
０
Ｃ
”
∽
Ｈ同
”
・
Ｏ
ｏ
●
喘
【津
０
●
ｏ
【Ｏ
お

ｏ
●
●
『
ｏ
〓

Ｏ
Ｃ
言
・”
く
”
】ｒ
ｏ
り
ｂ
〓
‘
い
。卜
ｐ
〕
『

Ｑ̈
Ｒ
①
”
〇
∪
Ｈ国
卿
∪
・
０
９
■
嵐
け∽
Ｏ
①
【ｏ
お

①
●
０
「ｏ
〓

饂
‘

嗜
”
‘ヽ
ユ
Ｆ

ｏ
フ
２
け
・・
●
。Ｎ
ω

鮮

９

２

乳
ト
ト

①
け
ｐ

一
＞
●
一
ａ
●
ｏ

ｒ
く
ｏ
ｚ
‐ｏ
＞
同
Ｚ
・
Ｆ
”

●
Ｐ
ち
魚
”
け
ざ
●

ｏ
ｏ
一ド
ｏ
け
中く
①

ヽ
営
あ

の
ｏ
∽

８
日
Ｑ
あ
一．Ｑ
あ

【口
け
ｏ
い
口
”
計
一
〇
●
“
】
①
の
。
Ｏ
●
・０
【
一
∴

〕
①
”
●

］ロ
ロ
）「
男
誦
蜜
Ｎ
・
ｒ
”

】
ｏ
【
”
り
ｏ
〓
０
”
げ
【
①

”
●

０
０
●
け
【
”
け
Ｏ
①

一
【
”
く
”
¨
】
Ｆ
】
け
０
”
口
，
一
¨
Ｏ
●
“
【
“
一．●
嘱
中
の
り
『
口
Ｏ
①
●
Ｏ
ｏ

」
０
０
０
●
一
①
ヽ
０
０
・

ｏ
【ｒ
¨
ｒ
”
】ｏ
い
”
ｏ
づ
〓
０
，
げ
【０
”
口
】】０
０
●
０
ｏ̈
員
Ｆｏ
い
け
０
●
づ
ｏ
■
０
０
●
●
０
】
●
”
く
一”
”
●
け
Ｏ
①
ｏ
０
０
●
ｐ●
”
¨
●
鸞
Ж
〕
，
０
■
ｏ̈
●
●
Ω
Ｐ

Ｏ
●
・０
】ｒ
一
ｒ
”
【ｏ
一
”
ｕ
づ
〓
０
”
ぴ
一０
”
ロ

′
ｏ
ｏ
●
嗜

“
け

Ｏ
①

計
Ｈ
ｐ
く
“
〓

口
”
●
０

【
０
０

■
０
【
”
け
【
Ｏ
Ｂ
わ

【
●
け
０
ヽ
口
”
け
【
Ｏ
●
”
【
①
∽
ヽ
Ｏ
り
。Ｏ
【
”

〕
「

中
ｏ
『
『
①

」′
ｒ

『
哺
α
〕
∪

の
ご

Ｈ
●
け
ｏ
コ
ｐ
”
け
【
Ｏ
ｐ
”
〓
∽
”
け
】
Ｏ
い

Ｏ
①

】
、①
い
け
ヽ
①
ｏ
『
ぃ
Ｏ
①

Ｏ
ぃ

『
”
り
Ｏ
Ｏ
】呂
ｏ
０
０
【】ｏ
ｏ
Ｌ
い
の
Ｏ
ｏ
言
●
く
”
】ｒ
ｏ
づ
。ｏ
〓
‘
づ
・卜
ω
ニ
リ
』
”
口
『
】０
０
０
０
口
一Ｕ
Ｚ
。
Ｏ
Ｈ
●
『
①
』●
Ｌ
Ｏ
いＯ
Ｌ
①
中●
粛
当
日
”
Ｌ
Ｏ
●
”
【
Ｏ
①
曽
・”
く
，
【Ｆ
ｏ
り
。０
い”
，
ｏ
■
”
〕
句
ド
・

『
”
＞
Ｚ
Ｏ
Ｕ
∽
０
＞
因
自∽
ヽ
ｒ
ｏ
お
ら
、”●
●
】お
”
け̈
ｏ●
　
ヨ̈
巨
ふ
ヽ
【”けｏ
ｏ一
ｅ
８
〓
●
ｃ
嗜
”く
，いｒ
ｏｐ
Ｒ
けれ
０
０
「”『ヽ

ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐ｏ
＞
詢
Ｚ
・
ｒ
”
ｏｏ●
く
０い
け】Ｏ●

ｏｏ中】８
一̈
く
ｏ
Ｏ
①
質
磐
ユ
】
ｏ●
や
ｏ
〓
【詳
①ヨ
”計【ｏ●
Ｌ
「
いく
ｐ
ｏＯ
Ｌ
ｒ
等
参
照
。

（５６
）
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
欧
州
連
合
に
お
い
て
統

一
さ
れ
た
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
規
則
に
つ
い
て
は
、
前
述
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・欧
州
連
合

（Ｅ

Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」
一
五
三
頁
以
下
参
照
。

（５７
）
国
際
労
働
契
約
の
適
用
法
決
定
は
国
際
私
法
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
国
際
規
範
に
よ
り
統

一
さ
れ
て
い
る
場
合
を
の
ぞ
き
、
各
国
が
そ
の
国
内
法

と
し
て
決
定
規
則
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
国
の
裁
判
所
が
管
轄
を
有
す
る
か
に
よ
り
、
そ
の
決
定
規
則
も
異
な
り
、
結
論
も
異
な
り
う

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
国
際
労
働
契
約
に
つ
き
、
ど
の
国
が
裁
判
管
轄
を
有
す
る
か
と
い
う
裁
判
管
轄
決
定
規
則
が
重
要
と

な
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
裁
判
管
轄
規
則
、
お
よ
び
、
欧
州
連
合
に
お
い
て
統

一
さ
れ
て
い
る
国
際
裁
判
管
轄
規
則
に
つ
い
て
は
、
前
述
拙
稿
「
フ



ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
裁
判
管
轄
―
」
二
五
九
頁
以
下
参
照
。

（５８
）

一
九
九

一
年
以
前
に
受
理
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
学
説
と
判
例
理
論
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
労
働
契
約
適
用
法
決
定
規
則
が
適
用
さ

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
述
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
＝
」

一
五
八
頁
以
下
参
照
。

（ｍ
じ
　
ｏ
ｏ
●
く
ｏ●
け̈
０
●
●
０
】″
ｏ
●
ｐ０
０●
Ｈ
】“
一０
【
“
づ
づ
〓
０
，
σ
【①
，
ｄ
】
一
〇
げ
〓
”
”
由
Ｏ
ｂ●
ｏ
ｏ
●
けヽ
“
０一●
０
〓
００
０
」
い０
』●
●̈
】０一
０
。
「
６
Ｘ
】
円
●
。ｒ
。い
Ｏｏ
Ｏ
Ｃ
０
０
０”
い０
∞ｏ
・

（
６０
）

，
詳
ｏＰ

ｏ
”
嗜
”
。ｒ

（
６．
）

”
諄
・ｐ

ｏ
”
ヽ
”
。ド

（
６２
）

”
ユ
。Ｐ

り
，
『
”
・Ｆ
２

，
■
・ド

（
６３
）

”
諄
・Ｈ
９

（
６４
）

０
９

曽
こ

い
く
Ｏ
Ｚ
（
ド
購
Ｚ
・
ｒ
ｏ
の
お
い，
由
９
５

０
①
嗜
”
く
Ｌ
【
ざ
焉
通
】”
い
ざ
●
ユ
ｏ
Ｐ

ｏ
ｐ
ａ
ｒ

●
・ド
ｏ
ド

■
ｏ
，

（
６５
）

０
９
巴
‘

Ｆ
く
Ｏ
Ｚ
〓０
＞
”
Ｚ
・
Ｆ
８

■
２
”
Ｌ
９
‘

熟
ｏ
嗜
”
く
Ｌ
【
い二
Ｑ
ざ
“
けざ
景
Ｐげ
Ｐ

ｏ
ｐ
Ｒ
Ｆ

ｕ
・ｏ
Ｎ

い
。Ｈ
Ｈ
９

（
６６
）

０
・■
，
メ
・
“
諄
・
Ｆ
・Ｈ
ω
ｕ
・ド

（
６７
）

０
・■
，
メ
・
，
ユ
・
ｒ
・Ｈ
ω
｝
Ｐ

Ｈ
ｑ

“
ｒ

（
６８
）

０
。■
，
メ
・
”
諄
・
Ｆ
・Ｈ
ω
学
Ｈ
９

（
６９
）

０
。嗜
，
メ
・
”
詳
・
ｒ
・Ｈ
ω
ｕ
〓ド

（
７０
）

「
Ｏ

Ｎ
Ｈ
Ｑ
０
９

い
０
０
Ｐ

Ｏ
・オ
，
メ
・
”
詳

い
。ω
卜
Ｈ
ふ
・

（７．
）
同
法
に
つ
い
て
は
、
前
述
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
＝
」
二
二

一
頁
以
下
参
照
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係

の
国
際
化

と
国
際
労
働
関
係
法

の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一七



（
７２
）

75  74  73二
　
集
団
的
労
使
紛
争

本
項
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
後
述
の
論
点
に
関
わ
る
点
を
中
心
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
集
団
的
労
使
紛
争
法
制
の
概
略

（Ａ
）
を
説
明
し
、

次
に
、
労
使
関
係
の
国
際
化
が
提
起
す
る
論
点

（Ｂ
）
を
検
討
す
る
。

Ａ
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
紛
争
法
制

法
政
研
究
二
巻
三

・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一八

∪
】ヽ
ｏ
簿
【コお

り０
＼『
Ｈ＼
０
国
Ｏ
Ｌ
「
”
【一ｏ
８
ｏ【詳
①電
ｏ
り
や
浄
３

ａ百
Ｏ
ｏ
３
ｏ
●
２
５
円０
口
０９
Ｈｏ
Ｏｏ
ｏ
９
８
ｏ日
”
ュ

Ｆ
Ｏ
営
費
浄
①ヨ
①●
一
熱
〕
嗜
”
く
”
一】【ｏ●
鵬

Ｒ
出８
ざ
い
０
”
３

お
ｏ
”
や
ｏ
３
３
ｏ
■
①のけ”
け】ｏ
い
Ｏ
①
８
コ
お
８
Ｌ
ｏ
ｏ
国
●
。
ｒ
日ミ
い
０
●
ピ
言
日
、Ｌ
８
ド
同
指
令
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
指
令
案
段

階
の
記
述
で
あ
る
が
、
前
述
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」
二

二
三
頁
以
下
参
照
。

０
”
毀
りあ
ｏ
ｏ
・
∞
０
０■
Ｈ００
ｏ
・
”
①く
。ｏ
■】け・∪
】「
日０
「
ｏ
ヽ
づ
・０∞
卜
〕
ω
Ｈ
Ｓｐ”
【
日０
「Ｎ
ヽ
「
・０
・り
。『ω
ヽ
い
０
・０
・ロ
ト
ωヽ
Ｈド

の
■
『”
く
こ
”
ュ
ｒ
ｒ
■
ω
釧
‐ド

た
だ
し
、
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
い
て
は
、
国
際
ン
ベ
ル
に
お
け
る
労
使
自
治
を
推
進
す
る
た
め
の
政
策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、　
一
九
九
二
年

二
月
七
日
の
社
会
政
策
協
定
に
よ
り
、　
一
定
の
要
件
の
も
と
で
、
国
際
労
働
協
約
を
Ｅ
Ｕ
法
化
す
る
形
で
そ
の
法
的
効
力
を
担
保
す
る
こ
と
も
可

能
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
欧
州
連
合
に
お
け
る
国
際
集
団
的
労
使
関
係
法
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
紛
争

（８
ａ
【お
８
【【８
けいお
き

けＳ
く
”
じ

に
関
す
る
法
（襲
は
、
「同
盟
罷
業
を
行
う
権
利

（キ
ｏ
片
Ｑ
①

電
０お

こ

に
関
す
る
立
法
、
判
例
、
お
よ
び
学
説
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
一
九
四
六
年
第
四
共
和
国
憲
法
は
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
、
「同
盟
罷
業
を
行
う
権
利
は
、
こ
れ
を
規
制
す
る
法
律
の
枠
内
に

お
い
て
行
使
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
労
働
権
、
労
働
組
合
権
、
お
よ
び
、
企
業

へ
の
参
加
権
と
と
と
も
に
、
同
盟
罷
業
を
行
う
権
利
を
保
障

し
て
い
る
。

フ

（ラレ
ス
に
お
い
て
は
、
こ
の
同
盟
罷
業
権
は
、
集
団
的
に
行
使
さ
れ
る
が
、
個
々
の
労
働
者
に
属
す
る
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
個
人
的
権

利
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

集
団
的
労
使
紛
争
に
関
し
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
公
務
員
お
よ
び
公
務
部
門
の
労
働
者
に
関
す
る
特
別
舞
謹
を
除
き
、
同
盟
罷
業
権
、

ま
た
は
、
争
議
行
為
を

一
般
的
に
規
制
す
る
法
律
は
存
在
せ
ず
、
私
的
部
門
に
つ
い
て
は
、
法
律
は
い
く
つ
か
の
原
則
を
規
定
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
二
月
十

一
日
の
法
律
第
二
〇
伍
号
第
四
条
は
、
「同
盟
罷
業
は
、
労
働
者
の
責
に
帰
す
べ
き
重
い
非
行

含
”
暉
お
ざ
民
ヽ
こ

の
あ
る
場
合
を
除
き
、
労
働
契
約
を
切
断
し
な
（祀
」
と
定
め
、
同
盟
罷
業
の
労
働
契
約
へ
の
影
響
に
つ
い
て
契
約
停
止
説

を
採
用
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
他
方
、
同
盟
罷
業
権
を
行
使
し
た
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、　
一
九
七
八
年
七
月
七
日
の
法

律
第

（
七
塩
三
号
は
、
同
盟
罷
業
権
の
行
使
は
、
使
用
者
が
報
酬
お
よ
び
社
会
的
利
益
に
関
し
て
差
別
的
措
置
を
取
る
契
機
と
な
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
、　
一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
の
法
律
第
七
七
二
号
は
、
労
働
者
は
、
同
盟
罷
業
権
の
正
当
な
行
使
を
理
由
と
し
て
制
裁
を
受
け
た

］動時ぃ
，効れ“榊裁』貯ｒ畔御」“「新喘「『痢一局」〓臓〓』はど籠い刊商い薪『「臓「はい醐勧』ビはい師彗峰け卸

働
緒
靴
代
替
す
る
た
め
に
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
に
よ
り
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
お
よ
び
派
遣
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ

て

い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

一
二
九



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

し
た
が

っ
て
、
同
盟
罷
業
の
定
義
、
そ
の
適
法
性
、
そ
の
法
的
効
果
等
を
初
め
と
す
る
集
団
的
労
使
紛
争
の
法
理
に
つ
い
て
は
、
判
例
お

よ
び
学
説
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

以
下
に
お
い
て
は
、
特
に
、
同
盟
罷
業
の
定
義

（１
）、
同
盟
罷
業
の
適
法
性

（２
）、
お
よ
び
、
同
盟
罷
業
の
労
働
契
約

へ
の
法
的
効
果

（３
）
に
つ
い
て
、
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
同
盟
罷
業
の
定
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

軋

州
理

の （湖
誠

」
叫

絨

舞

魏

鉤

冬

鰐

弓

、笏

鼈

祠

、鵠

脚
鱒

繊
躍

「
〔
痙

一
鮮

紳
雌
力

の
三
つ
の
基
準
に
よ
り
、
当
該
行
為
が
同
盟
罷
業
で
あ
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
て
い
る
。
同
盟
罷
業
に
該
当
す
る
行
為
は
原
則
と
し
て
適
法

で
あ
る
が
、
該
当
し
な
い
行
為
は
、
同
盟
罷
業
権
の
行
使
と
は
み
な
さ
れ
な
い
、
違
法
な
行
動
（日
ｏヨ
①日
のュ
〓
［０̈
けこ
と
い
う
こ
と
に
な

アつ。第
一
の
労
働
の
中
断
と
い
う
要
件
に
つ
き
、
中
断
の
期
間
、
形
態
、
時
期
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
警
告
ス
ト

（鳴
０お
∽

”
く
ｏユ
【ののｏ日
０ュ
）、
短
時
間
の
繰
り
返
さ
れ
る
ス
ト

貧
９
８
く
”
”
８
８
０
いけいじ
、
指
名
部
分
ス
ト

（血
栓
ス
ト
）
（唄
０く
３
ぴ
ｏ●
ｏ，
ｏ
じ
、
労

働
者
が
グ
ル
ー
プ
毎
に
波
状
的
に
労
働
を
中
断
す
る
波
状
ス
ト

（鳴
０く
８
ざ
長
●
”ュ
８
）
等
も
、
同
盟
罷
業
の
定
義
に
該
当
す
る
。
予
告
の

な
い
抜
き
打
ち
ス
ト
，（鳴
？
３
の１
「
中ｏｏじ
も
、
労
働
者
が
使
用
者
に
よ
り
そ
の
要
求
が
拒
否
さ
れ
た
と
認
識
さ
れ
る
限
り
で
適
法
で
あ
る
。

ま
た
、
職
場
占
拠

（８
８
０
“
け】ｏ
●
８
■
８
”
口
ｘ
８

け８
く
”
じ

を
伴
う
ス
ト
、
ピ
ヶ
ッ
テ
イ
ン
グ
を
伴
う
ス
ト
も
、
ス
ト
不
参
加
者
の
労
働

の
自
由
を
侵
害
せ
ず
、
企
業
の
操
業
を
侵
害
し
な
い
限
り
は
適
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、
怠
業

（鴨
０く
８
り
ｑ
【８
ｏ
は
、
労
働
の
完
全
な
中
断

で
は
な
く
、
生
産
能
率
を
落
と
し
た
ま
た
は
意
図
的
に
不
完
全
な
状
態
で
の
労
務
の
遂
行
で
あ
り
、
同
盟
罷
業
に
は
該
当
し
な
い
と
判
例
は



（９
）

判
断
し
て
い
る
。

第
二
の
、
同
盟
に
よ
る
中
断
と
い
う
要
件
か
ら
、
集
団
的
労
働
の
中
断
が
要
求
さ
れ
る
が
、
そ
の
参
加
最
低
人
数
等
の
制
限
は
な
く
、
複

数
で
足
り
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
の
要
求
実
現
の
た
め
誡
サ
働
者
共
通
の
意
思
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
組
合
の
関

与
は
必
要
で
は
な
く
、
山
猫
ス
ト

（鴨
０く
８

８
冒
”ｍ
ｏｃ

も
適
法
で
あ
る
。

第
二
の
職
業
上
の
要
求
の
実
現
と
い
う
要
件
か
ら
、
公
権
力
の
決
定
に
対
す
る
抗
議
で
あ
る
純
粋
な
政
治
ス
ト
（鳴
７
８
り
ｏ
澤
】ｆ
ｏ３
は
、

同
盟
罷
業
の
定
義
に
は
該
当
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
的
職
業
的
秩
序
に
関
す
る
具
体
的
要
求
も
掲
げ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
し
も

政
治
ス
ト
で
は
な
い
と
破
毀
院
は
判
断
し
て
は
裂
。
ま
た
ヽ
連
帯
ス
ト

（鴨
０く
３
８

８
【【Ｑ
ミ
い”ｅ

の
場
合
、
企
業
内
の
他
の
労
働
者
を
支

援
す
る
と
き
は
、
従
業
員
全
体
に
関
連
す
る
よ
う
な
集
団
的
利
益
に
関
係
す
る
要
求
に
つ
い
て
は
、
判
例
は
こ
れ
を
適
法
と
し
て
は
濯
。
ま

た
、
他
企
業
の
労
働
者
を
支
援
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
共
通
の
労
働
条
件
や
全
て
の
労
働
者
に
共
通
す
る
利
益
、
例
え
ば
、
そ
の
支
援
を

通
じ
て
の
労
働
条
件
の
向
上
や
労
働
組
合
権
の
擁
護
を
目
的
と
す
る
場
合
は
、
適
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

２
　
同
盟
罷
業
の
適
法
性

同
盟
罷
業
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
公
共
部
門
を
除
き
法
規
制
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
判
例
は
、
同
盟
罷
業
権
の
適
切
な
行
使

↑
ｘ
ｑ
ｏ】８
●
Ｒ
日
“
じ
と
い
う
限
定
を
付
し
、
当
該
同
盟
罷
業
が
、
企
業
の
重

大
な
混
乱

（鮎
０８
配
“
●
８̈
けいｏ
●
０
２
．のユ
お
「
いのこ

を
引
き
起
こ
す
か
ま
た
は
引
き
起
こ
す
危
険
性
の
あ
る
場
合
等
は
、
こ
れ
を
同
盟
罷
業

権
の
濫
用

含
、“
ぴ
易

計

キ
ｏ
いけ
Ｏ
①
鳴
ｏく
こ

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
波
状
ス
ト
、
短
時
間
の
繰
り
返
さ
れ
る
ス
ト
等
は
、

場
合
に
よ
り
権
利
濫
用
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
な
饗
。

ま
た
、
同
盟
罷
業
中
の
暴
行
、
暴
力
行
為
、
障
害
、
器
物
破
損
、
安
全
装
置
保
障
の
拒
否
、
労
働
の
自
由
の
侵
害
↑
ユ
お
く
①
ツ
Ｆ
【】ぴ
①『８

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



法
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巻
三
・
四
号
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一
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八
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一
四
二

２

■
”
く
“
じ
等
の
行
為
で
使
用
者
ま
た
は
企
業
を
害
す
る
意
図
が
存
在
す
る
永
響
は
、
こ
れ
は
、
当
該
労
働
者
個
人
の
、
労
働
法
典
Ｌ
第
五

（・５
）

一
三

―

一
条
に
い
う
重
い
非
行
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
　
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果

前
述
の
よ
う
に
、
同
盟
罷
業
権
の
適
法
な
行
使
の
場
合
は
、
そ
の
期
間
中
の
労
働
契
約
は
停
止
（Ｗ
、
使
用
者
に
よ
る
当
該
労
働
者
の
制
裁
、

解
雇
は
全
て
無
効
で
私
♂
。
契
約
停
止
の
効
果
と
し
て
、
罷
業
参
加
者
は
そ
の
中
断
さ
れ
た
労
働
時
間
に
対
応
す
る
賃
金
請
求
権
を
失
う
が
、

そ
れ
以
外
の
報
酬
、
社
会
的
利
益
に
つ
い
て
差
別
的
取
扱
い
を
受
け
な（潤
。
契
約
停
止
期
間
は
勤
続
年
数
に
参
入
さ
れ
、
ま
た
、
同
期
間
中

は
、
労
働
契
約
に
伴
う
社
会
的
利
益

（社
宅
な
ど
福
利
厚
生
等
）、
社
会
保
険
の
被
保
険
者
と
し
て
の
資
格
を
保
持
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

（・９
）

同
期
間
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
労
働
災
害

・
通
勤
災
害
は
適
用
さ
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
、
労
働
者
は
、
制
裁
を
受
け
、
ま
た
は
、
解
雇
さ
れ
う
（♂
”
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
同
盟
罷
業
の

定
義
に
該
当
し
な
い
労
働
の
中
断
は
職
業
上
の
非
行

貧
“
二
ｏ
「
ｏ
喘①ののご
目
①【中こ

と
判
断
さ
れ
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
、
制
裁
を
受
け
、
あ

る
い
は
解
一雇
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

ま
た
、
第
二
に
、
同
盟
罷
業
権
の
濫
用
は
、
重
い
非
行
ま
た
は
重
大
な
非
行

含
”
算
①
鴨
ミ
こ

と
判
断
さ
れ
、
予
告
期
間
も
螂
晦
手
当
の

支
払
も
要
し
な
い
解
雇
を
正
当
化
す
る
事
由
と
な
り
う
る
。
た
だ
し
そ
の
場
合
も
個
別
的
理
由
に
基
づ
く
解
雇
に
要
求
さ
れ
る
手
続
を
要
す

２つ
。ま

た
、
第
二
に
、
同
盟
罷
業
中
に
個
別
労
働
者
が
前
述
の
ょ
う
な
重
い
非
行
に
該
当
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
も
同
様
に
、
使
用
者
は
予

告
期
間
も
解
一屋
手
当
も
要
し
な
い
解
雇
を
正
当
化
し
う
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
同
様
に
、
個
別
的
理
由
に
基
づ
く
解
雇
に
要
求
さ
れ
る

手
続
を
要
す
る
。



Ｂ
　
国
際
化
と
集
団
的
労
使
紛
争

労
使
関
係
の
国
際
化
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
集
団
的
労
使
紛
争
法
制
に
提
起
す
る
課
題
は
、
当
該
集
団
的
労
使
紛
争
が

一
国
内
に
お
い
て
発
生

す
る
場
合
と
、
複
数
国
に
ま
た
が
っ
て
発
生
す
る
場
合
に
分
け
て
考
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
国
際
労
働
関
係

に
お
け
る
国
内
集
団
的
労
使
紛
争

（１
）、
第
二
に
、
国
際
集
団
的
労
使
紛
争

（２
）、
が
提
起
す
る
課
題
を
順
に
検
討
す（認
。

１
　
国
際
労
働
瀾
係
と
国
内
集
国
的
労
使
紛
争

集
団
的
労
使
紛
争
が
、
一
国
内
で
発
生
す
る
い
わ
ゆ
る
国
内
集
団
的
労
使
紛
争
で
あ
っ
て
も
、
国
際
労
働
関
係
の
中
で
問
題
と
な
る
場
合
、

た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
雇
用
さ
れ
、
外
国
の
事
業
所
で
労
務
を
提
供
し
て
い
る
労
働
者
が
当
該
地
で
労
務
の
中
断
な
ど
の
集
団
的
行

動
に
参
加
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
外
国
企
業
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
で
集
団
的
行
動
に
参
加
す
る
場
合
、
当

該
争
議
行
為
の
適
法
性
、
お
よ
び
、
国
際
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
一
国
内
に
お
い
て
集
団
的
労
使
紛
争
が
発
生
し
、
国
際
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
が
こ
れ
に
参
加
し
た
場
合
、
第

一
に
、

当
該
労
働
者
の
行
為
の
適
法
性
判
断

（Ａ
）、
第
二
に
、
当
該
行
為
の
国
際
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果

（Ｂ
）、
の
二
点
に
つ
い
て
順
に
検
討

す
る
こ
と
に
す
る
。

（Ａ
）
争
議
行
為
の
法
的
評
価

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
集
団
的
労
使
紛
争
に
関
す
る
法
制
は
、
い
わ
ゆ
る
介
入
規
範
で
あ
り
、
各
国
国
内
法
が
そ
の
領
土
に
お
い
て
は

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



法
政
研
究
二
巻
三
ｏ
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四

他
国
の
法
を
排
し
て
適
用
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
争
議
行
為
の
適
法
性
と
そ
の
法
的
効
果
は
、

集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
国
の
法
に
よ
り
判
断
さ
れ
（♂
。
具
体
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
二
雇
用
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
で
あ
っ
て
も
、

外
国
の
事
業
所
で
参
加
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
適
法
性
は
、
当
該
国
の
法
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
、
外
国
企
業
に
雇
用
さ
れ
た
外
国
人
で
あ
っ
て

も
、
フ
ラ
ン
ス
で
参
加
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
適
法
性
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
当
該
地
国
の
法
が
、
同
盟
罷
業
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
同
盟
罷
業
権
が
保
障
さ
れ
て
い

な
い
と
き
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
法
廷
地
で
あ
る
場
合
、
基
本
的
人
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
際
私
法
上
の
公
序
」
膠
に
基
づ
き
、
当
該

国
の
法
の
適
用
を
排
除
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
の
推
誰
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
ま
で

破
毀
院
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
っ
て
い
な
（商
。

（Ｂ
）
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果

し
か
し
な
が
ら
、
争
議
行
為
の
適
法
性
判
断
は
、
発
生
地
国
の
法
に
よ
る
と
し
て
も
、
争
議
行
為
の
個
別
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
に
つ

い
て
も
発
生
地
国
の
法
を
適
用
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
当
該
国
際
労
働
契
約
の
準
拠
法
は
、
必
ず
し
も
集
団
的
労
使

紛
争
発
生
地
国
の
法
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
契
約
準
拠
法
を
適
用
す
る
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（１
）
契
約
準
拠
法
と
労
使
紛
争
発
生
地
法
と
の
乖
離

（２７
）

す
で
に
別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、　
一
九
九

一
年
に
、　
一
九
八
〇
年
六
月

一
九
日
の
契
約
債
権
の
適
用

（２８
）

法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
が
発
効
す
る
以
前
は
、
安
定
的
に
契
約
を
履
行
す
る
労
務
給
付
地
法
を
労
働
者
に
最
低
限
の
社
会
的
保
護
を
保
障



す
る
公
序
の
法
と
し
て
契
約
準
拠
法
と
し
、
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
限
り
に
お
い
て
、
当
事
者
選
択
法
を
当
該
契
約
に
適
用
し
て
い

た
。
な
お
、　
一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合
は
、
送
り
出
し
国
の
法
を
労
務
給
付
地
法
と
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
準
拠
法
の
労
働
契
約
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
直
接
適
用
規
範

（一２
●
．”
も
り
【いｏ”
餞
Ｏ
い
い日
日
０口
中詳
ｇ

（ま
た

（２９
）

は
ヽ
介
入
規
範
）
の
適
用
、
第
二
に
、
国
際
私
法
上
の
公
序
留
保
と
い
う
二
つ
の
点
か
ら
限
定
を
加
え
て
い
た
。

他
方
、
同
ロ
ー
マ
条
約
は
、
当
事
者
選
択
法
を
原
則
と
し
て
契
約
準
拠
法
と
し
、
当
時
者
選
択
法
が
存
在
し
な
い
場
合
は
労
務
給
付
地
法

（複
数
の
国
で
労
務
給
付
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
事
業
所
所
在
地
法
）
を
契
約
準
拠
法
と
し
、
さ
ら
に
よ
り
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国

が
存
在
す
れ
ば
当
該
国
の
法
を
契
約
準
拠
法
と
す
る
。
同
条
約
に
お
い
て
も
、　
一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合
は
、
送
り
出
し
国
の
法
が
労
務
給

付
地
法
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第

一
に
、
当
事
者
選
択
法
な
か
り
せ
ば
準
拠
法
と
な
る
法

（労
務
給
付
地
法
、
事
業
所
所
在
地
法
、
ま
た
は
、
よ
り
密

接
な
関
連
を
有
す
る
国
）
の
強
行
規
定
、
な
ら
び
に
、
契
約
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
お
よ
び
法
廷
地
法
の
直
接
適
用
規
範
の
適
用
、

第
二
に
、
公
序
留
保
に
基
づ
く
法
廷
地
法
の
適
用
と
い
う
二
つ
の
点
か
ら
、
契
約
準
拠
法
に
よ
る
規
整
を
限
界
づ
け
て
ほ
型
。

し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
マ
条
約
発
効
以
前
の
準
拠
法
決
定
規
則
に
従
え
ば
、
第

一
に
、　
一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合
は
、
送
り
出
し
国
の
法
ま

た
は
よ
り
有
利
な
場
合
は
当
事
者
選
択
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
り
、
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
法
を
当
事
者
選
択
法
と
し
て
お
り
、
か
つ
、

そ
れ
が
送
り
出
し
国
の
法
よ
り
労
働
者
に
と
っ
て
有
利
で
な
い
限
り
、
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
国
の
法
は
、
契
約
準
拠
法
と
は
な
ら
な
い
。

第
二
に
、　
一
時
的
外
国
駐
在
で
な
い
場
合
は
、
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
が
労
務
給
付
地
で
あ
る
が
、
当
事
者
選
択
法
が
別
に
あ
り
、
労
働

者
と
っ
て
そ
れ
が
よ
り
有
利
で
あ
れ
ば
当
事
者
選
択
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
る
の
で
、
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
の
法
は
契
約
準
拠
法
と
は

な
ら
な
い
。

ま
た
、
ロ
ー
マ
条
約
の
契
約
準
拠
法
決
定
規
則
に
従
え
ば
、
第

一
に
、　
一
時
的
外
国
駐
在
の
場
合
は
、
当
事
者
選
択
法
が
あ
る
と
き
、
こ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
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れ
が
ま
ず
準
拠
法
で
あ
り
、
労
務
給
付
地
法
＝
送
り
出
し
国
の
法
の
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
強
行
規
定
は
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
国
の
法
は
契
約
準
拠
法
と
は
な
ら
な
い
。
当
事
者
選
択
法
が
な
い
と
き
は
、
原
則
と
し
て
送
り
出
し
国

の
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
る
か
ら
、
争
議
行
為
発
生
地
法
は
契
約
準
拠
法
と
は
な
ら
な
い
。
第
二
に
、　
一
時
的
外
国
駐
在
で
な
い
場
合
、
当

事
者
選
択
法
が
な
い
と
き
は
、
労
務
給
付
地
法
す
な
わ
ち
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
法
が
契
約
準
拠
法
と
な
る
が
、
当
事
者
選
択
法
が
あ
る

と
き
は
、
労
務
給
付
地
法
の
労
働
者
に
よ
り
有
利
な
強
行
規
定
の
適
用
と
い
う
留
保
の
も
と
、
当
事
者
選
択
法
が
準
拠
法
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
契
約
準
拠
法
決
定
規
則
に
基
づ
い
て
も
、
労
使
紛
争
発
生
地
法
と
契
約
準
拠
法
が
異
な
る
場
合
が
想
定
さ
れ
う

る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
争
議
行
為
の
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
両
者
の
ど
ち
ら
が
適
用
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

（２
）
適
用
法
の
決
定

こ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
契
約
準
拠
法
と
労
使
紛
争
発
生
地
法
の
い
ず
れ
を
適
用
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
労
使
紛
争
発
生
地
法
の
方

が
、
契
約
準
拠
法
よ
り
も
争
議
行
為
参
加
労
働
者
の
労
働
契
約
上
の
地
位
を
よ
り
保
護
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
結
論
を
出
す
こ
と
は
困
難
で

は
な
い
。
前
述
の
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
法
決
定
規
則
に
従
い
、
労
使
紛
争
発
生
地
法
を
労
務
給
付
地
の
強
行
規
定
、
ま
た
は
、
密
接
な
関
連

を
有
す
る
国
の
直
接
適
用
規
範
と
し
て
適
用
し
、
労
働
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
論
者
の
異
論
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
労
使
紛
争
発
生
地
国
が
、
労
働
者
の
争
議
行
為
を
フ
ラ
ン
ス
以
上
に
厳
格
に
規
制
し
て
い
る
場
合
、
た
と
え
ば

フ
ラ
ン
ス
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ
て
当
該
地
で
争
議
行
為
に
参
加
し
た
労
働
者
の
労
働
契
約
上
の
地
位
を
、
労
使
紛
争
発
生
地
法
の
適
用
を
排

除
し
て
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
破
毀
院
は
、
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。



ま
ず
、　
一
九
六
九
年
十
月
八
日
の
社
会
部
牲
滅
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
よ
り
雇
用
さ
れ
、
後
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
関
連

会
社
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
が
、
事
前
の
組
合
に
よ
る
予
告
と
和
解
手
続
を
要
求
す
る
ア
メ
リ
カ
法
に
違
反
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ

に
参
加
し
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
解
雇
さ
れ
た
た
め
、
解
雇
予
告
手
当
と
濫
用
的
解
雇
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、　
ア
メ

リ
カ
法
に
よ
り
、
当
該
争
議
行
為
の
適
法
性
を
判
断
し
こ
れ
を
違
法
と
し
た
が
、
そ
れ
を
理
由
と
す
る
解
一屋
に
つ
い
て
は
、
当
該
労
働
者
は
、

そ
の
争
議
行
為
が
適
法
で
あ
る
と
信
じ
て
参
加
し
た
の
で
あ
り
、
「重
い
非
行
」
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
、
解
雇
予
告
手
当
と
損
害
賠
償
の

支
払
を
使
用
者
に
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

同
判
決
に
つ
い
て
は
、
争
議
行
為
の
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
に
つ
い
て
の
適
用
法
を
明
確
に
は
せ
ず
、
労
働
者
の
「善
意
３
８
５
ｏ
き
中と

を
い
わ
ば
逃
げ
口
上
に
し
て
同
事
案
の
妥
当
な
解
決
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
存
在
し
て
は
裂
。

（３３
）

し
か
し
な
が
ら
、
破
毀
院
は
、
一
九
八
二
年
六
月

一
七
日
の
社
会
部
の
判
決
で
、
適
用
法
に
つ
い
て
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

フ
ラ
ン
ス
で
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
よ
り
雇
用
さ
れ
、
後
に
、
ガ
ボ
ン
の
関
連
会
社
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
が
、
全
て
の
ス
ト
ラ
イ

キ
の
前
に
和
解

・
仲
裁
手
続
に
従
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
ガ
ボ
ン
法
に
違
反
し
て
行
わ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
に

解
雇
さ
れ
た
た
め
に
、
解
雇
手
当
と
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
に
お
い
て
、
当
該
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
法
が
、
争
議
行
為
に
つ
い
て

は
そ
の
適
法
性
の
み
な
ら
ず
そ
の
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
を
含
み
全
て
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
労
働
者
の
訴
え
を

退
け
た
の
で
あ
っ
た
。

で
あ
つ の
制
］
け
批 っ
』
】
御
″
け
『
］
獅
」
の
法
的
効
果
へ
の
適
用
法
と
い
う
点
で
、
公
序
留
保
に
も
と
づ
き
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
適
用
す
べ
き

確
か
に
、
集
団
的
労
使
紛
争
に
関
す
る
法
は
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
団
体
行
動
、
争
議
行
為
の
定
義
、
適
法
性
判
断
、
紛
争
処
理
、

刑
事
制
裁
お
よ
び
民
事
制
裁
等
、
全
体
と
し
て
一
つ
の
体
系
を
形
成
す
る
介
入
規
範
で
あ
る
と
考
え
、
全
て
そ
れ
に
関
わ
る
法
的
紛
争
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七



法
政
研
究
二
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
八
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
国
の
法
の
適
用
に
よ
り
処
理
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
整
合
的
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
地
国
の
法
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
労
働
者
の
同
盟
罷
業
権
を
あ
ま
り
に
も
厳

格
に
規
制
し
て
い
る
場
合
は
、
公
序
留
保
に
よ
り
法
廷
地
国
の
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
論
者
の
主
張
も
、
少
な
く
と
も
争
議
行
為
の

労
働
契
約
へ
の
影
響
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
国
の
法
の
介
入
規
範
性
と
労
働
者
保
護
の
折
衷
案
と
し
て
、
説
得

力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
　
国
際
集
団
的
労
使
紛
争

そ
れ
で
は
、
複
数
国
に
ま
た
が
っ
て
集
団
的
労
使
紛
争
が
発
生
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
、
多
国
籍
企
業
に
お
い
て
、
複
数
の
国
の
事
業
所

で
同

一
の
要
求
を
掲
げ
て
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
あ
る
国
の
事
業
所
の
閉
鎖
、
移
転
に
対
し
て
、
当
該
事
業

所
の
労
働
者
が
こ
れ
に
反
対
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
と
と
も
に
、
同
じ
企
業
の
別
の
国
の
事
業
所
の
労
働
者
も
こ
れ
に
連
帯
し
て
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
っ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
争
議
行
為
の
適
法
性
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
争
議
行
為
は
、

こ
れ
に
参
加
し
た
労
働
者
の
労
働
契
約
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
に
関
す
る
判
例
は
存
在
し
な
い
が
、
学
説
上
は
次
の
よ
う

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（Ａ
）
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
と
し
て
の
把
握

ま
ず
初
め
に
問
題
と
な
る
の
は
、
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
の
中
で
複
数
国
に
ま
た
が
っ
て
行
わ
れ
た
争
議
行
為
を
全
体
と
し
て
一
つ
の
行

為
と
し
て
法
的
判
断
を
行
う
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第

一
に
、
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
に
関
す
る
国
際
規
範
が
存
在
し
な
い
た
め
、
超
国
家
的
な
国
際
規
範
に
よ

る
解
決
と
い
う
方
法
は
採
用
で
き
な
い
。

ま
た
、
第
二
に
、
集
団
的
労
使
紛
争
法
制
は
、　
一
般
に
当
該
国
の
介
入
規
範
で
あ
り
、
自
国
の
領
土
に
お
い
て
は
他
国
の
法
を
排
し
て
適

用
さ
れ
る
た
め
に
、
適
用
法
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
い
ず
れ
か
の
一
つ
の
国
の
国
内
法
を
複
数
国
に
ま
た
が
る
行
為
全
体
の
適
用
法
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

（た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
国
際
的
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
き
、
ボ
イ
ツ
法
を
適
用
法
と
し
、
フ
ラ
ン

ス
で
行
わ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
り
そ
の
適
法
性
を
判
断
し
、
参
加
労
働
者
の
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
を
決
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）。

し
た
が
っ
て
、
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
各
国
の
国
内
集
団
的
労
使
紛
争
に
「分
割
」
し
、
各
国
毎
に
そ
の
適
法
性
、

お
よ
び
、
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

（Ｂ
）
国
内
集
団
的
労
使
紛
争
と
し
て
の
把
握

前
述
の
よ
う
に
、
国
際
集
団
的
紛
争
を
、
各
国
の
国
内
集
団
的
労
使
紛
争
と
し
て
分
割
す
る
場
合
は
、
前
項
１
と
同
じ
議
論
へ
と
帰
結
し
、

集
団
的
労
使
紛
争
発
生
地
国
の
法
に
従
い
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
要
求
、
同
じ
態
様
で
行
わ
れ
た
事
実
上

一
つ
の

争
議
行
為
で
あ
っ
て
も
、
国
に
よ
り
そ
の
適
法
性
判
断
と
参
加
労
働
者
の
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
等
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
そ
の
場
合
の
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
に
固
有
の
法
的
問
題
は
残
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
連
帯
ス
ト
は
、

前
述
の
よ
う
に
原
ス
ト
が
同
じ
企
業
内
で
あ
れ
企
業
外
で
あ
れ
、
連
帯
ス
ト
参
加
者
の
労
働
条
件
と
直
接
ま
た
は
間
接
に
関
わ
る
も
の
や
団

鮒
端
の
擁
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
適
法
と
さ
れ
る
が
、
他
方
、
違
法
な
ス
ト
ラ
イ
キ
ヘ
の
連
帯
ス
ト
は
違
法
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ツ
プ
協
定
の
締
結
と
遵
守
を
要
求
す
る
原
ス
ト
お
よ
び
そ
の
連
帯
ス
ト
は
、
フ
ラ
ン

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
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ス
法
に
よ
れ
ば
い
ず
れ
も
違
法
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
国
際
連
帯
ス
ト
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
で
連
帯
ス
ト
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
当
該
連
帯
ス
ト
の
適
法
性
判
断
は
フ
ラ
ン
ス

法
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
提
的
判
断
と
し
て
の
原
ス
ト
の
主
張
の
違
法
性
は
、
連
帯
ス
ト
発
生
地
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
も
と
づ
い
て

判
断
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
原
ス
ト
発
生
地
の
法
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
適
法
性
判
断
の
整
合
性
を
保
持
す
る
た
め
、
連
帯
ス
ト
の
適
法
性
判
断
に
お
い
て
は
、
た
と
え
、
外
国
で
あ
っ
て

（
３６

）

も
原
ス
■
の
主
張
の
適
法
性
判
断
も
、
連
帯
ス
ト
発
生
地
国
の
法
に
よ
り
判
断
す
べ
き
と
の
見
解
が
有
力
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）

そ

の
糾
縦
明
に

つ
い
て
は
、

さ

し

あ

た

り
、

０
９
・”
『
Ｏ
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‐Ｏ
≧
円
Ｚ
。
「
ｏ
”
口
「
国
ｒ
Ｈ∽
∽
】門
刀

無

＞
Ｆ
Ｆ

の
Ｃ
コ

〇
↓
ヽ
∪
『
魚
一
Ｑ
●
嗜
”
く
Ｌ
Ｆ
日
∞
①
い
０
こ

ｏ
フ
ｏ
】一
・・
ｏ
も
日
ヽ
ぬ許
，
一
」
０
”
●
‥国
日
員
５
●
ｃ
彙

”
＞
く
ヽ
∪
『
ｏ
〓

０
」
嗜
“
く
，
いＦ
２
６
富

く
オ
、い
い
●
卜
①
ｏ
，
ヽ
ｏ
ｐ
ａ
い
。
フ
ω
卜
い
ｏ
け
，
一
〇
９
一“
『
●
０
０
Ｃ
↓
Ｃ
”
Ｈ閣
”
・

一口
可
Ｏ
【
け

ヽ
口

け
『
”
く
，
日
・
”
Ｎ
・
日

①ヽ
の

『
①
】
”
け
【
０
５
●

０
０
日
０
０
け
【
く
８

０
①

け
」
”
く
，
い
Ｆ

Ｎ
０

０
０
ｃ

Ｏ
づ
・ｏ
い
”
・
●
・ω
Ｏ
い

の
一

∽
二

］Ｗ
①
『
●
“
ヽ
口

いリ
ロ
ン
ヽ
∽
∽
目
円
ヽ
日
）『
Ｏ
¨
け

０
●

け
『
”
く
”
¨
Ｆ

”
Ｎ

”
Ｑ
”
け̈
９
け

ｏ
ｏ
【げ
ユ
【く
８

●
①
嗜
”
く
Ｌ
Ｆ
Ｎ
ｏ
ｏ
，
，
ｏ
，
２
一
ｔ
，
卜
Ｐ
ω
聟

∽
」
「
①
，
●
”
Ｈく
同
”
Ｏ

①
け
「
①
“
口
∽
＞
く
＞
↓
Ｈ同
”
・
∪
『
ｏ
〓

ヽ
‘
嗜
”
く
”
【Ｆ

μ
ω

①

い
鮎
ｔ

Ｏ
り
。０
】
ｒ
・
●
・∞
∞
ｏ

①
け

０
∴
　

目
Ｍ
Ｏ
け
¨
Ｏ
●
”
【
【
①

ｏ
①
壺
Ｒ
Ｆい
●
０
●
計

∽
０
０
【
”
Ｆ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
『
・
Ｏ
り
，０
【
ｒ
ヽ
∩
｝喘
０
く
①

一
〕て
【
い
●
ｐ
①
●
け
Ｏ

り
ヽ
“
け
【
Ｏ
Ｌ
①

「̈
『
”
●
０
¨
∽

ｒ
ｏ
」
ｏ
“
Ｒ
ｏ
・

∽
０
０
”̈
Ｆ
い
Ｏ
ｏ
が

，
。い
ヽ
ｏ
Ｏ
〕
”
Ｑ
口
】，
■
一
出
『
国
く
∽
∽
Ｈ同
・
ｒ
“
綸「
α
く
①
・
ｏ
９
日
ｐ
”
庁
め
，
●
ｏ
ｏ
Ｏ
口
０
ヽ
Ｏ
津
・
∪
”
】】ｏ
♪

い
０
０
ω
一　
〓
一Ｏ
ＨＯ
●
①
∽
目
Ｚ
ｂ
レ
ヽ
①
一
「
ｏ
”
●
‥０
】”
口
Ｏ
①

「
ト
ン
畠
ｒ
ｒ
【Ｕ
”
・
↓
け
，
津
い
Ｕ
可
ｏ
〓

ヽ
●
言
５
く
”
】ｒ
ｒ
ｐ

ｒ
”
ｍ「
α
く
①
・
∪
“
【【ｏ
ド

い
０
∞
♪

】
①
”
●
串
Ｗ
Ｅ
Ｂ
”
●
●
①
】
”
ｂ
ｒく
・
ｒ
①
の
も
ｏ
●
どヽ
ｏ
〓
ｏ
ツ
【、ｏ
０
０
”
∽
』Ｏ
●
Ｏ
①
一“

〔当
ｄ
く
①
・
ｒ
率
Ｈ
ｐ
】」
席
あ

日
ｏ
ｏ
Ｆ
●
いｏ
Ｃ
①
Ｐ

日
０
∞
ｏ
〕
口
ｏ
コ
】”
『
ら
ぬ『
同
く
∽
∽
Ｈ同
・
Ｆ
①
ｏ
ｏ
ｏ
●
由
〓
わ
ｏ
Ｏ
〓
０
０
Ｌ
濤
）
Ｏ
①
貧
・”
く
”
』Ｆ
的
「
０
く
０
０
け
Ｈ０
０
庁
・Ｏ
●
●

Ｆ
津
０
０
，
い
０
∞
ｒ

等
参
照
。
ま
た
、
邦
文
献
の
概
説
書
と
し
て
、
前
述
労
働
省
労
政
局
労
働
法
規
課
編
著

『フ
ラ
ン
ス
の
労
使
関
係
法
制
』
七
九
頁
以
下
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
の
団
結
権
の
歴
史
的
研
究
と
し
て
、
前
述
大
和
田
敢
太

『フ
ラ
ン
ス
労
働
法
の
研
究
』。

（
２
）

Ｏ
ｏ
『
“
【
一
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
‥ｏ
＞
同
Ｚ
ヽ
「
①
”
ｏ

「
Ｕ
ｒ
Ｈ∽
∽
Ｈ同
”

ｇ

＞
】”
【●

∽
Ｃ
「
ＨＯ
日
ヽ
∪
↓
３
け
Ｏ
ｃ
一『
“
く
，
【Ｆ
Ｈ
∞
０
０
，
ヽ
Ｏ
，
２
一
ｃ
つ
Ｏ
Ｎ
ド



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
Ю
）

（
Ｈ
）

（
・２
）

（
・３
）

（
・４
）

（
・５
）

18  17  16

警
察
官
、
監
獄
職
員
、
軍
人
、
裁
判
官
等
の
同
盟
罷
業
の
禁
止
、
お
よ
び
、
他
の
公
務
員
に
対
す
る
五
日
間
の
予
告
期
間
の
前
置
と
波
状
ス
ト
、

抜
き
打
ち
ス
ト
の
禁
止
等
。
ｏ
。一日
Ｆ

，
■
・
い
。紹
【
も
鮮

ρ

Ｏ
・嗜
，
メ
ヽ
”
ユ
・
ｒ
・Ｏ
Ｎ
Ｈ
・Ｆ
〓ｑ

ユ
・

０
卜
『”
く
‘
“
ユ
〓
Ｆ
』
Ｎ
∵
Ｆ
，
【ヽ
・

０
卜
『“
く
ｃ
，
■
ｒ
ｒ
ｂ
Ｎ
【
〓Ｆ
”
】』
ｏ
け
ｒ
■
Ｎ
Ｎ
‐卜
Ｐ
，
ｒ
Ｎ
①
け
，

０
卜
『”
く
ｃ
”
ユ
ｒ
ｒ
■
Ｎ
Ｎ
‥ω
ｏ
一
ｒ
■
Ｎ
卜
‥Ｎ
‐”

０
象
ψ
の
ｏ
ｐ

ω
ｏ
ｏ
●
Ｈ
ｃ
ｏ
Ｐ

Ｕ
。い
０
０
♪
０
・Ｐ

Ｏ
隊
φ
ｏ
ｏ
ｐ

Ｈ
Ｏ
目
””
】
Ｈ
Ｏ
∞
ｐ
∪
。い
０
∞
Ｐ
【
”
も
。日
ヽ
９

林守

た
と
え
ば
、
ｏ
“
協
。８
９

９

８
，
３

８
認
ヽ
口
●
【】●
■
「
ヽ
い
。あ
押

た
と
え
ば
、
０
”
移
，８
９

８

熟
ダ

８
田
ヽ
国
●
】【Ｌ
メ
く
・
●
。〓
”

た
と
え
ば
、
９
霧
・８
９

８

８
出

８
ご
・
ω
口
一】Ｌ
メ
く
。
い
。ふ
や

た
と
え
ば
、
ｏ
，
８
。８
９

ヽ

口
ｏ
メ

８
器
ヽ
ロ
ニ
【●
メ
く
・
鳳
８
Ｐ

た
と
え
ば
、
ｏ
お
り
。８
９
８

８
餞

３
８
ヽ
口
ｃ
【一０
メ
く
ヽ
Ｌ
さ
♪

ｏ
”
協
・８
ｏ
ヽ

ｏ
ｏ
け・
８
８
，
ω
ユ
【●
メ
く
。
●
。ミ
ｐ

Ｏ
，
ｏｏ。のｏ
，
Ｎ
Ｏ
●
ｏ
く
。
い００
Ｐ
ＨＹ
・∽ｏ
，
日ｏ
ｏ
Ｆ
Ｕ
』
ｏ
が
ｏ
ぴ
ρ
０
０
「”
【ヽ

０
０
Ｃ
↓
Ｃ
”
】同
”
。

詳
細
は
、
た
と
え
ば
、
「
①
“
い
「
国
Ｆ
あ
望
ｕ
”
８
９
ヽ
∪
８
富
浄

一．ｏ
８
づ
】ｏ
【・
∪
”
】【ｏ
ぶ
８
葛
・
い
。〓
３
・
参
照
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
民
事
制

裁
お
よ
び
刑
事
制
裁
の
対
象
と
も
な
り
う
る
。

０
卜
『
”
く
。

”
ユ
】
Ｆ
』
Ｎ
甲

Ｆ

】
ｏ
【

“
Ｆ

Ｏ
，一
喘
”
く
こ

“
「
ｒ

ｒ
。ｕ
Ｎ
Ｈ
‐日
ヽ
，
Ｆ
ω
。
①
峙
Ｆ
。Ｈ
Ｎ
Ｎ
‥
Ｈ
９
・
，
ｒ

Ｎ

の
一
ω
・

０
卜
『
”
く
こ

”
ユ
ｒ
ｒ
ｂ
Ｎ
Ｈ
〓Ｆ

”
一
ヽ
・

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

一
五

一
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五
二

０
，
ｏ
ｏ
・∽
ｏ
ｏ
。Ｎ
Ｏ
【●
”
】
Ｈ
Ｏ
輌
ω
，
日
〕口
〓
・ｏ
いく
』
く
・
い
。Ｎ
卜
ω
一
∩
）”
０
０
。の
０
０
・Ｈ
Ｎ
【●
”
一
Ｐ
０
０
卜
・
日
〕●
●
・０
】く
』
ノ
♂
い
。ト
ロ
ｕ
・

こ

の
点

に

つ

い
て
、

詳

細

は
、

〓

Ｏ
Ｂ
詳

ｏ
Ｏ
Ｓ

野
〓
２

７

”
●
ｏ
お

Ｆ
ｏ
お
ｌ

ｐ

∽
ｏ
ｏ
中”
】・
毬

喝

ヽ
Ｌ
民

認

一
∪
一ｏ
由
Ｒ
５
，
いお

り
Ｑ
日
，
８

●
け
ヽ
∽
ｏ
ｏ
い”
【・
〇
や

Ｒ
Ｆ

ｏ
嘱？
①
ヽ
口
。Ｎ
８

簿

ｐ

等
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

０
■
『
”
く
ｃ

”
二
ｒ

ｒ
■
Ｎ
Ｎ
占

卜

①
計

９

フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
労
使
関
係

の
国
際
化

と
集
団
的
労
使
紛
争

に

つ
い
て
は
、
特

に
、
Ｏ
ｏ
Ｓ
ａ

ｒ
く
ｏ
ｚ
あ
と
口
Ｚ

２

＞
●
けｏ
【口
Ｏ
ｒ
く
Ｏ
Ｚ
あ
と
円
Ｚ
・

∪
『
ｏ
中け
の
ｏ
ｏ
”̈
】
】●
一Ｑ
Ｒ
Ｆ”
Ｌ
Ｏ
●
”
】
ｏ
け
０
●
Ｈ
Ｏ
も
ぃ
０
●
・
∞
０
い
０
こ
Ｏ
●
・０
【け
こ
り
ｂ
Ｏ
①
け
ｒ
〕
０
０
『“
【
０
い
く
〇
ソ
７
０
＞
∪
ワ
Ｆ
ｒ
①
の
【
①
【“
Ｌ
Ｏ
●
の
ａ
下

一ヽ
”
く
”
〓

】●
いｏ
」
‐

●
”
け】０
●
”
一０
の
・　
〇
●
・０
ぃｒ
・　
り
。日
ω
円　
０
け
∽
∴
　
一”
げ
』〓
つ
ｏ
①
　
０
０
洒
】
”
∽
日
０
”
Ｆ
　
０
０
ｏ
Ｌ
一【けの　
Ｏ
①
　
】Ｏ
∽̈
０
い
　
０
『
Ｏ
】け
０
●
　
嗜
”
く
，
】Ｆ
　
ｏ
り
。０
いけ
　ヽ
い
。Ｏ
ｏ
　
①
け　
０
ニ
　
リ
いｏ
コ
「①

”
〇
∪
Ｈ同
”
Ｕ
・
Ｏ
ｏ
●
蟄
〓
わ
Ｏ
①
】ｏ
】∽
①
●
へＦ
Ｏ
津
０
」
言
゛
く
”
【Ｆ
ｏ
●
・ｏ
吉
〓
■
ぶ
Ｎ
Φ
一
ｐ
〕
〇
げ
ｏ
Ｑ
２
Ｓ
出
ｏ
い
Ｏ
①
】．”
『
■
０
け
０
０
０
”
０
９
ｏ
ｏ
９

Ｈ
ｏ
』口
】●
Ｐ
Ｏ
∞
Ｐ

０
０
わ
〓
ｃ

●
・ω
ω
Ｎ
ふ
『
０
”
づ
同
吊
〕「
男
隔
】
Ｐ
　
Ｈ
”ヽ
　
】Ｏ
中　
”
ｏ
●
〓
０
，
σ
【①　
”
●
０
０
●
■
，
一
〇
０
一『“
く
，
日
　
】●
け①喘●
”
け【０
●
”
一　
¨
』」
【オ
前
薇
ｄ
ヽ
ｏ●
０
０
」０
０
ｏ
い
け①
・　
０
●
・０
】”
　̈
ｒ
”
　
一〇
い

”
宅

汗

３

げ

営

汗

８

ｏ
】ｏ
８
８

一
〓

暑

あ
ｏ
日

２

日

く
ぃ器

詳

８

ｏ
８

日
冨

唱

ぃ８

“
彎
げ
目

ｏ
Ｐ

８

。Ｌ
Ｆ

ｒ
”
】２

，
３

Ｉ

３

げ

営

８

詳

『詳

計

嗜
”
く
”
〓

●
“
い
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（２３
）
こ
れ
は
、
破
毀
院
も
黙
示
的

（ｏ
”
協
。８
９
∞
ｏ
ｎ
二
８
Ｐ
ｕ
Ｌ
〕】●
メ
く
い
。認
じ
、
明
示
的

（ｏ
，
脇
・８
９
葛
言
〓
じ
Ｓ
ヽ
∪
Ｌ
汀
【メ
く
Ｌ
き
じ

に

前
提
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（２４
）
前
述
の
よ
う
に
、
国
際
私
法
上
の
公
序
留
保
と
は
、
裁
判
官
が
、
外
国
法
の
適
用
が
、
あ
ま
り
に
も
不
公
正
、
あ
る
い
は
、
法
廷
地
国
の
法
の
基

本
理
念
に
反
す
る
と
考
え
る
場
合
、
抵
触
規
則
に
よ
れ
ば
準
拠
法
と
な
る
当
該
外
国
法
の
適
用
を
拒
否
し
、
代
わ
り
に
法
廷
地
法
を
適
用
す
る
こ

22  21 20  19
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フ
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欧
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連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
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法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
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用
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―
」

一
五
三
頁
。

（０
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前
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「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」

前
述
拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
・
欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
―
国
際
労
働
契
約
と
適
用
法
―
」
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フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

一
五

三

五
八
頁
以
下
参
照
。

八
六
頁
以
下
参
照
。
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一
五
四

〓
一　
小
括

以
上
、
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
労
使
自
治
と
労
使
紛
争
に
関
わ
る
法
制
、
す
な
わ
ち
、
団
体
交
渉

・
労
働
協

約
法
制
、
お
よ
び
、
集
団
的
労
使
紛
争
法
制
に
つ
い
て
は
、
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
応
し
て
以
下
の
よ
う
な
法
律
、
判
例
、
議
論
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

１
　
団
体
交
渉

・
労
働
協
約

ま
ず
、
団
体
交
渉

・
労
働
協
約
法
制
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
以
下
の
二
つ
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
フ
ラ

ン
ス
法
に
基
づ
く
国
内
労
働
協
約
の
適
用
範
囲
、
換
言
す
れ
ば
、
国
際
労
働
関
係
に
お
い
て
、
国
内
労
働
協
約
の
規
範
的
効
力
の
対
象
と
な

る
国
際
労
働
契
約
の
範
囲
、
第
二
に
、
複
数
の
国
の
労
働
条
件
を
規
制
す
る
国
際
労
働
協
約
を
規
律
す
る
法
の
決
定
、
換
言
す
れ
ば
、
契
約

と
し
て
の
国
際
労
働
協
約
の
適
用
法
決
定
で
あ
る
。

第

一
の
、
国
際
労
働
契
約
へ
の
国
内
労
働
協
約
の
適
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
①
適
用
可
能
性
、
②
具
体
的
適
用
、
の
二
つ
が
論
点
と
な

曖
つ

。

国
内
労
働
協
約
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
は
、　
一
九
八
〇
年
契
約
債
権
の
適
用
法
に
関
す
る
ロ
ー
マ
条
約
に
基
づ
き
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス

国
内
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
団
体
交
渉
・
労
働
協
約
法
が
、
労
務
給
付
地
の
介
入
規
範
と
し
て
適
用
さ
れ
る
０
し
た
が
つ
て
、
同
法
に

基
づ
き
、
部
門
別
・
全
産
業
労
働
協
約
は
、
使
用
者
が
契
約
締
結
当
事
者
も
し
く
は
協
約
締
結
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
そ

う
で
な
く
て
も
当
該
協
約
が
拡
張
・
拡
大
適
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
経
済
活
動
が
当
該
協
約
の
地
理
的
・
職
業
的
適
用
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、



適
用
範
囲
内
の
企
業
ま
た
は
事
業
所
に
お
い
て
労
務
を
給
付
し
て
い
る
全
て
の
労
働
者
の
国
際
労
働
契
約
に
つ
い
て
当
該
協
約
の
適
用
可
能

性
が
肯
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
企
業
・
事
業
所
別
協
約
は
、
当
該
協
約
締
結
使
用
者
と
協
約
の
対
象
と
す
る
地
理
的
・
職
業
的
範
囲
内
に
あ
る

労
働
者
の
国
際
労
働
契
約
に
つ
い
て
そ
の
適
用
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る
。

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
外
国
企
業
か
ら
請
負
事
業
遂
行
の
た
め
、
ま
た
は
、
派
遣
労
働
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
一
時
的
に
駐
在
す
る
労

働
者
に
つ
い
て
も
、
当
該
企
業
と
同
じ
産
業
部
門
に
属
す
る
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
一
定
の
労
働
条
件
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
令
お
よ
び

労
働
協
約
を
適
用
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、　
一
九
九
六
年
の
「サ
ー
ビ
ス
給
付
の
枠
組
み
に
お
け
る
労
働
者
の
外
国
駐
在
に
関
す
る
指
令
」

に
よ
り
、
欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
企
業
か
ら
の
一
定
の
フ
ラ
ン
ス
駐
在
労
働
者
に
は
、
当
該
企
業
と
同
じ
産
業
部
門
に
属

す
る
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
一
定
の
労
働
条
件
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
令
お
よ
び
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
国
外
に
お
い
て
は
、
契
約
当
事
者
が
フ
ラ
ン
ス
法
を
契
約
準
拠
法
と
し
て
選
択
し
た
場
合
、
ま
た
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
労
務
給
付

地
も
し
く
は
雇
用
事
業
所
所
在
地
ま
た
は
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
で
あ
る
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
一
部
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協

約
の
適
用
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る
。

国
内
労
働
協
約
の
具
体
的
適
用
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
お
い
て
は
、
契
約
準
拠
法
が
外
国
法
で
あ
る
場
合
、
当
該
外
国
法
お
よ

び
労
働
協
約
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
お
よ
び
労
働
協
約
よ
り
有
利
な
限
り
に
お
い
て
、
当
該
国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
ロ
外
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
は
、
当
該
労
務
給
付
地
の
強
行
法
規
・
介
入
規
範
に
抵
触
し
な
い
範
囲
で
、
当
該

国
際
労
働
契
約
に
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
が
労
務
給
付
地
で
あ
る
場
合
も
、
当
該
外
国
が

「密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
」
と
判
断

さ
れ
る
場
合
、
そ
の
介
入
規
範
に
抵
触
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
欧
州
連
合
構
成
国
に
お
い
て
は
、
当
該
国
の
一
定
の
強
行
法
規
に
抵

触
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
の
、
国
際
労
働
協
約
の
適
用
法
決
定
の
問
題
に
つ
い
て
は
ヽ
０

「協
約
」
と
し
て
の
国
際
的
労
使
合
意
、
②

「契
約
」
と
し
て
の
国

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
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際
的
労
使
合
意
、
に
区
分
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

「協
約
」
と
し
て
の
国
際
的
労
使
合
意
に
つ
い
て
は
、
国
際
労
働
協
約
を
規
制
す
る
国
際
規
範
が
存
在
せ
ず
、
い
ず
れ
か
の
国
内
法
を
適

用
法
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
現
在
は
法
規
範
的
効
力
を
有
す
る
国
際
労
働

「協
約
」
は
締
結
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「契
約
」
と
し
て
の
国
際
的
労
使
合
意
と
し
て
の
国
際
労
働
協
約
の
締
結
は
可
能
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
条
約
に
基
づ
き
、
当

事
者
選
択
法
が
準
拠
法
と
な
り
、
当
事
者
選
択
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
　
集
団
的
労
使
紛
争

次
に
、
集
団
的
労
使
紛
争
法
制
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
以
下
の
二
つ
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
国
際
労
働

関
係
に
お
け
る
国
内
集
団
的
労
使
紛
争
、
第
二
に
、
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
の
法
的
評
価
と
適
用
法
決
定
で
あ
る
。

第

一
の
、
国
際
労
働
関
係
に
お
け
る
国
内
集
団
的
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、　
一
国
内
に
お
い
て
集
団
的
労
使
紛
争
が
発
生
し
、
国
際
労
働

契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
が
こ
れ
に
参
加
し
た
場
合
、
①
当
該
労
働
者
の
行
為
の
適
法
性
、
②
当
該
行
為
の
国
際
労
働
契
約
へ
の
法
的

効
果
、
の
主
と
し
て
二
点
に
つ
き
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

当
該
労
働
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
争
議
行
為
に
関
す
る
法
制
は
介
入
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
争
議
行
為
発
生
地
国
の

法
の
適
用
に
よ
り
、
そ
の
適
法
性
と
法
的
効
果
が
判
断
さ
れ
る
。

他
方
、
当
該
行
為
の
国
際
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
に
つ
い
て
は
、
争
議
行
為
発
生
地
国
の
法
と
契
約
準
拠
法
が
異
な
る
場
合
、
ど
ち
ら

の
法
を
適
用
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
破
毀
院
は
、
争
議
行
為
発
生
地
国
の
法
を
適
用
す
る
と
の
判
断
を
示
し

て
い
る
。

第
二
の
、
複
数
国
に
ま
た
が
っ
て
発
生
す
る
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
当
該
争
議
行
為
に
参
加
し
た
労
働
者
の
行
為
の
適
法



性
判
断
、
お
よ
び
、
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
に
つ
い
て
、
０
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
と
し
て
の
処
理
の
可
否
、
②
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合

の
当
該
行
為
に
つ
い
て
の
法
的
判
断
、
の
二
点
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

国
際
集
団
的
労
使
紛
争
と
し
て
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
国
際
労
働
協
約
と
同
様
、
こ
れ
を
規
制
す
る
国
際
規
範
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
い

ず
れ
か
の
国
内
法
を
適
用
法
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
現
在
は
、
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
と
い
う
全
体
と
し
て
一
つ
の
行
為
と
し
て

法
的
判
断
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
際
集
団
的
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
各
国
の
国
内
集
団
的
労
使
紛
争
に
分
割
し
、
各
争
議
行
為
地
国
の
法
を
適

用
し
て
当
該
行
為
の
適
法
性
、
労
働
契
約
へ
の
法
的
効
果
等
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

結
び
に
か
え
て

資
本
の
国
際
化
お
よ
び
労
働
者
の
国
際
移
動
に
伴
う

「集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
」
に
対
す
る
法
規
整
、
お
よ
び
、
国
内
法
の
適
用
範

囲
の
確
定
と
適
用
法
決
定
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
議
論
と
対
応
が
行
わ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
第

一
章
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
労
働
組
合
と
従
業
員
代
表
と
い
う
二
元
的
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
労
働
者
代
表
制
に
つ
い

て
は
、
第

一
に
、　
一
方
で
外
国
人
労
働
者
、
他
方
で
外
国
駐
在
労
働
者
と
い
う
、
新
た
な

「労
働
者
」
の
出
現
に
対
し
て
、
そ
の
権
利
と
利

益
を
集
団
的
に
擁
護
す
る
た
め
に
、
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
は
、
内
外
人
平
等
理
念
の
推
進
に
よ
る
労
働
組
合
権
、
従
業
員
代
表
制
へ
の

参
加
権
の
拡
大
、
外
国
駐
在
労
働
者
に
対
し
て
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代
表
制
へ
の
参
加
権
の
保
障
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
多
国
籍
企
業
と
い
う
、
新
た
な

「使
用
者
」
の
出
現
に
対
し
て
は
、
労
働
者
代
表
制
の
適
用
に
よ
り
、
国

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
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内
企
業
に
お
け
る
と
同
様
の
労
働
者
代
表
の
活
動
と
管
理

・
運
営
へ
の
参
加
保
障
を
試
み
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
章
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
団
体
交
渉

・
労
働
協
約
制
度
と
同
盟
罷
業
権
の
保
障
と
い
う
労
使
自
治

・
労
使
紛
争
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
、
国
際
労
働
契
約
と
い
う
、
新
た
な

「労
働
関
係
」
の
出
現
に
対
し
て
、
国
際
労
働
契
約
と
国
内
労
働
協
約
の

適
用
関
係
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
国
際
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
労
働
者
の
同
盟
罷
業
権
に
関
す
る
適
用
法
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
第
二
に
、
国
際
ン
ベ
ル
に
お
け
る
団
体
交
渉

・
労
働
協
約
と
集
団
的
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
規
整
す
る
適
用
法
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
に
対
す
る
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
法
が
フ
ラ
ン
ス
法
と
い
う

国
内
法
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
限
界
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
国
際
移
動
す
る
労
働
者
の
権
利
、
利
益
の
擁
護
と
い
う
点
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
そ
の
領
土
に
お
け
る
集
団
的

労
使
関
係
法
の
介
入
規
範
と
し
て
の
適
用
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
労
働
組
合
権
・
同
盟
罷
業
権
、
お
よ
び
、
従
業

員
代
表
制
へ
の
参
加
権
保
障
、
な
ら
び
に
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
駐
在
労
働
者
の
フ
ラ
ン
ス
企
業
に
お
け
る
従
業
員
代

表
制
へ
の
参
加
権
保
障
は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
外
国
駐
在
労
働
者
の
労
働
組
合
権
・同
盟
罷
業
権
、
お
よ
び
、
当
該
外
国
で
の
勤
務
、
出
向
、

派
遣
先
に
お
け
る
従
業
員
代
表
制
へ
の
参
加
権
保
障
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
当
該
国
の
介
入
規
範
で
あ
る
だ
け
に
こ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
っ

第
二
に
、
多
国
籍
企
業
に
対
抗
し
、
ま
た
、
そ
の
管
理

・
運
営
に
関
与
す
る
労
働
者
代
表
制
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
労
働
者
代
表
法
制
に

よ
る
規
制
は
原
則
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
限
定
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
本
社
を
有
す
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
企
業
の
フ
ラ
ン
ス
以
外
の

活
動
部
分
、
外
国
に
本
社
を
有
す
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
企
業
の
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
活
動
部
分
、
お
よ
び
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
活
動
部

分
を
含
め
た
全
体
の
国
際
レ
ベ
ル
の
活
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
規
制
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。



第
二
に
、
国
際
労
働
契
約
の
集
団
的
規
整
に
つ
い
て
も
、
当
該
国
際
労
働
契
約
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
場
合
は
一
時
的

に
フ
ラ
ン
ス
に
駐
在
し
て
い
る
労
働
者
も
含
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
の
適
用
が
可
能
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
で
展
開
さ
れ
て
い

る
国
際
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
労
務
給
付
地
も
し
く
は
雇
用
事
業
所
所
在
地
ま
た
は
最
も
密
接
な
関
連
を
有
す
る
地
と
み
な

し
う
る
一
時
的
外
国
駐
在
の
よ
う
な
場
合
を
除
き
、
契
約
準
拠
法
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
労
働
協
約
適
用
の
可
能
性
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

労
使
の
合
意
が
な
け
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
協
約
は
適
用
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
第
四
に
、
国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
、
労
使
自
治
に
よ
る
企
業
別
お
よ
び
産
業
部
門
別
の
雇
用

・
労
働
条
件
規
整
を
可
能
に
す
る
た

め
に
は
、
国
際
的
労
使
自
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
国
内
法
の
限
界
を
こ
え
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
使
関
係
の
国
際
化
に
お
け
る
新
た
な
集
団
的
労
使
自
治
の
枠
組
み
は
、
第

一
に
、
国
際
規
範
に
基
づ
く
、
企
業
レ
ベ
ル

お
よ
び
産
業
部
門
レ
ベ
ル
の
国
際
的
集
団
的
労
使
関
係
の
枠
組
み
形
成
、
第
二
に
、
国
際
規
範
に
よ
る
国
内
法
の
近
接
化
と
労
働
者
の
労
働

基
本
権
保
障
の
充
実
化
、
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

前
者
に
つ
い
て
、
近
年
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
欧
州
連
合
穴
Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
、
国
際
レ
ベ
ル
で
の
労
使
対
話
の
推
進
政
策
と
集
団
的

労
使
自
治
シ
ス
テ
ム
の
展
開
で
あ
る
。

欧州連合においては、長い議論を経て、　一方において、多国籍企業における労働者代表による規制と管理・運営への

酵鋤】「嘲は約為は同れにお一［勧Ⅷ』』醐隷馨劇ギま「け剛書は嘲】爆け脚嘲制』韓押陶稀「岬動にけ餞一颯卸琳同輝̈

臓ぃ】．榊会，際政レ策べ”散猜制経げり蜘日嘲囃燎』囃鋤嘲綺舞］詢議翻Ｅ．け脚條呻棚理̈
知囃れけ』叶「れにけれはた審な

与える可能性を開いたのである。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
集
団
的
労
使
関
係
の
国
際
化
と
国
際
労
働
関
係
法
の
展
開

一
五
九
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こ
の
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
国
際
集
団
的
労
使
関
係
法
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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